
総  室  発  第 47 号 

平成 30 年 9 月 12 日 

原子力規制委員会 殿 

住 所 東京都千代田区神田美土代町 1番地 1 

申 請 者 名 日 本 原 子 力 発 電 株 式 会 社 

代表者氏名 取 締 役 社 長   村 松  衛 

東海第二発電所発電用原子炉設置変更許可申請書 

（発電用原子炉施設の変更） 

本文及び添付書類の一部補正 

平成26年5月20日付け総室発第31号をもって申請（平成29年11月8日付け総室

発第60号，平成30年5月31日付け総室発第18号，平成30年6月21日付け総室発第

24号及び平成30年6月27日付け総室発第26号で一部補正）しました東海第二発

電所発電用原子炉設置変更許可申請書（発電用原子炉施設の変更）の本文及び

添付書類を下記のとおり一部補正いたします。 

記 

東海第二発電所発電用原子炉設置変更許可申請書（発電用原子炉施設の変更）

の本文及び添付書類を別添のとおり一部補正いたします。 



本資料のうち，枠囲みの内容は営業秘密

又は防護上の観点から公開できません。 



別 添 

別紙 3（本文）の一部補正 

添付書類六の一部補正 

添付書類八の一部補正 

添付書類十の一部補正 



別紙３（本文）の一部補正 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

－1－ 

本文五号を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** －5－ 下 3 …複数個所… …複数箇所… 

*** －17－ 下 7～ 

下 6 

…可搬型重大事故等対処

設備を津波からの防護対

象とし，重大事故等対処

施設の津波防護対象設備

という。 

…可搬型重大事故等対処

設備のうち津波から防護

する設備を「重大事故等

対処施設の津波防護対象

設備」とする。 

*** －19－ 下 10～ 

下 9 

…「実用発電用原子炉及

びその附属施設の技術基

準に関する規則」… 

…「設置許可基準規則」

… 

下 7～

下 6 

…「実用発電用原子炉及

びその附属施設の技術基

準に関する規則」… 

…「設置許可基準規則」

… 

下 5 …「実用発電用原子炉及

びその附属施設の技術基

準に関する規則」… 

…「設置許可基準規則」

… 

*** －20－ 上 4～ 

上 5 

…「実用発電用原子炉及

びその附属施設の技術基

準に関する規則」… 

…「設置許可基準規則」

… 

*** －49－ 上 5～ 

上 6 

…雑固体廃棄物焼却装置

… 

…雑固体廃棄物焼却設備

… 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

－2－ 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** －50－ 下 10～ 

下 9 

消火系のうち 構内消

火用ポンプ，ディーゼル

駆動構内消火ポンプ，原

水タンク 及び多目的タ

ンクは…

消火系のうち電動機駆

動消火ポンプ,ディーゼ

ル駆動消火ポンプ,構内

消火用ポンプ，ディーゼ

ル駆動構内消火ポンプ，

原水タンク,ろ過水貯蔵

タンク及び多目的タンク

は… 

*** －81－ 上 6 …複数個所… …複数箇所… 

下 7～

下 6 

…，複数の取水箇所を選

定できる設計とする。 

…，予備を有する設計と

する。 

*** －83－ 上 4～ 

上 5 

…， 建屋等内及び建屋

等壁面の適切に離隔し，

かつ，隣接しない… 

…，接続口は，建屋等内

及び建屋等壁面の適切に

離隔した隣接しない… 

*** －84－ 上 1～ 

上 2 

…， 建屋等内及び建屋

等壁面の適切に離隔し，

かつ，隣接しない… 

…，接続口は，建屋等内

及び建屋等壁面の適切に

離隔した隣接しない… 

*** －88－ 下 13～ 

下 11 

…自然現象による影響，

津波（敷地に遡上する津

波を含む。）による影

響，発電所敷地… 

…自然現象による影響， 

発電所敷地… 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

－3－ 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** －90－ 上 1～ 

上 2 

…常設低圧代替注水ポン

プ室，… 

…常設低圧代替注水系格

納槽内，… 

下 11～ 

下 10 

…風荷重に対しては， 

位置的分散を考慮した 

保管により… 

…風荷重に対しては，風

荷重を考慮すること又は

位置的分散を考慮した設

置若しくは保管により… 

*** －112－ 下 3～ 

下 2 

…可搬型代替注水大型ポ

ンプ…

…可搬型代替注水中型ポ

ンプ…

*** －113－ 下 4～ 

下 3 

…可搬型代替注水大型ポ

ンプ…

…可搬型代替注水中型ポ

ンプ…

*** －115－ 下 4～ 

下 3 

…可搬型代替注水大型ポ

ンプ…

…可搬型代替注水中型ポ

ンプ…

*** －116－ 下 6～ 

下 5 

…可搬型代替注水大型ポ

ンプ…

…可搬型代替注水中型ポ

ンプ…

*** －118－ 上 5 (a) 代替燃料プール冷

却系による使用済燃料プ

ール冷却 

(a) 代替燃料プール冷

却系による使用済燃料プ

ール除熱 

上 11 …機能喪失した場合で

も， 常設代替交流電源

設備及び… 

…機能喪失した場合で

も，代替所内電気設備を

経由した常設代替交流電

源設備及び… 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

－4－ 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** －129－ 上 3～ 

上 4 

…可搬型代替交流電源設

備及び常設代替直流電源

設備 の機能喪失… 

…可搬型代替交流電源設

備,常設代替直流電源設

備及び可搬型代替直流電

源設備の機能喪失… 

*** －134－ 上 7～ 

上 8 

…として，常設代替直流

電源設備，可搬型代替直

流電源設備及び… 

…として， 可搬型代替

直流電源設備及び… 

*** －136－ 上 3 …現場で 高圧窒素ボン

ベの… 

…現場で非常用逃がし安

全弁駆動系高圧窒素ボン

ベの… 

上 9～

上 10 

…逃がし安全弁は，常設

代替直流電源設備又は可

搬型代替直流電源設備に

より… 

…逃がし安全弁は， 可

搬型代替直流電源設備に

より… 

*** －141－ 上 8～ 

上 9 

…として常設代替高圧電

源装置を使用し… 

…として常設代替交流電

源設備を使用し… 

*** －147－ 下 8 …原子炉建屋 から離れ

た… 

…原子炉建屋及び常設低

圧代替注水系格納槽から

離れた… 

*** －148－ 上 1～

上 2 

…残留熱除去系 と共通

要因に… 

…残留熱除去系及び低圧

炉心スプレイ系と共通要



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

－5－ 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

因に… 

上 10 …設計とする。 …設計とする。また,こ

れらの多様性及び位置的

分散によって,低圧代替

注水系（常設）及び低圧

代替注水系（可搬型）

は,互いに重大事故等対

処設備としての独立性を

有する設計とする。 

*** －155－ 下 11～ 

下 8 

…フィルタ装置は，原子

炉建屋外の格納容器圧力

逃がし装置格納槽に，及

び圧力開放板は，原子炉

建屋近傍の屋外に設置

し，耐圧強化ベント系

は，原子炉建屋原子炉棟

内の… 

…フィルタ装置は 原子

炉建屋外の格納容器圧力

逃がし装置格納槽に， 

圧力開放板は 原子炉建

屋近傍の屋外に設置し，

耐圧強化ベント系は 原

子炉建屋原子炉棟内の… 

下 7 …， 共通要因によって

… 

…，残留熱除去系及び残

留熱除去系海水系と共通

要因によって… 

*** －163－ 上 6 (ⅰ) 制御材の本数及び (ⅰ) 制御材の個数及び



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

－6－ 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

構造 構造 

*** －179－ 上 6～ 

上 7 

…必要な 自動減圧機能

用アキュムレータの… 

…必要な逃がし弁機能用

アキュムレータ及び自動

減圧機能用アキュムレー

タの…

*** －199－ 下 10 ダイアフラム部直径 ダイヤフラム部直径 

下 6 (2) 原子炉格納容器の

最高使用圧力及び最高使

用温度並びに漏えい率 

(2) 原子炉格納容器の

設計圧力及び設計温度並

びに漏えい率 

*** －202－ 下 11 …常設代替交流電源 又

は… 

…常設代替交流電源設備

又は… 

*** －203－ 上 8 …常設代替交流電源設備

及び… 

…常設代替交流電源設備

又は… 

*** －210－ 上 12 また，代替格納容器ス

プレイ冷却系（可搬型） 

 は… 

代替格納容器スプレ

イ冷却系（可搬型）の可

搬型代替注水中型ポンプ

は… 

下 10 と

下 9 の 

間 

（記載の追加） また,代替格納容器スプ

レイ冷却系（可搬型）の

可搬型代替注水大型ポン

プは,代替淡水貯槽を水



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

－7－ 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

源とすることで,サプレ

ッション・チェンバを水

源とする残留熱除去系

（格納容器スプレイ冷却

系）に対して異なる水源

を有する設計とする。 

*** －211－ 上 11 と 

上 12 の 

間 

（記載の追加） また,これらの多様性及

び位置的分散によって,

代替格納容器スプレイ冷

却系（常設）及び代替格

納容器スプレイ冷却系

（可搬型）は,互いに重

大事故等対処設備として

の独立性を有する設計と

する。 

*** －217－ 上 10～ 

上 11 

台 数   1（予備1） 

容 量  約250m３／h 

＿ 

台 数 2 

容 量 約 250m３／h 

（1 台当たり） 

下 10 残留熱除去 海水系ポン

プ 

残留熱除去系海水系ポン

プ 

*** －221－ 上 7～ …西側淡水貯水設備又は …西側淡水貯水設備 の



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

－8－ 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

上 8 代替淡水源（代替淡水貯

槽を除く）の水を… 

水を… 

下 13～ 

下 12 

…可搬型代替注水大型ポ

ンプにより，代替淡水源

（代替淡水貯槽を除く）

の水を… 

…可搬型代替注水大型ポ

ンプにより， 代替淡水

貯槽 の水を… 

*** －221－ 下 7 なお，代替淡水貯槽か

らも取水できる設計とす

る。 

（記載の削除） 

下 6～

下 5 

…代替淡水源（代替淡水

貯槽を除く）が枯渇した

… 

…代替淡水源 が枯渇し

た… 

*** －224－ 上 12 …常設代替交流電源設備

及び… 

…常設代替交流電源設備

又は… 

下 1 …西側淡水貯槽設備を… …西側淡水貯水設備を… 

*** －231－ 下 4 …拡散を抑制するための

設備のうち… 

…拡散を抑制するための

設備として… 

下 1 …拡散を抑制するための

設備として… 

…拡散を抑制するために

… 

*** －235－ 下 8 …また， 使用済燃料プ

ールの… 

…また，格納容器圧力逃

がし装置のフィルタ装置



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

－9－ 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

へのスクラビング水補給

の水源として,さらに,使

用済燃料プールの… 

*** －236－ 上 10 …また， 使用済燃料プ

ールの… 

…また，格納容器圧力逃

がし装置のフィルタ装置

へのスクラビング水補給

の水源として,さらに,使

用済燃料プールの… 

*** －237－ 

～ 

*** －238－ 

下 7 

～ 

上 3 

…水源であるとともに，

原子炉圧力容器及び原子

炉格納容器への注水に使

用する設計基準事故対処

設備が機能喪失した場合

の代替手段である低圧代

替注水系（可搬型），代

替格納容器スプレイ冷却

系（可搬型）及び格納容

器下部注水系（可搬型）

の水源として，また，使

用済燃料プールの冷却又

は注水に使用する設計基

…水源であるとともに， 

格納容器圧力逃がし装置

のフィルタ装置へのスク

ラビング水補給の水源と

して，… 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

－10－ 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

準事故対処設備が機能喪

失した場合の代替手段で

ある代替燃料プール注水

系（注水ライン），代替

燃料プール注水系（常設

スプレイヘッダ）及び代

替燃料プール注水系（可

搬型スプレイノズル）の

水源として，… 

*** －238－ 上 5～ 

上 10 

各系統の詳細について

は，「ニ(3)(ⅱ) 使用

済燃料貯蔵槽の冷却等の

た め の 設 備 」 ， 「 ホ

(3)(ⅱ)ｂ．(c) 原子炉

冷却材圧力バウンダリ低

圧時に発電用原子炉を冷

却するための設備」，

「リ(3)(ⅱ)ａ．原子炉

格納容器内の冷却等のた

め の 設 備 」 及 び 「 リ

(3)(ⅱ)ｃ．原子炉格納

（記載の削除） 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

－11－ 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

容器下部の溶融炉心を冷

却するための設備」に記

載する。 

*** －247－ 上 4～ 

上 5 

…常設代替直流電源設備

及び可搬型代替直流電源

設備 については… 

…常設代替直流電源設

備,可搬型代替直流電源

設備及び代替所内電気設

備については… 

*** －267－ 上 7 個 数       21 個 数 一式 

上 9 個 数       29 個 数 一式 

*** －272－ 上 5 …緊急時対策所非常用換

気設備 の機能とあいま

って… 

…緊急時対策所非常用換

気設備及び緊急時対策所

加圧設備の機能とあいま

って… 

上 9 …緊急時対策所 を正圧

化し… 

…緊急時対策所建屋を正

圧化し… 

上 10～ 

上 11 

…緊急時対策所 を正圧

化し… 

…緊急時対策所等を正圧

化し… 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

－12－ 

本文十号を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** －391－ 下 10～ 

下 9 

…200 m３／h（窒素198

＿m３／h及び酸素2 m３

／h）… 

…200Nm３／h（窒素198Nm

３／h 及び酸素 2Nm３／h）

… 

*** －399－ 上 3～ 

上 4 

…200 m３／h（窒素198

＿m３／h及び酸素2 m３

／h）… 

…200Nm３／h（窒素198Nm

３／h 及び酸素 2Nm３／h）

… 

*** －424－ 

～ 

*** －429－ 

第10－1表 重大事故等

対策における手順書の概

要（4／19） 

別紙－1 に変更する。 

*** －432－ 

～ 

*** －435－ 

第10－1表 重大事故等

対策における手順書の概

要（6／19） 

別紙－2 に変更する。 
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第 10－1 表 重大事故等対策における手順書の概要（4／19） 

1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

方
針
目
的 

原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態において，設計基準事故対処設備が有する

発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子炉格納容

器の破損を防止するため，低圧代替注水系により発電用原子炉を冷却する手順等を整備

する。 

また，炉心が溶融し，原子炉圧力容器の破損に至った場合で，溶融炉心が原子炉圧力

容器内に残存した場合においても原子炉格納容器の破損を防止するため，低圧代替注水

系により残存溶融炉心を冷却する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（低圧注水系）若

しくは低圧炉心スプレイ系又は残留熱除去系（原子炉停止時冷

却系）が健全であれば，これらを重大事故等対処設備と位置付

け重大事故等の対処に用いる。 

原
子
炉
運
転
中
の
場
合 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

低
圧
代
替
注
水
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（低圧注水系）及

び低圧炉心スプレイ系の故障等により発電用原子炉の冷却がで

きない場合は，以下の手段により原子炉圧力容器へ注水し，発

電用原子炉を冷却する。 

・代替淡水貯槽を水源として，低圧代替注水系（常設）によ

り注水する。

・低圧代替注水系（常設）により原子炉圧力容器へ注水でき

ない場合は，西側淡水貯水設備又は代替淡水貯槽を水源と

して，低圧代替注水系（可搬型）等により注水する。

なお，低圧代替注水系（可搬型）による注水は，海を水源と

して利用できる。 

別紙－１
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1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

対
応
手
段
等 

原
子
炉
運
転
中
の
場
合 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
系
）
及
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
復
旧 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（低圧注水系）及

び低圧炉心スプレイ系が全交流動力電源喪失等により使用で

きない場合は，低圧代替注水系による発電用原子炉の冷却に加

え，常設代替交流電源設備等を用いて非常用所内電気設備へ給

電することにより残留熱除去系（低圧注水系）及び低圧炉心ス

プレイ系を復旧し，サプレッション・チェンバを水源として，

原子炉圧力容器へ注水し，発電用原子炉を冷却する。 

また，常設代替交流電源設備等へ燃料を給油し，電源の供給

を継続することにより残留熱除去系（低圧注水系）及び低圧炉

心スプレイ系を運転継続する。 

発電用原子炉の停止後は，残留熱除去系（原子炉停止時冷却

系）に移行し，長期的に発電用原子炉を除熱する。 

溶
融
炉
心
が
原
子
炉
圧
力
容
器
内
に
残
存
す
る
場
合 

低
圧
代
替
注
水
系
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却 

溶融炉心が原子炉圧力容器を破損し原子炉格納容器下部へ

落下するものの，溶融炉心が原子炉圧力容器内に残存した場合

は，以下の手段により原子炉圧力容器へ注水し，残存溶融炉心

を冷却する。 

・代替淡水貯槽を水源として，低圧代替注水系（常設）によ

り注水する。

・低圧代替注水系（常設）により残存溶融炉心の冷却ができ

ない場合は，サプレッション・チェンバを水源として，代

替循環冷却系により注水する。

・代替循環冷却系により残存溶融炉心の冷却ができない場合

は，西側淡水貯水設備又は代替淡水貯槽を水源として，低

圧代替注水系（可搬型）等により注水する。 

なお，低圧代替注水系（可搬型）による注水は，海を水源と

して利用できる。 
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1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

対
応
手
段
等 

原
子
炉
停
止
中
の
場
合 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障 

低
圧
代
替
注
水
系 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（原子炉停止時冷

却系）が故障等により発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合

は，以下の手段により原子炉圧力容器へ注水し，発電用原子炉

を冷却する。 

・代替淡水貯槽を水源として，低圧代替注水系（常設）に

より注水する。

・低圧代替注水系（常設）により原子炉圧力容器へ注水でき

ない場合は，西側淡水貯水設備又は代替淡水貯槽を水源と

して，低圧代替注水系（可搬型）等により注水する。

なお，低圧代替注水系（可搬型）による注水は，海を水源と

して利用できる。 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
系
）
の
復
旧 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（原子炉停止時冷

却系）が全交流動力電源喪失等により使用できない場合は，低

圧代替注水系による発電用原子炉の冷却に加え，常設代替交流

電源設備を用いて非常用所内電気設備へ給電することにより，

残留熱除去系（原子炉停止時冷却系）を復旧し，発電用原子炉

の除熱を実施する。 

また，常設代替交流電源設備等へ燃料を給油し，電源の供給

を継続することにより残留熱除去系（原子炉停止時冷却系）を

運転継続する。  

配
慮
す
べ
き
事
項 

原
子
炉
運
転
中
の
場
合 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（低圧注水系）及

び低圧炉心スプレイ系の故障により発電用原子炉の冷却機能

が喪失した場合において，低圧代替注水系（常設）に異常がな

く，交流動力電源及び水源（代替淡水貯槽）が確保されている

場合は，低圧代替注水系（常設）により発電用原子炉を冷却す

る。 

低圧代替注水系（常設）により原子炉の冷却ができない場合

において，低圧代替注水系（可搬型）に異常がなく，燃料及び

水源（西側淡水貯水設備又は代替淡水貯槽）が確保されている

場合は，低圧代替注水系（可搬型）により発電用原子炉を冷却

する。 
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1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項 

原
子
炉
運
転
中
の
場
合 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障 

外部電源，常設代替交流電源設備により交流動力電源が確保

できた場合において，残留熱除去系海水系の運転ができる場合

は，残留熱除去系（低圧注水系）により発電用原子炉を冷却す

る。残留熱除去系（低圧注水系）の運転ができない場合は，低

圧炉心スプレイ系により発電用原子炉を冷却する。 

残留熱除去系海水系が使用できない場合は，緊急用海水系を

運転し，残留熱除去系（低圧注水系）により発電用原子炉を冷

却する。 

代替残留熱除去系海水系の設置による残留熱除去系（低圧注

水系）の復旧に時間を要するため，低圧代替注水系等による発

電用原子炉の冷却を並行して実施する。その際の優先順位は，

フロントライン系故障時の優先順位と同様である。

溶
融
炉
心
が
原
子
炉
圧
力
容
器
内
に
残
存
す
る
場
合 

溶融炉心が原子炉圧力容器内に残存した場合において，低圧

代替注水系（常設）に異常がなく，交流動力電源及び水源（代

替淡水貯槽）が確保されている場合は，低圧代替注水系（常設）

により残存溶融炉心を冷却する。 

低圧代替注水系（常設）により残存溶融炉心の冷却ができな

い場合において，代替循環冷却系に異常がなく，交流動力電源

及び水源（サプレッション・チェンバ）が確保されている場合

は，代替循環冷却系により残存溶融炉心を冷却する。 

代替循環冷却系により残存溶融炉心の冷却ができない場合

において，低圧代替注水系（可搬型）に異常がなく，燃料及び

水源（西側淡水貯水設備又は代替淡水貯槽）が確保されている

場合は，低圧代替注水系（可搬型）により残存溶融炉心を冷却

する。 

なお，代替循環冷却系により発電用原子炉を冷却する場合

は，代替格納容器スプレイ冷却系と配管を共有しない系統を選

択する。 
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1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項 

原
子
炉
停
止
中
の
場
合 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（原子炉停止時冷

却系）の故障等により発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合

において，低圧代替注水系（常設）に異常がなく，交流動力電

源及び水源（代替淡水貯槽）が確保されている場合は，低圧代

替注水系（常設）により発電用原子炉を冷却する。 

低圧代替注水系（常設）により原子炉の冷却ができない場合

において，低圧代替注水系（可搬型）に異常がなく，燃料及び

水源（西側淡水貯水設備又は代替淡水貯槽）が確保されている

場合は，低圧代替注水系（可搬型）により発電用原子炉を冷却

する。 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障 

外部電源，常設代替交流電源設備により交流動力電源が確保

できた場合において，残留熱除去系海水系の運転ができる場合

は，残留熱除去系（原子炉停止時冷却系）により発電用原子炉

を除熱する。 

残留熱除去系海水系が使用できない場合は，緊急用海水系を

運転し，残留熱除去系（原子炉停止時冷却系）により発電用原

子炉を除熱する。緊急用海水系を運転できない場合は，代替残

留熱除去系海水系を設置し，残留熱除去系（原子炉停止時冷却

系）により発電用原子炉を除熱する。 

代替残留熱除去系海水系の設置による残留熱除去系（原子炉

停止時冷却系）の復旧に時間を要するため，低圧代替注水系等

による発電用原子炉の冷却を並行して実施する。その際の優先

順位は，フロントライン系故障時の優先順位と同様である。 

残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
に 

お
け
る
留
意
事
項 

低圧代替注水系等により十分な注水量が確保できない場合は，原子炉格

納容器内へのスプレイを優先する。 

作
業
性 

低圧代替注水系（可搬型）で使用する可搬型代替注水中型ポンプ及び可

搬型代替注水大型ポンプのホースの接続は，汎用の結合金具を使用し，容

易に操作できるよう十分な作業スペースを確保する。 
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1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項 

電
源
確
保 

全交流動力電源喪失時は，代替交流電源設備等を用いて低圧代替注水系

等による注水に必要な設備へ給電する。 

燃
料
給
油 

配慮すべき事項は，「1.14 電源の確保に関する手順等」の燃料給油と同

様である。 
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第 10－1 表 重大事故等対策における手順書の概要（6／19） 

1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

方
針
目
的 

設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪失した場合において，

炉心の著しい損傷を防止するため，代替格納容器スプレイ冷却系により原子炉格納容器内

の圧力及び温度を低下させる手順等を整備する。 

また，炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防止するた

め，代替格納容器スプレイ冷却系により原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物

質の濃度を低下させる手順等を整備する。 

対
応
手
段
等 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器スプレイ

冷却系）及び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）が

健全であれば，重大事故等対処設備と位置付け重大事故等の対処

に用いる。 

炉
心
損
傷
前 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器スプレイ

冷却系）の故障等により原子炉格納容器内の冷却ができない場合

は，以下の手段により原子炉格納容器内へスプレイし，原子炉格

納容器内の圧力及び温度を低下させる。 

・代替淡水貯槽を水源として，代替格納容器スプレイ冷却系

（常設）によりスプレイする。

・代替格納容器スプレイ冷却系（常設）により原子炉格納容器

内へスプレイできない場合は，西側淡水貯水設備又は代替淡

水貯槽を水源として，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）

等によりスプレイする。

なお，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による原子炉格

納容器内の冷却は，海を水源として利用できる。 

別紙－２
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1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

対
応
手
段
等 

炉
心
損
傷
前 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
） 

及
び
残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
冷
却
系
）
の
復
旧 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器スプレイ

冷却系）が全交流動力電源喪失等により使用できない場合は，代

替格納容器スプレイ冷却系による原子炉格納容器内の冷却に加

え，常設代替交流電源設備等を用いて非常用所内電気設備へ給電

することにより残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）を復旧

し，サプレッション・チェンバを水源として原子炉格納容器内へ

スプレイする。

また，設計基準事故対処設備である残留熱除去系（サプレッシ

ョン・プール冷却系）が全交流動力電源喪失等により使用できな

い場合は，常設代替交流電源設備等を用いて非常用所内電気設備

へ給電することにより残留熱除去系（サプレッション・プール冷

却系）を復旧し，サプレッション・チェンバを水源としてサプレ

ッション・プール水を除熱する。 

緊急用海水系が運転できない場合，残留熱除去系（格納容器ス

プレイ冷却系）及び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却

系）の復旧に時間を要する場合は，代替格納容器スプレイ冷却系

（常設）等により原子炉格納容器内へのスプレイを並行して実施

する。 

炉
心
損
傷
後 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器スプレイ

冷却系）の故障等により原子炉格納容器内の冷却ができない場合

は，以下の手段により原子炉格納容器内へスプレイし，原子炉格

納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させる。 

・代替淡水貯槽を水源として，代替格納容器スプレイ冷却系

（常設）によりスプレイする。

・代替格納容器スプレイ冷却系（常設）により原子炉格納容器

内へスプレイできない場合は，西側淡水貯水設備又は代替淡

水貯槽を水源として，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）

等によりスプレイする。

なお，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による原子炉格

納容器内の冷却は，海を水源として利用できる。 

また，原子炉圧力容器破損前に代替格納容器スプレイを実施す

ることで原子炉格納容器内の温度の上昇を抑制し，逃がし安全弁

の環境条件を緩和する。 
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1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

対
応
手
段
等 

炉
心
損
傷
後 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
） 

及
び
残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
冷
却
系
）
の
復
旧 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器スプレイ

冷却系）が全交流動力電源喪失等により使用できない場合は，代

替格納容器スプレイ冷却系による原子炉格納容器内の冷却に加

え，常設代替交流電源設備等を用いて非常用所内電気設備へ給電

することにより残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）を復旧

し，サプレッション・チェンバを水源として原子炉格納容器内へ

スプレイする。

また，設計基準事故対処設備である残留熱除去系（サプレッシ

ョン・プール冷却系）が全交流動力電源喪失等により使用できな

い場合は，常設代替交流電源設備等を用いて非常用所内電気設備

へ給電することにより残留熱除去系（サプレッション・プール冷

却系）を復旧し，サプレッション・チェンバを水源としてサプレ

ッション・プール水を除熱する。 

緊急用海水系が運転できない場合，残留熱除去系（格納容器ス

プレイ冷却系）及び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却

系）の復旧に時間を要する場合は，代替格納容器スプレイ冷却系

（常設）等により原子炉格納容器内へのスプレイを並行して実施

する。 

配
慮
す
べ
き
事
項 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器スプレ

イ冷却系）の故障等により原子炉格納容器内の冷却ができない

場合において，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）に異常が

なく，交流動力電源及び水源（代替淡水貯槽）が確保されてい

る場合は，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）により原子炉

格納容器内を冷却する。 

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）により原子炉格納容器内

の冷却ができない場合において，代替格納容器スプレイ冷却系

（可搬型）に異常がなく，燃料及び水源（西側淡水貯水設備又は

代替淡水貯槽）が確保されている場合は，代替格納容器スプレイ

冷却系（可搬型）により原子炉格納容器内を冷却する。 
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1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

作
業
性 

代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）で使用する可搬型代替

注水中型ポンプ及び可搬型代替注水大型ポンプのホース等の接

続は，汎用の結合金具を使用し，容易に操作できるよう十分な作

業スペースを確保する。 

配
慮
す
べ
き
事
項 

電
源
確
保 

全交流動力電源喪失時は，代替交流電源設備等を用いて代替

格納容器スプレイ冷却系等による原子炉格納容器内の冷却に必

要な設備へ給電する。 

燃
料
給
油 

配慮すべき事項は，「1.14 電源の確保に関する手順等」の燃料

給油と同様である。 



添付書類六の一部補正 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

6－6－1 

添付書類六 6 章を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 6－6－1 上 4～ 

上 6 

「(1) 2011年東北地方

太平洋沖地震の知見に関

連する知見」… 

「(1) 2011 年東北地方

太平洋沖地震 に関連す

る知見」… 



添付書類八の一部補正 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－目－1 

添付書類八 目次を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－目－46 上 12～

下 12 

第5.8－3図 原子炉冷却

材圧力バウンダリを減圧

するための設備系統概略

図（可搬型代替直流電源

設備による逃がし安全弁

機能回復） 

（記載の削除） 

下 11 第5.8－4図 第 5.8－3 図 

下 8 第5.8－5図 第 5.8－4 図 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－1－1 

添付書類八 １章を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－1－18 下 11～ 

下 10 

…液状化及び揺すり込み

による不等沈下， 地盤

支持力の不足… 

…液状化又は揺すり込み

による不等沈下，傾斜及

び浮き上がり,地盤支持

力の不足… 

下 7～

下 6 

…「1.4.2 重大事故等

対処施設の耐津波方針」 

にて考慮された… 

…「1.4.2 重大事故等

対処施設の耐津波方針」

及び「1.4.3 基準津波を

超え敷地に遡上する津波

に対する耐津波設計」に

て考慮された… 

*** 8－1－19 上 11～ 

上 12 

…は，複数の取水箇所を

選定できる設計 

とする。 

…は，予備を有する設計

とする。 

*** 8－1－20 上 12～

上 13 

…設計とする。 …設計とする。なお,洪

水及びダムの崩壊につい

ては,立地的要因により

設計上考慮する必要はな

い。 

*** 8－1－20 下 10～ 

下 9 

…， 建屋等内及び建屋

等壁面の適切に離隔し，

…，接続口は，建屋等内

及び建屋等壁面の適切に



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－1－2 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

かつ，隣接しない… 離隔した隣接しない… 

*** 8－1－21 上 1～ 

上 2 

…「1.4.2 重大事故等

対処施設の耐津波設計」 

及び… 

…「1.4.2 重大事故等

対 処 施 設 の 耐 津 波 設

計」,「1.4.3 基準津波を

超え敷地に遡上する津波

に対する耐津波設計」及

び… 

上 8～

上 9 

…， 建屋等内及び建屋

等壁面の適切に離隔し，

かつ，隣接しない… 

…，接続口は，建屋等内

及び建屋等壁面の適切に

離隔した隣接しない… 

*** 8－1－25 上 2～ 

上 3 

…自然現象による影響，

津波（敷地に遡上する津

波を含む。），発電所敷

地… 

…自然現象による影響， 

発電所敷地… 

*** 8－1－26 下 13～ 

下 12 

…格納容器圧力逃がし装

置格納槽内，常設低圧代

替注水ポンプ室，緊急用

海水ポンプピット内… 

…格納容器圧力逃がし装

置格納槽内，常設低圧代

替注水系格納槽内，緊急

用海水ポンプピット内… 

*** 8－1－26 

～ 

*** 8－1－27 

下 1 

～ 

上 1 

…風荷重に対しては， 

位置的分散を考慮した 

保管により… 

…風荷重に対しては，風

荷重を考慮すること又は

位置的分散を考慮した設



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－1－3 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

置若しくは保管により… 

*** 8－1－39 第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（3／58） 

別紙 8－1－1 に変更す

る。 

*** 8－1－40 第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（4／58） 

別紙 8－1－2 に変更す

る。 

*** 8－1－44 第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（8／58） 

別紙 8－1－3 に変更す

る。 

*** 8－1－45 第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（9／58） 

別紙 8－1－4 に変更す

る。 

*** 8－1－53 第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（17／58） 

別紙 8－1－5 に変更す

る。 

*** 8－1－59 第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（23／58） 

別紙 8－1－6 に変更す

る。 

*** 8－1－61 第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

別紙 8－1－7 に変更す

る。 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

 

8－1－4 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

分類等（25／58） 

*** 8－1－64  第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（28／58） 

別紙 8－1－8 に変更す

る。 

*** 8－1－74  第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（38／58） 

別紙 8－1－9 に変更す

る。 

*** 8－1－76  第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（40／58） 

別紙 8－1－10 に変更す

る。 

*** 8－1－77  第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（41／58） 

別紙 8－1－11 に変更す

る。 

*** 8－1－78  第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（42／58） 

別紙 8－1－12 に変更す

る。 

*** 8－1－80  第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（44／58） 

別紙 8－1－13 に変更す

る。 

*** 8－1－83  第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

別紙 8－1－14 に変更す

る。 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－1－5 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

分類等（47／58） 

*** 8－1－84 第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（48／58） 

別紙 8－1－15 に変更す

る。 

*** 8－1－85 第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（49／58） 

別紙 8－1－16 に変更す

る。 

*** 8－1－86 第1.1.7－1表 主要な重

大事故等対処設備の設備

分類等（50／58） 

別紙 8－1－17 に変更す

る。 

*** 8－1－96 第1.1.7－1図 重大事故

等対処設備配置及び保管

場所（その1） 

別紙 8－1－18 に変更す

る。 

*** 8－1－97 第1.1.7－2図 重大事故

等対処設備配置及び保管

場所（その2） 

別紙 8－1－19 に変更す

る。 

*** 8－1－98 第1.1.7－3図 重大事故

等対処設備配置及び保管

場所（その3） 

別紙 8－1－20 に変更す

る。 

*** 8－1－99 第1.1.7－4図 重大事故

等対処設備配置及び保管

別紙 8－1－21 に変更す

る。 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－1－6 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

場所（その4） 

*** 8－1－101 第1.1.7－6図 重大事故

等対処設備配置及び保管

場所（その6） 

別紙 8－1－22 に変更す

る。 

*** 8－1－103 第1.1.7－8図 重大事故

等対処設備配置及び保管

場所（その8） 

別紙 8－1－23 に変更す

る。 

*** 8－1－104 第1.1.7－9図 重大事故

等対処設備配置及び保管

場所（その9） 

別紙 8－1－24 に変更す

る。 

*** 8－1－157 

～ 

*** 8－1－163 

第1.3－2表 重大事故等

対処施設（主要設備）の

設備分類 

別紙 8－1－25 に変更す

る。 

*** 8－1－186 下 2 補機冷却用海水 ポンプ 補機冷却系海水系ポンプ 

*** 8－1－187 上 2 補機冷却用海水 ポンプ 補機冷却系海水系ポンプ 

上 5 補機冷却用海水 ポンプ 補機冷却系海水系ポンプ 

上 8 補機冷却用海水 ポンプ 補機冷却系海水系ポンプ 

*** 8－1－197 上 1～

上 5 

 地下水の流入について

は，「1.6 溢水防護に

関する基本方針」におい

て示されるように，複数

 地下水 については，

＿複数のサブドレンピッ

ト及び排水ポンプにより

排水することができる。



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

 

8－1－7 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

のサブドレンピット及び

排水ポンプにより排水す

ることができる。なお，

地震により電源が喪失し

た場合は，一時的な水位

上昇のおそれはあるが，

仮設分電盤及び仮設ポン

プにより排水することが

可能となっている。 

＿ 

 

 上 6～

上 9 

 また，別途実施する

「1.6 溢水防護に関す

る基本方針」の影響評価

において，地震時の排水

ポンプの停止により建屋

周辺の地下水位が周辺の

地下水位まで上昇するこ

とを想定する。これに対

し，地表面まで地下水位

が上昇することを想定

し，… 

 また， 地震時の排水

ポンプの停止により建屋

周囲の地下水位が地表面

まで上昇することを想定

＿し，… 

*** 8－1－202 下 2 …中央制御室及び緊急時 …中央制御室 から… 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－1－8 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

対策所から… 

*** 8－1－203 上 4～

上 5 

…中央制御室及び緊急時

対策所から… 

…中央制御室 から… 

上 13 …中央制御室及び緊急時

対策所から… 

…中央制御室 から… 

*** 8－1－224 

～ 

*** 8－1－225 

下 2 

～ 

上 1 

…沈下なしの条件に加え

て，全ての砂層及び礫層

に対して強制的な液状化

を仮定し，地盤面を大き

く沈下させた条件につい

ても考慮する。 

…沈下なしの条件を考慮

する。 

*** 8－1－227 上 11 補機冷却用海水 ポンプ 補機冷却系海水系ポンプ 

下 12～ 

下 11 

補機冷却用海水 ポンプ 補機冷却系海水系ポンプ 

*** 8－1－242 上 2～ 

上 5 

また，緊急用海水ポンプ

ピット地上敷設部（換気

用配管）については，漂

流物の衝突により損傷し

た場合に緊急用海水ポン

プモータ設置エリアへの

浸水経路となり得ること

（記載の削除） 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－1－9 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

から，漂流物の衝突影響

の評価対象とする。 

*** 8－1－247 第1.4－1表 入力津波高

さ一覧表 

別紙 8－1－26 に変更す

る。 

*** 8－1－278 第 1.4－4 図 海水ポン

プ室及び循環水ポンプ室

の浸水防止設備の概要 

別紙 8－1－27 に変更す

る。 

*** 8－1－386 上 11 …クラス2，3又は被安全

系配管は… 

…クラス 2，3 又は非安

全系配管は… 

*** 8－1－397 上 6 …工事等の実施実施によ

り… 

…工事等の実施 により

… 

*** 8－1－397 上 8～ 

上 9 

…耐震対対策工事を… …耐震 対策工事を… 

*** 8－1－440 下 3 …給排気口の閉塞 によ

り… 

…給排気口を閉塞させな

いことにより… 

*** 8－1－511 第1.7.9－3表 発電所敷

地内に設置している屋外

の危険物貯蔵施設等の一

覧（火災源）（１／２） 

別紙 8－1－28 に変更す

る。 

*** 8－1－579 上 10 …雑固体廃棄物焼却装置

… 

…雑固体廃棄物焼却設備

… 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－1－10 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－1－580 下 4～ 

下 3 

消火系のうち 構内消

火用ポンプ，ディーゼル

駆動構内消火ポンプ，原

水タンク は… 

消火系のうち電動機駆

動消火ポンプ,ディーゼ

ル駆動消火ポンプ,構内

消火用ポンプ，ディーゼ

ル駆動構内消火ポンプ，

原水タンク,ろ過水貯蔵

タンク及び多目的タンク

は… 

*** 8－1－599 下 4～ 

下 3 

(2) 原子炉冷却材系を構

成する機器及び配管（一

次冷却材設備系配管及び 

弁） 

(2) 原子炉冷却材系を構

成する機器及び配管（主

蒸気管及び給水管のうち

原子炉側からみて第二隔

離弁を含むまでの範囲） 

*** 8－1－665 上 8 …津波防護対象施設… …津波防護対象設備… 

*** 8－1－665 

～ 

*** 8－1－666 

下 1 

～ 

上 1 

また，非常用海水ポン

プ及び緊急用海水ポンプ

については，基準津波に 

よる水位の変動に対して

取水性を確保でき，取水

口からの… 

また， 緊急用海水ポ

ンプについては，基準津

波による水位の変動に対

して取水性を確保でき，

ＳＡ用海水ピット取水塔

からの… 

*** 8－1－676 下 11～ …屋外の可搬型重大事故 …屋外の可搬型重大事故



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

 

8－1－11 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

下 10 等対処設備は，複数の取

水箇所を選定できる設計

とする。 

等対処設備は，予備を有

する設計とする。 

*** 8－1－677 

 

下 5～

下 4 

…， 建屋等内及び建屋

等壁面の適切に離隔し，

かつ，隣接しない… 

…，接続口は，建屋等内

及び建屋等壁面の適切に

離隔した隣接しない… 

*** 8－1－678 下 12～

下 11 

…， 建屋等内及び建屋

等壁面の適切に離隔し，

かつ，隣接しない… 

…，接続口は，建屋等内

及び建屋等壁面の適切に

離隔した隣接しない… 

**** 8－1－10 下 12～ 

下 11 

…可搬型代替交流電源設

備 及び常設代替直流電

源設備 の機能喪失によ

り… 

…可搬型代替交流電源設

備 , 常設代替直流電源

設備及び可搬型代替直流

電源設備の機能喪失によ

り… 

*** 8－1－699 下 4～ 

下 3 

 

…重大事故等対処設備と

して，常設代替直流電源 

設備，可搬型代替直流電

源設備及び… 

…重大事故等対処設備と

して， 可搬型代替直流

電源設備及び… 

*** 8－1－699 

～ 

*** 8－1－700 

下 1 

～ 

上 5 

(a) 常設代替直流電

源設備による逃がし安

全弁機能回復 

（記載の削除） 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－1－12 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

原子炉冷却材圧力バウ

ンダリを減圧するための

設備のうち，逃がし安全

弁の機能回復のための重

大事故等対処設備とし

て，常設代替直流電源設

備は，逃がし安全弁の作

動に必要な常設直流電源

系統が喪失した場合にお

いても，緊急用電源切替

盤を切り替えることによ

り，逃がし安全弁（7 

個）の作動に必要な電源

を供給できる設計とす

る。 

*** 8－1－700 上 6 (b) 可搬型代替直流電

源設備による逃がし安全

弁機能回復 

(a) 可搬型代替直流電

源設備による逃がし安全

弁機能回復 

*** 8－1－700 上 12 (c) 逃がし安全弁用可

搬型蓄電池による逃がし

安全弁機能回復 

(b) 逃がし安全弁用可

搬型蓄電池による逃がし

安全弁機能回復 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

 

8－1－13 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－1－701 上 1 …作動に必要な 自動減

圧機能用… 

…作動に必要な逃がし弁

機能用アキュムレータ及

び自動減圧機能用… 

 下 10 …現場で 高圧窒素ボン

ベの… 

…現場で非常用逃がし安

全弁駆動系高圧窒素ボン

ベの… 

 下 5～ 

下 4 

…逃がし安全弁は，常設

代替直流電源設備又は可

搬型代替直流電源設備に

より… 

…逃がし安全弁は， 可

搬型代替直流電源設備に

より… 

*** 8－1－704 下 2 …残留熱除去系（低圧注

水系） が起動できない

… 

…残留熱除去系（低圧注

水系）及び低圧炉心スプ

レイ系が起動できない… 

*** 8－1－705 上 5 …残留熱除去系（低圧注

水系） が起動できない

… 

…残留熱除去系（低圧注

水系）及び低圧炉心スプ

レイ系が起動できない… 

 下 3 …常設代替高圧電源装置

を使用し… 

…常設代替交流電源設備

を使用し… 

*** 8－1－707 上 5～ 

上 6 

…常設代替交流電源設備 

 からの… 

…常設代替交流電源設備

又は可搬型代替交流電源

設備からの… 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した
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した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－1－14 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－1－707 下 11～ 

下 9 

代替循環冷却系は，非

常用交流電源設備に加え

て，代替所内電気設備を

経由した常設代替交流電

源設備又は可搬型代替交

流電源設備からの給電が

… 

代替循環冷却系は， 

 代替所内電気設備を経

由した常設代替交流電源

設備 からの給電が… 

*** 8－1－709 上 12 …常設代替交流電源設備 

からの給電… 

…常設代替交流電源設備

又は可搬型代替交流電源

設備からの給電… 

*** 8－1－710 上 1～ 

上 2 

…代替淡水貯槽は，屋外

の常設低圧代替注水系格

納槽内に… 

…代替淡水貯槽は，原子

炉建屋外の常設低圧代替

注水系格納槽内に… 

*** 8－1－710 

～ 

*** 8－1－711 

下 1 

～ 

上 1 

…原子炉建屋 から離れ

た… 

…原子炉建屋及び常設低

圧代替注水系格納槽から

離れた… 

*** 8－1－711 上 8～ 

上 9 

…残留熱除去系 と共通

要因に… 

…残留熱除去系及び低圧

炉心スプレイ系と共通要

因に… 

下 3 と

下 2 の 

（記載の追加） また,これらの多様性及

び位置的分散によって,



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し
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8－1－15 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

間 低圧代替注水系（常設）

及び低圧代替注水系（可

搬型）は,互いに重大事

故等対処設備としての独

立性を有する設計とす

る。 

*** 8－1－713 下 5 …設計とする。 仮に… …設計とする。耐圧強化

ベント系の使用に際して

は,代替格納容器スプレ

イ冷却系等による原子炉

格納容器内へのスプレイ

は停止する運用としてお

り,原子炉格納容器が負

圧とならない。仮に… 

*** 8－1－715 下 12 …逃がし装置格納槽に，

及び圧力開放板は… 

…逃がし装置格納槽に， 

 圧力開放板は… 

*** 8－1－715 下 10～ 

下 9 

…設置することで， 共

通要因によって… 

…設置することで，残留

熱除去系及び残留熱除去

系海水系と共通要因によ

って… 

*** 8－1－716 上 2～ …原子炉建屋内の… …原子炉建屋外の… 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した
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補正した頁を示す。 

8－1－16 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

上 3 

*** 8－1－718 上 12～ 

上 13 

代替格納容器スプレイ

冷却系（常設）は，非常

用交流電源設備に加え

て，代替所内電気設備を

… 

代替格納容器スプレイ

冷却系（常設）は， 代

替所内電気設備を… 

*** 8－1－719 上 3～ 

上 4 

代替格納容器スプレイ

冷却系（可搬型）は，非

常用交流電源設備に加え

て，代替所内電気設備を

経由… 

代替格納容器スプレイ

冷却系（可搬型）は，  

代替所内電気設備を経由

… 

*** 8－1－722 上 3～ 

上 4 

代替格納容器スプレイ

冷却系（可搬型）は，非

常用交流電源設備に加え

て，代替所内電気設備を

経由… 

代替格納容器スプレイ

冷却系（可搬型）は，  

代替所内電気設備を経由

… 

*** 8－1－722 下 11 …「(1)b.(a)… …「(1)a.(a)… 

下 3 …「(1)b.(b)… …「(1)a.(b)… 

*** 8－1－725 上 1 また，代替格納容器ス

プレイ冷却系（可搬型） 

 は… 

 代替格納容器スプレイ

冷却系（可搬型）の可搬

型代替注水中型ポンプは
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8－1－17 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

… 

上 4 …設計とする。 …設計とする。また,代

替格納容器スプレイ冷却

系（可搬型）の可搬型代

替注水大型ポンプは,代

替淡水貯槽を水源とする

ことで ,サプレッショ

ン・チェンバを水源とす

る残留熱除去系（格納容

器スプレイ冷却系）に対

して異なる水源を有する

設計とする。 

下 3 …設計とする。 …設計とする。また,こ

れらの多様性及び位置的

分散によって,代替格納

容器スプレイ冷却系（常

設）及び代替格納容器ス

プレイ冷却系（可搬型）

は,互いに重大事故等対

処設備としての独立性を

有する設計とする。 
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8－1－18 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－1－727 上 6～ 

上 7 

…スプレイする ことで

… 

…スプレイするととも

に,原子炉注水及びサプ

レッション・チェンバの

プール水の除熱を行うこ

とで… 

上 11～ 

上 12 

…常設代替交流電源設備 

又は可搬型代替交流電源

設備からの給電が… 

…常設代替交流電源設備 

からの給電が… 

下 13～ 

下 12 

…代替循環冷却系で使用

する 緊急用海水系によ 

り… 

…代替循環冷却系で使用

する残留熱除去系海水系

又は緊急用海水系により

… 

*** 8－1－728 下 4 …負圧とならない。 ま

た… 

…負圧とならない。仮

に,原子炉格納容器内に

スプレイする場合におい

ても,原子炉格納容器内

圧力が規定の圧力まで減

圧した場合には,原子炉

格納容器内へのスプレイ

を停止する運用とする。

また… 
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8－1－19 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－1－729 下 5 代替循環冷却系及び格

納容器圧力逃がし装置は

… 

代替循環冷却系は,非

常用交流電源設備に対し

て多様性を有する常設代

替交流電源設備からの給

電により駆動できる設計

とする。また,格納容器

圧力逃がし装置は… 

下 3 また，格納容器圧力逃が

し装置は… 

 格納容器圧力逃がし装

置は… 

**** 8－1－12 上 5 

～ 

上 7 

…西側淡水貯水設備又は

代替淡水源（代替淡水貯

槽を除く）の水を，可搬

型代替注水大型ポンプに

より代替淡水貯槽の水を

格納容器下部注水系を経

由して… 

…西側淡水貯水設備 の

水を， 格納容器下部注

水系を経由して… 

上 11～ 

上 12 

…可搬型代替注水大型ポ

ンプにより，代替淡水源

（代替淡水貯槽を除く）

の水を… 

…可搬型代替注水大型ポ

ンプにより， 代替淡水

貯槽 の水を… 

下 10～ なお，代替淡水貯槽か （記載の削除） 
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8－1－20 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

下 6 らも取水できる設計とす

る。 

格納容器下部注水系

（可搬型）は，代替淡水

源（代替淡水貯槽を除 

く）が枯渇した場合にお

いて，重大事故等の収束

に必要となる水の供給 

設備である可搬型代替注

水中型ポンプ又は可搬型

代替注水大型ポンプに 

より海を利用できる設計

とする。 

*** 8－1－735 上 9～ 

上 10 

…常設代替交流電源設備 

 からの給電による… 

…常設代替交流電源設備

又は可搬型代替交流電源

設備からの給電による… 

*** 8－1－735 下 7～ 

下 6 

…西側淡水貯槽設備を… …西側淡水貯水設備を… 

*** 8－1－742 下 3～ 

下 2 

…常設代替直流電源設備

及び可搬型代替直流電源

設備 については… 

…常設代替直流電源設

備,可搬型代替直流電源

設備及び代替所内電気設
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8－1－21 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

備については… 

*** 8－1－746 上 1～ 

上 2 

…（注水ライン）は，非

常用交流電源設備に加え

て，代替所内電気設備を

経由した… 

…（注水ライン）は，  

代替所内電気設備を経由

した… 

*** 8－1－747 下 9 と 

下 8 の 

間 

（記載の追加） 可搬型代替注水大型ポ

ンプによる代替燃料プー

ル注水系（常設スプレイ

ヘッダ）は,代替所内電

気設備を経由した常設代

替交流電源設備又は可搬

型代替交流電源設備から

の給電が可能な設計とす

る。 

 下 4 …可搬型代替注水大型ポ

ンプにより… 

…可搬型代替注水中型ポ

ンプにより… 

*** 8－1－748 下 9 …可搬型代替注水大型ポ

ンプにより… 

…可搬型代替注水中型ポ

ンプにより… 

*** 8－1－750 上 1～ 

上 3 

…（常設スプレイヘッ

ダ）は，非常用交流電源

設備に加えて，代替所内

…（常設スプレイヘッ

ダ）は， 代替所内電気

設備を経由した… 
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8－1－22 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

電気設備を経由した… 

上 9 …可搬型代替注水大型ポ

ンプにより…

…可搬型代替注水中型ポ

ンプにより…

*** 8－1－751 上 3 …可搬型代替注水大型ポ

ンプにより…

…可搬型代替注水中型ポ

ンプにより…

*** 8－1－752 上 8 ａ．代替燃料プール冷却

系による使用済燃料プー

ル冷却

ａ．代替燃料プール冷却

系による使用済燃料プー

ル除熱

下 10～ 

下 9 

…機能喪失した場合で

も， 常設代替交流電源

設備又は可搬型代替交流

電源設備及び… 

…機能喪失した場合で

も，代替所内電気設備を

経由した常設代替交流電

源設備 及び… 

*** 8－1－753 上 10～ 

上 11 

…抑制するための設備の

うち，炉心の著しい… 

…抑制するための設備と

して，炉心の著しい… 

下 12～ 

下 11 

…抑制するための設備と

して，原子炉建屋… 

…抑制するために，原子

炉建屋… 

*** 8－1－756 下 4～ 

下 3 

…冷却等のための設備」

「第五十条 原子炉格納

容器の過圧破損を防止す

るための設備」及び「第

五十一条… 

…冷却等のための設備」 

及び「第五十一条… 
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8－1－23 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－1－757 上 12～ 

上 13 

…冷却等のための設備」

「第五十条 原子炉格納

容器の過圧破損を防止す

るための設備」及び「第

五十一条… 

…冷却等のための設備」 

 及び「第五十一条… 

*** 8－1－758 上 11～ 

下 6 

…水源であるとともに，

原子炉圧力容器及び原子 

炉格納容器への注水に使

用する設計基準事故対処

設備が機能喪失した場 

合の代替手段である低圧

代替注水系（可搬型），

代替格納容器スプレイ 

冷却系（可搬型）及び格

納容器下部注水系（可搬

型）の水源として，ま 

た，格納容器圧力逃がし

装置のフィルタ装置への

スクラビング水補給の 

水源として，さらに，使

用済燃料プールの冷却又

…水源であるとともに， 

 格納容器圧力逃がし装

置のフィルタ装置へのス

クラビング水補給の水源

として ，代替淡水源で

ある 
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8－1－24 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

は注水に使用する設計 

基準事故対処設備が機能

喪失した場合の代替手段

である代替燃料プール 

注水系（注水ライン），

代替燃料プール注水系

（常設スプレイヘッダ） 

及び代替燃料プール注水

系（可搬型スプレイノズ

ル）の水源として，代

替淡水源である… 

*** 8－1－758 

～ 

*** 8－1－759 

下 4 

～ 

上 1 

各系統の詳細について

は，「第五十四条 使用

済燃料貯蔵槽の冷却等 

のための設備」，「第四

十七条 原子炉冷却材圧

力バウンダリ低圧時に 

発電用原子炉を冷却する

ための設備」，「第四十

九条 原子炉格納容器 

内の冷却等のための設

（記載の削除） 
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8－1－25 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

備」及び「第五十一条 

原子炉格納容器下部の溶 

融炉心を冷却するための

設備」に記載する。 

*** 8－1－760 上 4 …純水貯蔵タンクの淡

水 ，可搬型代替注水大

型ポンプは… 

…純水貯蔵タンクの淡水

を，可搬型代替注水大型

ポンプは… 

*** 8－1－766 下 7～ 

下 6 

…非常用ディーゼル発電

機 を用いる… 

…非常用ディーゼル発電

機及び高圧炉心スプレイ

系ディーゼル発電機を用

いる… 

 下 3 …非常用ディーゼル発電

機 と共通要因に… 

…非常用ディーゼル発電

機及び高圧炉心スプレイ

系ディーゼル発電機と共

通要因に… 

*** 8－1－767 上 10～ 

上 11 

…非常用ディーゼル発電 

機 を用いる… 

…非常用ディーゼル発電

機及び高圧炉心スプレイ

系ディーゼル発電機を用

いる… 

 下 12 …非常用ディーゼル発電

機 と共通要因に… 

…非常用ディーゼル発電

機及び高圧炉心スプレイ
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頁 行 補 正 前 補 正 後 

系ディーゼル発電機と共

通要因に… 

*** 8－1－767 

～ 

*** 8－1－768 

下 1 

～ 

上 1 

…非常用ディーゼル発電

機 に対して… 

…非常用ディーゼル発電

機及び高圧炉心スプレイ

系ディーゼル発電機に対

して… 

*** 8－1－768 上 5～ 

上 6 

…非常用ディーゼル発電

機 と異なる… 

…非常用ディーゼル発電

機及び高圧炉心スプレイ

系ディーゼル発電機と異

なる… 

下 5～

下 4 

…Ｂ系 から直流125V 

主母線盤２Ａ・２Ｂ ま

での系統に対して… 

…Ｂ系及びＨＰＣＳ系か

ら直流 125V 主母線盤２

Ａ・２Ｂ及びＨＰＣＳま

での系統に対して… 

*** 8－1－769 上 2～ 

上 3 

…非常用ディーゼル発電 

機 から給電する… 

…非常用ディーゼル発電

機及び高圧炉心スプレイ

系ディーゼル発電機から

給電する… 

上 5 …Ｂ系 を用いる… …Ｂ系及びＨＰＣＳ系を

用いる… 

上 9～ …非常用ディーゼル発電 …非常用ディーゼル発電
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8－1－27 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

上 10 機及び 125V 蓄電池Ａ

系・Ｂ系 と共通要因に

… 

機及び高圧炉心スプレイ

系ディーゼル発電機並び

に 125V 蓄電池Ａ系・Ｂ

系及びＨＰＣＳ系と共通

要因に… 

*** 8－1－770 下 10 …非常用ディーゼル発電

機燃料移送ポンプ から

離れた屋外に… 

…非常用ディーゼル発電

機燃料移送ポンプ及び高

圧炉心スプレイ系ディー

ゼル発電機燃料移送ポン

プから離れた屋外に… 

 下 8 …非常用ディーゼル発電

機燃料移送ポンプ と共

通要因に… 

…非常用ディーゼル発電

機燃料移送ポンプ及び高

圧炉心スプレイ系ディー

ゼル発電機燃料移送ポン

プと共通要因に… 

 下 2～ 

下 1 

…非常用交流電源設備２

Ｃ系及び２Ｄ系 と異な

る… 

…非常用交流電源設備２

Ｃ系,２Ｄ系及びＨＰＣ

Ｓ系と異なる… 

*** 8－1－771 上 1 …非常用ディーゼル発電

機燃料移送ポンプ と共

通要因に… 

…非常用ディーゼル発電

機燃料移送ポンプ及び高

圧炉心スプレイ系ディー



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－1－28 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

ゼル発電機燃料移送ポン

プと共通要因に… 

*** 8－1－785 上 12～ 

上 13 

…緊急時対策所 の加圧

のために… 

…緊急時対策所等の加圧

のために… 

下 11 …緊急時対策所 を正圧

化し… 

…緊急時対策所建屋を正

圧化し… 

下 9 …緊急時対策所 を正圧

化し… 

…緊急時対策所等を正圧

化し… 

下 8～

下 7 

…緊急時対策所 が正圧

化された… 

…緊急時対策所等が正圧

化された… 



8－1－29 

第
1
.
1
.
7
－

1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

3
／

5
8
）

 

4
5
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス

高
圧

代
替

注
水

系
に

よ
る

原

子
炉

注
水

 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

高
圧

代
替

注
水

系
タ

ー
ビ

ン
止

め
弁

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

［
水

源
］

5
6
条

に
記

載
（

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

）
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
に

よ

る
原

子
炉

注
水

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 
（

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
）

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

（
Ｓ

）
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
蒸

気
供

給
弁

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

［
水

源
］

5
6
条

に
記

載
（

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

）
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ

る
原

子
炉

注
水

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
）

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
 

（
Ｓ

）
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

［
水

源
］

5
6
条

に
記

載
（

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

）
 

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

原

子
炉

注
水

（
ほ

う
酸

水
注

入
）

 

ほ
う

酸
水

注
入

ポ
ン

プ
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

ほ
う

酸
水

貯
蔵

タ
ン

ク
［

水
源

］
 

5
6
条

に
記

載
（

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

）
 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン

ダ
リ

の
圧

力
上

昇
抑

制
 

逃
が

し
安

全
弁

（
安

全
弁

機
能

）
 

（
逃

が
し

安
全

弁
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

別紙 8－1－1 
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1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

4
／

5
8
）

 

4
6
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス

逃
が

し
安

全
弁

 
逃

が
し

安
全

弁
［

操
作

対
象

弁
］

 
（

逃
が

し
安

全
弁

）
 

―
 

（
Ｓ

）
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

自
動

減
圧

機
能

用
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

 
（

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
）

―
 

（
Ｓ

）
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
減

圧
の

自
動

化
 

過
渡

時
自

動
減

圧
機

能
 

自
動

減
圧

系
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

自
動

減
圧

系
の

起
動

阻
止

ス
イ

ッ
チ

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備

に
よ

る
逃

が
し

安
全

弁
機

能

回
復

 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
 

5
7
条

に
記

載
（

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

逃
が

し
安

全
弁

用
可

搬
型

蓄

電
池

に
よ

る
逃

が
し

安
全

弁

機
能

回
復

 

逃
が

し
安

全
弁

用
可

搬
型

蓄
電

池
 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
Ａ

系
・

Ｂ

系
 

Ｓ
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

非
常

用
窒

素
供

給
系

に
よ

る

窒
素

確
保

 

非
常

用
窒

素
供

給
系

高
圧

窒
素

ボ
ン

ベ
 

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
Ｓ

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

３
 

非
常

用
逃

が
し

安
全

弁
駆

動

系
に

よ
る

原
子

炉
減

圧
 

非
常

用
逃

が
し

安
全

弁
駆

動
系

高
圧

窒

素
ボ

ン
ベ

 

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
Ｓ

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

３
 

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ

ム
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
隔

離
弁

※
１

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
注

入
弁

 
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

注
入

弁
）

 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
原

子
炉

注
入

弁
 

（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

原
子

炉
注

入
弁

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
注

入
弁

 
（

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

注
入

弁
）

 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

Ａ
系

注
入

弁
 

（
残
留
熱
除
去

系
Ａ
系
注
入

弁
）

 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

Ｂ
系

注
入

弁
 

（
残
留
熱
除
去

系
Ｂ
系
注
入

弁
）

 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

残
留

熱
除

去
系

Ｃ
系

注
入

弁
 

（
残
留
熱
除
去

系
Ｃ
系
注
入

弁
）

 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

※
1
 

減
圧

を
行

う
設

備
で

は
な

い
が

，
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
発

生
時

に
現

場
で

手
動

操
作

に
よ

り
隔

離
し

，
漏

え
い

抑
制

の
た

め
の

減
圧

を
不

要
と

す
る

た
め

の
設

備

別紙 8－1－2 
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表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

8
／

5
8
）

 

4
8
条

 
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内

の
減

圧
及

び
除

熱
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

5
0
条

に
記

載
（

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

）
 

（
代

替
す

る
機

能
を

有
す

る
設

計
基

準
対

象
施

設
は

，
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）

及
び

残

留
熱

除
去

系
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
冷

却
系

）
で

あ
り

，
耐

震
重

要
度

分
類

は
Ｓ

）
 

第
一

弁
（

Ｓ
／

Ｃ
側

）
 

第
一

弁
（

Ｄ
／

Ｗ
側

）
 

第
二

弁
 

第
二

弁
バ

イ
パ

ス
弁

 

遠
隔

人
力

操
作

機
構

 

第
二

弁
操

作
室

遮
蔽

 

第
二

弁
操

作
室

空
気

ボ
ン

ベ
ユ

ニ
ッ

ト

（
空

気
ボ

ン
ベ

）
 

5
0
条

に
記

載
（

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

第
二

弁
操

作
室

差
圧

計
※

１
 

5
0
条

に
記

載
（

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

）
 

（
代

替
す

る
機

能
を

有
す

る
設

計
基

準
対

象
施

設
は

，
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）

及
び

残

留
熱

除
去

系
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
冷

却
系

）
で

あ
り

，
耐

震
重

要
度

分
類

は
Ｓ

）
 

圧
力

開
放

板
 

窒
素

供
給

装
置

 
5
0
条

に
記

載
（

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

窒
素

供
給

装
置

用
電

源
車

 

フ
ィ

ル
タ

装
置

遮
蔽

5
0
条

に
記

載
（

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

）
 

（
代

替
す

る
機

能
を

有
す

る
設

計
基

準
対

象
施

設
は

，
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）

及
び

残

留
熱

除
去

系
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
冷

却
系

）
で

あ
り

，
耐

震
重

要
度

分
類

は
Ｓ

）
 

配
管

遮
蔽

 

移
送

ポ
ン

プ
 

※
1
 

計
測

器
本

体
を

示
す

た
め

計
器

名
を

記
載

別紙 8－1－3 
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1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

9
／

5
8
）

 

4
8
条

 
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内

の
減

圧
及

び
除

熱
 

（
続

き
）

 

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

 
5
6
条

に
記

載
（

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
（

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

）
 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

に
よ

る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧

及
び

除
熱

 

第
一

弁
（

Ｓ
／

Ｃ
側

）
 

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
冷

却
系

）

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

第
一

弁
（

Ｄ
／

Ｗ
側

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

一
次

隔
離

弁
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

二
次

隔
離

弁
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

遠
隔

人
力

操
作

機
構

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―
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1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

1
7
／

5
8
）

 

5
1
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（

常

設
）

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

（
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
部

）
へ

の

注
水

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

コ
リ

ウ
ム

シ
ー

ル
ド

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
（

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

）
 

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（

可

搬
型

）
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル

（
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
部

）
へ

の

注
水

 

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

 
―

 
―

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

３
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

３
 

コ
リ

ウ
ム

シ
ー

ル
ド

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
（

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

）
 

※
水

源
と

し
て

は
海

も
使

用
可

能

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 

溶
融

炉
心

の
落

下
遅

延
及

び

防
止

 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 
4
5
条

に
記

載
（

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

）
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

［
水

源
］

5
6
条

に
記

載
（

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

）
 

ほ
う

酸
水

注
入

ポ
ン

プ
 

4
5
条

に
記

載
（

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

）
 

ほ
う

酸
水

貯
蔵

タ
ン

ク
［

水
源

］
 

5
6
条

に
記

載
（

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

）
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1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

2
3
／

5
8
）

 

 

5
3
条

 
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
建

屋
等

の
損

傷
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

原
子

炉
建

屋
ガ

ス
処

理
系

に

よ
る

水
素

排
出

 

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
風

機
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

フ
ィ

ル
タ

ト
レ

イ

ン
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

非
常

用
ガ

ス
再

循
環

系
排

風
機

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

非
常

用
ガ

ス
再

循
環

系
フ

ィ
ル

タ
ト

レ

イ
ン

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器

に
よ

る
水

素
濃

度
抑

制
 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
動

作
監

視

装
置

 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

（
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

原
子

炉
建

屋
内

の
水

素
濃

度

監
視

 

原
子

炉
建

屋
水

素
濃

度
※

１
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
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1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

2
5
／

5
8
）

 

5
4
条

 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン

プ
に

よ
る

代
替

燃
料

プ
ー

ル

注
水

系
（

可
搬

型
ス

プ
レ

イ

ノ
ズ

ル
）

を
使

用
し

た
使

用

済
燃

料
プ

ー
ル

注
水

及
び

ス

プ
レ

イ
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
（

使
用

済

燃
料

プ
ー

ル
水

の
冷

却
及

び
補

給
）

 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

 

―
 

Ｓ
 

Ｂ
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
（

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

，
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

※
水

源
と

し
て

は
海

も
使

用
可

能

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡

散
抑

制
 

※
水

源
は

海
を

使
用

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

（
放

水

用
）

 

5
5
条

に
記

載
（

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

放
水

砲
 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

冷

却
 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

ポ
ン

プ
 

残
留

熱
除

去
系

（
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

の
冷

却
）

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

 

Ｓ
 

Ｂ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

熱
交

換
器

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
Ｓ

Ａ
－

２
 

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

 
4
8
条

に
記

載
（

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

）
 

緊
急

用
海

水
系

ス
ト

レ
ー

ナ
 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

取
水

塔
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

（
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

海
水

引
込

み
管

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

 

緊
急

用
海

水
取

水
管

 

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

ピ
ッ

ト
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1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

2
8
／

5
8
）

 

5
6
条

 
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の

水
源

 

※
水

源
と

し
て

は
海

も
使

用
可

能

西
側

淡
水

貯
水

設
備

［
水

源
］

 
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ

ェ
ン

バ
）

―
 

（
Ｓ

）
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

［
水

源
］

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

Ｓ
Ａ

－
２

 

多
目

的
タ

ン
ク

，
原

水
タ

ン
ク

，
ろ

過

水
貯

蔵
タ

ン
ク

，
純

水
貯

蔵
タ

ン
ク

 

常
設

 
―

（
代

替
淡

水
源

）
※

１
―

ほ
う

酸
水

貯
蔵

タ
ン

ク
［

水
源

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
２

 

水
の

供
給

 
可

搬
型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
 

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
）

―
 

（
Ｓ

）
 

―
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
可

搬
型

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

Ｓ
Ａ

－
３

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

取
水

塔
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

（
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
，

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

）
 

海
水

引
込

み
管

 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

 

貯
留

堰
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

（
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
，

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

）
 

取
水

構
造

物
※

２
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

（
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
，

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

）
 

※
1
 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
で

は
な

く
代

替
淡

水
源

（
措

置
）

で
あ

る
が

，
本

条
文

に
お

い
て

必
要

な
た

め
記

載

※
2
 

取
水

路
及

び
取

水
ピ

ッ
ト

の
総

称
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1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

3
8
／

5
8
）

 

5
8
条

 
計

装
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

 
（

続
き

）
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

Ｃ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

Ｃ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

Ｃ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

 
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ

レ
イ

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

用
）

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位

―
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ

レ
イ

流
量

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部

注
水

流
量

 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

 

格
納

容
器

下
部

水
位

 

―
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

別紙 8－1－9 
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1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

4
0
／

5
8
）

 

5
8
条

 
計

装
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）
 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

用
）

 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

格
納

容
器

下
部

水
位

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
 

―
 

―
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
 

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

別紙 8－1－10 
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1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

4
1
／

5
8
）

 

 

5
8
条

 
計

装
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の

放
射

線
量

率
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
Ｓ

／
Ｃ

）
 

Ｓ
 

Ｓ
 

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
Ｓ

／
Ｃ

）
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）
 

Ｓ
 

Ｓ
 

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

未
臨

界
の

維
持

又
は

監

視
 

起
動

領
域

計
装

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

平
均

出
力

領
域

計
装

 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

平
均

出
力

領
域

計
装

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

起
動

領
域

計
装

 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の

確
保

（
代

替
循

環
冷

却

系
）

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温

度
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

入
口

温

度
 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流

量
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

―
 

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ

レ
イ

流
量

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ
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第
1
.
1
.
7
－

1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

4
2
／

5
8
）

 

5
8
条

 
計

装
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の

確
保

（
格

納
容

器
圧

力

逃
が

し
装

置
）

 

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水
温

度
 

―
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水

温
度

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
（

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
）

）
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の

確
保

（
耐

圧
強

化
ベ

ン

ト
系

）

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射

線
モ

ニ

タ
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の

確
保

（
残

留
熱

除
去

系
）

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温

度
 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温

度
 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
系

統
流

量
 

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
）

 

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
補

機
）

 

Ｃ
 

Ｃ
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
Ｃ

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

別紙 8－1－12 
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1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

4
4
／

5
8
）

 

5
8
条

 
計

装
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の

監
視

（
原

子
炉

建
屋

内

の
状

態
）

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐

出
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

Ｓ
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐

出
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

Ｓ
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

Ｓ
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐

出
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

Ｓ
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

水
源

の
確

保
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 

―
 

―
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

―
 

―
 

Ｃ
 

Ｃ
 

Ｃ
 

Ｃ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

別紙 8－1－13 
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1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

4
7
／

5
8
）

 

5
8
条

 
計

装
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
２
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
１
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の

監
視

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ

―
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
 

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ

Ｃ
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン

ジ
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
 

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
 

Ｃ
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ

（
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ

ラ
用

空
冷

装
置

を
含

む
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
 

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

Ｃ
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

別紙 8－1－14 
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1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

4
8
／

5
8
）

 

5
8
条

 
計

装
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス

発
電

所
内

の
通

信
連

絡
 

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム

（
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
）

 

（
安

全
パ

ラ
メ

ー
タ

表
示

シ
ス

テ
ム

（
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
）

）
 

（
Ｃ

）
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

温
度

，
圧

力
，

水
位

，

注
水

量
の

計
測

・
監

視
 

可
搬

型
計

測
器

（
原

子
炉

圧
力

容

器
及

び
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

温

度
，

圧
力

，
水

位
及

び
流

量
（

注

水
量

）
計

測
用

）
 

各
計

器
 

Ｓ
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

圧
力

，
水

位
，

注
水

量

の
計

測
・

監
視

 

可
搬

型
計

測
器

（
原

子
炉

圧
力

容

器
及

び
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧

力
，

水
位

及
び

流
量

（
注

水
量

）

計
測

用
）

 

各
計

器
 

Ｓ
 

可
搬

型
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

別紙 8－1－15 
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1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

4
9
／

5
8
）

 

5
8
条

 
計

装
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
※

１
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 
設

計
基

準
対

象
施

設
 

設
備

 
種

別
 

設
備

分
類

 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 
可

搬
型

 
分

類
 

機
器

 
ク

ラ
ス

そ
の

他
※

２
Ｍ

／
Ｃ

 
２

Ｃ
電

圧
 

（
Ｍ

／
Ｃ

 
２

Ｃ
電

圧
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

Ｍ
／

Ｃ
 
２

Ｄ
電

圧
 

（
Ｍ

／
Ｃ

 
２

Ｄ
電

圧
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
電
圧
 

（
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ
電
圧
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

Ｐ
／

Ｃ
 
２

Ｃ
電

圧
 

（
Ｐ

／
Ｃ

 
２

Ｃ
電

圧
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

Ｐ
／

Ｃ
 
２

Ｄ
電

圧
 

（
Ｐ

／
Ｃ

 
２

Ｄ
電

圧
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

緊
急

用
Ｍ

／
Ｃ

電
圧

 
Ｍ
／
Ｃ
 
２
Ｃ
電
圧
 

Ｍ
／
Ｃ
 
２
Ｄ
電
圧
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
電
圧
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

用
Ｐ

／
Ｃ

電
圧

 
Ｐ
／
Ｃ
 
２
Ｃ
電
圧
 

Ｐ
／
Ｃ
 
２
Ｄ
電
圧
 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
２

Ａ
電

圧
 

（
直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
２

Ａ
電

圧
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
２

Ｂ
電

圧
 

（
直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
２

Ｂ
電

圧
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

直
流
1
2
5
V
主
母
線
盤
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
電
圧
 

（
直
流
1
2
5
V
主

母
線
盤
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
電
圧
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

直
流
±
2
4
V
中
性
子
モ
ニ
タ
用
分
電
盤
 

２
Ａ
電
圧
 

（
直
流
±
2
4
V
中

性
子
モ
ニ
タ
用
分
電
盤
 

２
Ａ
電
圧
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

直
流
±
2
4
V
中
性
子
モ
ニ
タ
用
分
電
盤
 

２
Ｂ
電
圧
 

（
直
流
±
2
4
V
中

性
子
モ
ニ
タ
用
分
電
盤
 

２
Ｂ
電
圧
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

緊
急
用
直
流
1
2
5
V
主
母
線
盤
電
圧
 

直
流

1
2
5
V
主
母

線
盤
２
Ａ
電
圧
 

直
流

1
2
5
V
主
母

線
盤
２
Ｂ
電
圧
 

直
流
1
2
5
V
主
母
線
盤
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
電
圧
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

非
常

用
窒

素
供

給
系

供
給

圧
力

 
（

非
常

用
窒

素
供

給
系

供
給

圧
力

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

非
常

用
窒

素
供

給
系

高
圧

窒
素

ボ
ン

ベ
圧

力
非

常
用

窒
素

供
給

系
供

給
圧

力
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

非
常

用
逃

が
し

安
全

弁
駆

動
系

供
給

圧
力

 
非

常
用

窒
素

供
給

系
供

給
圧

力
 

Ｓ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

非
常

用
逃

が
し

安
全

弁
駆

動
系

高
圧

窒
素

ボ
ン

ベ
圧

力
 

非
常

用
窒

素
供

給
系

供
給

圧
力

 
Ｓ

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
―

 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
※

2
 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
を

活
用

す
る

手
順

等
の

着
手

の
判

断
基

準
と

し
て

用
い

る
補

助
パ

ラ
メ

ー
タ
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1
表

 
主

要
な

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

設
備

分
類

等
（

5
0
／

5
8
）

 

5
9
条

 
運

転
員

が
原

子
炉

制
御

室
に

と
ど

ま
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス

中
央

制
御

室
換

気
系

に
よ

る

居
住

性
の

確
保

 

中
央

制
御

室
 

（
中

央
制

御
室

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
（

重
大

事
故

等
対

処
施

設
）

 
―

 

中
央

制
御

室
遮

蔽
 

（
中

央
制

御
室

遮
蔽

）
 

（
Ｓ

）
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

中
央

制
御

室
換

気
系

空
気

調
和

機
フ

ァ

ン
 

（
中

央
制

御
室

換
気

系
）

 
（

Ｓ
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

中
央

制
御

室
換

気
系

フ
ィ

ル
タ

系
フ

ァ

ン
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

中
央

制
御

室
換

気
系

フ
ィ

ル
タ

ユ
ニ

ッ

ト
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

原
子

炉
建

屋
ガ

ス
処

理
系

に

よ
る

居
住

性
の

確
保

 

非
常

用
ガ

ス
再

循
環

系
排

風
機

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
風

機
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
 

そ
の

他
設

備
に

記
載

（
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

※
1
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

・
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
等

を
操

作
す

る
人

が
健

全
で

あ
る

こ
と

を
担

保
す

る
常

設
設

備
で

あ
る

た
め

，
本

分
類

と
し

て
い

る
。
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第 1.3－2 表 重大事故等対処施設（主要設備）の設備分類（１／７） 

設 備 分 類 定 義 

主 要 設 備 

（[ ]内は，設計基準対象施設を兼ねる 

設備の耐震重要度分類） 

1.常設耐震重要

重大事故防止

設備以外の常

設重大事故防

止設備

常設重大事故防止設備で

あって，耐震重要施設に

属する設計基準事故対処

設備が有する機能を代替

するもの以外のもの 

(1) 核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

・使用済燃料プール水位・温度（ＳＡ広域）[C]

・使用済燃料プール温度（ＳＡ）

・使用済燃料プール監視カメラ（使用済燃料プール監視カメラ用空

冷装置を含む）

(2) 計測制御系統施設

・原子炉圧力容器温度

・ドライウェル雰囲気温度

・サプレッション・チェンバ雰囲気温度

・残留熱除去系熱交換器入口温度[C]

・残留熱除去系熱交換器出口温度[C]

・残留熱除去系海水系系統流量[C]

・高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力[C]

・原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力[C]

・残留熱除去系ポンプ吐出圧力[C]

・低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力[C]

・安全パラメータ表示システム(ＳＰＤＳ)[C]

(3) 非常用取水設備

・取水構造物[C]

・ＳＡ用海水ピット取水塔[－]

・海水引込み管

・ＳＡ用海水ピット

・緊急用海水取水管

・緊急用海水ポンプピット

(4) 緊急時対策所

・緊急時対策所用発電機

・緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク

・緊急時対策所用発電機給油ポンプ

(5) 通信連絡設備

・衛星電話設備(固定型)
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第 1.3－2 表 重大事故等対処施設（主要設備）の設備分類（２／７） 

設 備 分 類 定 義 

主 要 設 備 

（[ ]内は，設計基準対象施設を兼ねる 

設備の耐震重要度分類） 

2.常設耐震重要

重大事故防止

設備

常設重大事故防止設備で

あって，耐震重要施設に

属する設計基準事故対処

設備が有する機能を代替

するもの 

(1) 原子炉本体

・原子炉圧力容器[S]

(2) 核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

・使用済燃料プール[S]

・常設スプレイヘッダ

・代替燃料プール冷却系ポンプ

・代替燃料プール冷却系熱交換器

(3) 原子炉冷却系統施設

・常設高圧代替注水系ポンプ

・高圧代替注水系タービン止め弁

・原子炉隔離時冷却系ポンプ[S]

・原子炉隔離時冷却系蒸気供給弁[S]

・高圧炉心スプレイ系ポンプ[S]

・逃がし安全弁（安全弁機能）[S]

・逃がし安全弁［操作対象弁］[S]

・自動減圧機能用アキュムレータ[S]

・常設低圧代替注水系ポンプ

・低圧炉心スプレイ系ポンプ[S]

・緊急用海水ポンプ

・緊急用海水系ストレーナ

・残留熱除去系ポンプ[S]

・残留熱除去系熱交換器[S]

・残留熱除去系海水系ポンプ[S]

・残留熱除去系海水系ストレーナ[S]

(4) 計測制御系統施設

・ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）

・ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）手動スイッチ

・制御棒[S]

・制御棒駆動機構[S]

・制御棒駆動系水圧制御ユニット[S]

・ＡＴＷＳ緩和設備（代替再循環系ポンプトリップ機能）

・ほう酸水注入ポンプ[S]

・ほう酸水貯蔵タンク[S]

・再循環系ポンプ遮断器手動スイッチ

・低速度用電源装置遮断器手動スイッチ

・自動減圧系の起動阻止スイッチ

・過渡時自動減圧機能

・原子炉圧力[S]

・原子炉圧力（ＳＡ）

・原子炉水位（広帯域）[S]

・原子炉水位（燃料域）[S]

・原子炉水位（ＳＡ広帯域）

・原子炉水位（ＳＡ燃料域）

・高圧代替注水系系統流量

・低圧代替注水系原子炉注水流量（常設ライン用）

・低圧代替注水系原子炉注水流量（常設ライン狭帯域用）

・低圧代替注水系原子炉注水流量（可搬ライン用）

・低圧代替注水系原子炉注水流量（可搬ライン狭帯域用）

・原子炉隔離時冷却系系統流量[S]

・高圧炉心スプレイ系系統流量[S]

・残留熱除去系系統流量[S]

・低圧炉心スプレイ系系統流量[S]

・低圧代替注水系格納容器スプレイ流量（常設ライン用）

・低圧代替注水系格納容器スプレイ流量（可搬ライン用）

・サプレッション・プール水温度

・ドライウェル圧力

・サプレッション・チェンバ圧力

・サプレッション・プール水位

・格納容器内水素濃度（ＳＡ）

・格納容器内酸素濃度（ＳＡ）
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第 1.3－2 表 重大事故等対処施設（主要設備）の設備分類（３／７） 

設 備 分 類 定 義 

主 要 設 備 

（[ ]内は，設計基準対象施設を兼ねる 

設備の耐震重要度分類） 

2.常設耐震重要

重大事故防止

設備

（つづき） 

常設重大事故防止設備で

あって，耐震重要施設に

属する設計基準事故対処

設備が有する機能を代替

するもの 

・起動領域計装[S]

・平均出力領域計装[S]

・フィルタ装置水位

・フィルタ装置圧力

・フィルタ装置スクラビング水温度

・フィルタ装置入口水素濃度

・緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器）

・緊急用海水系流量（残留熱除去系補機）

・代替淡水貯槽水位

・西側淡水貯水設備水位

・常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力

・常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力

・非常用窒素供給系供給圧力

・非常用窒素供給系高圧窒素ボンベ圧力

・非常用逃がし安全弁駆動系供給圧力

・非常用逃がし安全弁駆動系高圧窒素ボンベ圧力

(5) 放射線管理施設

・第二弁操作室遮蔽

・使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）

・格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｄ／Ｗ）[S]

・格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｓ／Ｃ）[S]

・フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）

・耐圧強化ベント系放射線モニタ

・中央制御室遮蔽[S]

・中央制御室換気系空気調和機ファン[S]

・中央制御室換気系フィルタ系ファン[S]

・中央制御室換気系フィルタユニット[S]

・第二弁操作室差圧計

(6) 原子炉格納施設

・原子炉格納容器[S]

・フィルタ装置

・第一弁（Ｓ／Ｃ側）

・第一弁（Ｄ／Ｗ側）

・第二弁

・第二弁バイパス弁

・高圧炉心スプレイ系注入弁

・原子炉隔離時冷却系原子炉注入弁

・低圧炉心スプレイ系注入弁

・残留熱除去系Ａ系注入弁

・残留熱除去系Ｂ系注入弁

・残留熱除去系Ｃ系注入弁

・耐圧強化ベント系一次隔離弁

・耐圧強化ベント系二次隔離弁

・遠隔人力操作機構

・圧力開放板

・フィルタ装置遮蔽

・配管遮蔽

・残留熱除去系熱交換器[S]

・代替淡水貯槽

・サプレッション・チェンバ[S]

・西側淡水貯水設備
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第 1.3－2 表 重大事故等対処施設（主要設備）の設備分類（４／７） 

設 備 分 類 定 義 

主 要 設 備 

（[ ]内は，設計基準対象施設を兼ねる 

設備の耐震重要度分類） 

2.常設耐震重要

重大事故防止

設備

（つづき） 

常設重大事故防止設備で

あって，耐震重要施設に

属する設計基準事故対処

設備が有する機能を代替

するもの 

(7) 非常用電源設備

・常設代替高圧電源装置

・常設代替高圧電源装置燃料移送ポンプ

・125V 系蓄電池Ａ系[S]

・125V 系蓄電池Ｂ系[S]

・125V 系蓄電池ＨＰＣＳ系[S]

・中性子モニタ用蓄電池Ａ系[S]

・中性子モニタ用蓄電池Ｂ系[S]

・緊急用 125V 系蓄電池

・緊急用Ｍ／Ｃ

・緊急用Ｐ／Ｃ

・緊急用ＭＣＣ

・緊急用電源切替盤

・緊急用直流 125V 主母線盤

・２Ｃ非常用ディーゼル発電機[S]

・２Ｄ非常用ディーゼル発電機[S]

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機[S]

・２Ｃ非常用ディーゼル発電機燃料油デイタンク[S]

・２Ｄ非常用ディーゼル発電機燃料油デイタンク[S]

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料油デイタンク[S]

・２Ｃ非常用ディーゼル発電機用海水ポンプ[S]

・２Ｄ非常用ディーゼル発電機用海水ポンプ[S]

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機用海水ポンプ[S]

・軽油貯蔵タンク[S]

・２Ｃ非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ[S]

・２Ｄ非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ[S]

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送ポンプ[S]

・可搬型設備用軽油タンク

・Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧[S]

・Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧[S]

・Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧[S]

・Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧[S]

・Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧[S]

・緊急用Ｍ／Ｃ電圧

・緊急用Ｐ／Ｃ電圧

・直流 125V 主母線盤２Ａ電圧[S]

・直流 125V 主母線盤２Ｂ電圧[S]

・直流 125V 主母線盤ＨＰＣＳ電圧[S]

・直流±24V 中性子モニタ用分電盤２Ａ電圧[S]

・直流±24V 中性子モニタ用分電盤２Ｂ電圧[S]

・緊急用直流 125V 主母線盤電圧

(8) 非常用取水設備

・貯留堰
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第 1.3－2 表 重大事故等対処施設（主要設備）の設備分類（５／７） 

設 備 分 類 定 義 

主 要 設 備 

（[ ]内は，設計基準対象施設を兼ねる 

設備の耐震重要度分類） 

3.常設重大事故

緩和設備

重大事故等対処設備のう

ち，重大事故等が発生し

た場合において，当該重

大事故の拡大を防止し，

又はその影響を緩和する

ための機能を有する設備

（重大事故緩和設備）の

うち，常設のもの 

(1) 原子炉本体

・原子炉圧力容器[S]

(2) 核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設

・使用済燃料プール[S]
・使用済燃料プール水位・温度（ＳＡ広域）[C]
・使用済燃料プール温度（ＳＡ）
・使用済燃料プール監視カメラ（使用済燃料プール監視カメラ用空

冷装置を含む）
・常設スプレイヘッダ
・常設低圧代替注水系ポンプ

(3) 原子炉冷却系統施設

・逃がし安全弁［操作対象弁］[S]
・自動減圧機能用アキュムレータ[S]
・低圧代替注水系（常設）
・常設低圧代替注水系ポンプ
・低圧代替注水系（可搬型）
・緊急用海水ポンプ
・緊急用海水系ストレーナ
・残留熱除去系ポンプ[S]
・残留熱除去系熱交換器[S]
・残留熱除去系海水系ポンプ[S]
・残留熱除去系海水系ストレーナ[S]
・代替循環冷却系ポンプ

(4) 計測制御系統施設

・原子炉圧力容器温度
・原子炉圧力[S]
・原子炉圧力（ＳＡ）
・原子炉水位（広帯域）[S]
・原子炉水位（燃料域）[S]
・原子炉水位（ＳＡ広帯域）
・原子炉水位（ＳＡ燃料域）
・高圧代替注水系系統流量
・ほう酸水注入ポンプ
・ほう酸水貯蔵タンク[S]
・低圧代替注水系原子炉注水流量（常設ライン用）
・低圧代替注水系原子炉注水流量（常設ライン狭帯域用）
・低圧代替注水系原子炉注水流量（可搬ライン用）
・低圧代替注水系原子炉注水流量（可搬ライン狭帯域用）
・代替循環冷却系原子炉注水流量
・低圧代替注水系格納容器スプレイ流量（常設ライン用）
・低圧代替注水系格納容器スプレイ流量（可搬ライン用）
・低圧代替注水系格納容器下部注水流量
・代替循環冷却系格納容器スプレイ流量
・ドライウェル雰囲気温度
・サプレッション・チェンバ雰囲気温度
・サプレッション・プール水温度
・格納容器下部水温
・ドライウェル圧力
・サプレッション・チェンバ圧力
・サプレッション・プール水位
・格納容器下部水位
・格納容器内水素濃度（ＳＡ）
・格納容器内酸素濃度（ＳＡ）
・フィルタ装置水位
・フィルタ装置圧力
・フィルタ装置スクラビング水温度
・フィルタ装置入口水素濃度
・代替循環冷却系ポンプ入口温度
・緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器）
・緊急用海水系流量（残留熱除去系補機）
・残留熱除去系系統流量[S]
・残留熱除去系熱交換器入口温度[C]
・残留熱除去系熱交換器出口温度[C]
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第 1.3－2 表 重大事故等対処施設（主要設備）の設備分類（６／７） 

設 備 分 類 定 義 

主 要 設 備 

（[ ]内は，設計基準対象施設を兼ねる 

設備の耐震重要度分類） 

3.常設重大事故

緩和設備

（つづき） 

重大事故等対処設備のう

ち，重大事故等が発生し

た場合において，当該重

大事故の拡大を防止し，

又はその影響を緩和する

ための機能を有する設備

（重大事故緩和設備）の

うち，常設のもの 

・残留熱除去系海水系系統流量[C]

・代替淡水貯槽水位

・西側淡水貯水設備水位
・常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力
・常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力
・代替循環冷却系ポンプ吐出圧力
・原子炉建屋水素濃度

(5) 放射線管理施設

・使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）
・格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｄ／Ｗ）[S]
・格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｓ／Ｃ）[S]

・フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）

・中央制御室遮蔽[S]

・中央制御室待避室遮蔽

・中央制御室換気系空気調和機ファン[S]

・中央制御室換気系フィルタ系ファン[S]

・中央制御室換気系フィルタユニット [S]

・ブローアウトパネル閉止装置

・ブローアウトパネル閉止装置開閉状態表示

・ブローアウトパネル開閉状態表示

・緊急時対策所遮蔽

・緊急時対策所非常用送風機

・緊急時対策所非常用フィルタ装置
・安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）[C]
・衛星連絡設備（固定型）
・第二弁操作室遮蔽
・第二弁操作室差圧計
・緊急時対策所用差圧計
・中央制御室待避室差圧計

(6) 原子炉格納施設

・原子炉格納容器[S]
・原子炉建屋原子炉棟[S]
・常設低圧代替注水系ポンプ
・コリウムシールド
・常設高圧代替注水系ポンプ
・フィルタ装置
・第一弁（Ｓ／Ｃ側）
・第一弁（Ｄ／Ｗ側）
・第二弁
・第二弁バイパス弁
・遠隔人力操作機構
・圧力開放板
・残留熱除去系熱交換器[S]
・代替淡水貯槽
・西側淡水貯水設備
・サプレッション・チェンバ[S]
・静的触媒式水素再結合器

・静的触媒式水素再結合器動作監視装置

・移送ポンプ

・フィルタ装置遮蔽

・配管遮蔽

・非常用ガス処理系排風機

・非常用ガス処理系フィルタトレイン

・非常用ガス再循環系排風機

・非常用ガス再循環系フィルタトレイン
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第 1.3－2 表 重大事故等対処施設（主要設備）の設備分類（７／７） 

設 備 分 類 定 義 

主 要 設 備 

（[ ]内は，設計基準対象施設を兼ねる 

設備の耐震重要度分類） 

3.常設重大事故

緩和設備

（つづき） 

重大事故等対処設備のう

ち，重大事故等が発生し

た場合において，当該重

大事故の拡大を防止し，

又はその影響を緩和する

ための機能を有する設備

（重大事故緩和設備）の

うち，常設のもの 

(7) 非常用電源設備

・常設代替高圧電源装置

・常設代替高圧電源装置燃料移送ポンプ

・125V 系蓄電池Ａ系[S]

・125V 系蓄電池Ｂ系[S]

・緊急用 125V 系蓄電池

・緊急用Ｍ／Ｃ

・緊急用Ｐ／Ｃ

・緊急用ＭＣＣ

・緊急用電源切替盤

・緊急用直流 125V 主母線盤

・２Ｃ非常用ディーゼル発電機[S]

・２Ｄ非常用ディーゼル発電機[S]

・２Ｃ非常用ディーゼル発電機燃料油デイタンク[S]

・２Ｄ非常用ディーゼル発電機燃料油デイタンク[S]

・２Ｃ非常用ディーゼル発電機用海水ポンプ[S]

・２Ｄ非常用ディーゼル発電機用海水ポンプ[S]

・軽油貯蔵タンク[S]

・２Ｃ非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ[S]

・２Ｄ非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ[S]

・可搬型設備用軽油タンク

・Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 [S]

・Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 [S]

・Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧 [S]

・Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧 [S]

・緊急用Ｍ／Ｃ電圧

・緊急用Ｐ／Ｃ電圧

・直流 125V 主母線盤２Ａ電圧[S]

・直流 125V 主母線盤２Ｂ電圧[S]

・緊急用直流 125V 主母線盤電圧

(8) 非常用取水設備

・貯留堰
・取水構造物[C]
・ＳＡ用海水ピット取水塔[－]
・海水引込み管
・ＳＡ用海水ピット
・緊急用海水取水管
・緊急用海水ポンプピット

(9) 緊急時対策所

・緊急時対策所用発電機
・緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク
・緊急時対策所用発電機給油ポンプ

(10) 通信連絡設備

・衛星電話設備(固定型)

・安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）[C]
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第 1.4－1 表 入力津波高さ一覧表 

区分 設定位置 設定水位 

上昇側水位 

防潮堤前面（敷地側面北側） 
T.P.＋15.2m※ １

（T.P.＋15.4m）※ ２ 

防潮堤前面（敷地前面東側） 
T.P.＋17.7m※ １

（T.P.＋17.9m）※ ２ 

防潮堤前面（敷地側面南側） 
T.P.＋16.6m※ １

（T.P.＋16.8m）※ ２ 

取水ピット （T.P.＋19.2m）※ ３ 

放水路ゲート設置箇所 （T.P.＋19.1m）※ ３ 

ＳＡ用海水ピット （T.P.＋8.9m）※ ３ 

緊急用海水ポンプピット （T.P.＋9.3m）※ ３ 

構内排水路逆流防止設備 

（防潮堤前面（敷地前面東側）の入

力津波高さを使用している。） 

T.P.＋17.7m※ １

（T.P.＋17.9m）※ ２ 

構内排水路逆流防止設備 

（防潮堤前面（敷地側面北側）の入

力津波高さを使用している。） 

T.P.＋15.2m※ １

（T.P.＋15.4m）※ ２ 

下降側水位 取水ピット 
T.P.－5.1m※ ４

（T.P.－5.3m）※ ５ 

※１ 朔望平均満潮位T.P.＋0.61m，2011年東北地方太平洋沖地震による地殻変動量

（沈降）0.2m及び津波波源モデルの活動による地殻変動量（沈降）0.31mを考慮

している。 

※２ （ ）内は，※１に加えて潮位のばらつき0.18mを考慮している。

※３ （ ）内は，朔望平均満潮位T.P.＋0.61m，2011年東北地方太平洋沖地震による

地殻変動量（沈降）0.2m，津波波源モデルの活動による地殻変動量（沈降）0.31m

及び潮位のばらつき0.18mを考慮している。 

※４ 朔望平均干潮位T.P.－0.81m，2011年東北地方太平洋沖地震による地殻変動量

（沈降）0.2m及び潮位のばらつき0.16mを考慮している。 

※５ （ ）内は，下降側の評価に当たって安全側の評価となるように，※４から2011

年東北地方太平洋沖地震による地殻変動量（沈降）0.2mを差し引いたものである。 

別紙 8－1－26 
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第 1.4－4 図 海水ポンプ室及び循環水ポンプ室の 

浸水防止設備の概要 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 

別紙 8－1－27 
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第 1.7.9－3 表 発電所敷地内に設置している屋外の危険物貯蔵施設等の一覧

（火災源）（１／２） 

網掛け箇所：評価対象となる設備 

設備名 製造所等区分
設置
場所

品名
最大数量

（m３）
詳細評価要否

（○:対象,×:対象外）

第四類 第一石油類 ガソリン 0.90
×

（屋内設置）

第四類 第二石油類 軽油・灯油 2.20
×

（屋内設置）

第四類 第三石油類 絶縁油 18.20
×

（屋内設置）

第四類 第四石油類 潤滑油 21.00
×

（屋内設置）

第四類 アルコール類 アルコール類 0.20
×

（屋内設置）

重油貯蔵タンク 地下タンク貯蔵所 地下 第四類 第三石油類 重油 500.00
×

（地下式）

非常用ディーゼル発電機用タンク 地下タンク貯蔵所 地下 第四類 第二石油類 軽油 800.00
×

（地下式）

第四類 第二石油類 軽油 33.20

第四類 第四石油類 潤滑油 16.50

第四類 第二石油類 軽油 0.36
×

（屋内設置）

第四類 第三石油類 重油 1.90
×

（屋内設置）

第四類 第四石油類 潤滑油 185.23
×

（屋内設置）

第四類 第四石油類 第3ﾘﾝ酸ｴｽﾃﾙ油 7.93
×

（屋内設置）

サービス建屋 一般取扱所 屋内 第四類 第三石油類 重油 2.40
×

（屋内設置）

溶融炉灯油タンク 屋外タンク貯蔵所 屋外 第四類 第二石油類 灯油 10.00 ○

可搬型設備用軽油タンク 地下タンク貯蔵所 地下 第四類 第二石油類 軽油 210.00
×

（地下式）

ディーゼル発電機用燃料タンク 少量危険物貯蔵取扱所 屋外 第四類 第二石油類 軽油 0.78
×

（他評価に包絡）

第四類 第一石油類 ラッカー等 0.10
×

（屋内設置）

第四類 第二石油類 軽油 4.00
×

（屋内設置）

第四類 第四石油類 潤滑油 90.00
×

（屋内設置）

No.2 保修用油倉庫 屋内貯蔵所 屋内 第四類 第四石油類 潤滑油 100.00
×

（屋内設置）

緊急時対策室建屋 一般取扱所 屋内 第四類 第三石油類 重油 5.76
×

（屋内設置）

緊急時対策室建屋地下タンク 地下タンク貯蔵所 地下 第四類 第三石油類 重油 20.00
×

（地下式）

絶縁油保管タンク 屋外タンク貯蔵所 屋外 第四類 第三石油類 絶縁油 200.00
×

（常時「空」）

第四類 第二石油類 軽油 5.97
×

（他評価に包絡）

第四類 第四石油類 潤滑油 0.94
×

（他評価に包絡）

緊急時安全対策用地下タンク 地下タンク貯蔵所 地下 第四類 第二石油類 軽油 90.00
×

（地下式）

構内服洗濯用タンク 少量危険物貯蔵取扱所 屋外 第四類 第三石油類 重油 1.82
×

（他評価に包絡）

廃棄物処理建屋廃油タンク 少量危険物貯蔵取扱所 屋内 第四類 第三石油類 廃油 1.90
×

（屋内設置）

雑固体減容処理設備用バーナ 少量危険物貯蔵取扱所 屋内 第四類 第二石油類 灯油 0.93
×

（屋内設置）

緊急用エンジン発電機燃料タンク 少量危険物貯蔵取扱所 屋外 第四類 第二石油類 軽油 0.80
×

（常時「空」）

緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク 地下タンク貯蔵所 地下 第四類 第二石油類 軽油 150.00
×

（地下式）

オイルサービスタンク 少量危険物未満 屋外 第四類 第三石油類 重油 0.39
×

（他評価に包絡）

変圧器用屋外消火ポンプ用燃料タンク 少量危険物貯蔵取扱所 屋内 第四類 第二石油類 軽油 0.70
×

（他評価に包絡）

常設代替高圧電源装置置場 一般取扱所 屋外

No.1 保修用油倉庫 屋内

タービン建屋 一般取扱所 屋内

屋内貯蔵所

危険物の類

×
（屋内設置）

原子炉建屋 一般取扱所 屋内

油倉庫 屋内屋内貯蔵所

別紙 8－1－28 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－4－1 

添付書類八 4 章を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－4－34 下 3 …可搬型代替注水大型ポ

ンプ…

…可搬型代替注水中型ポ

ンプ…

*** 8－4－36 上 11 …可搬型代替注水大型ポ

ンプ…

…可搬型代替注水中型ポ

ンプ…

*** 8－4－39 上 6 …可搬型代替注水大型ポ

ンプ…

…可搬型代替注水中型ポ

ンプ…

*** 8－4－40 下 8 …可搬型代替注水大型ポ

ンプ…

…可搬型代替注水中型ポ

ンプ…



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－5－1 

添付書類八 5 章を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－5－60 下 11 …補機冷却用海水 ポン

プ… 

…補機冷却系海水系ポン

プ… 

*** 8－5－61 下 11 補機冷却用海水 ポンプ 補機冷却系海水系ポンプ 

*** 8－5－70 上 12～ 

上 13 

…可搬型代替交流電源設

備及び常設代替直流電源

設備 の機能喪失… 

…可搬型代替交流電源設

備,常設代替直流電源設

備及び可搬型代替直流電

源設備の機能喪失… 

*** 8－5－74 上 10～ 

上 11 

…，高圧炉心スプレイ系

ポンプ，ほう酸水注入ポ

ンプ，ほう酸水貯蔵タン

ク及び逃がし安全弁（安

全弁機能）は，… 

…，高圧炉心スプレイ系

ポンプ 及び逃がし安全

弁（安全弁機能）は，… 

*** 8－5－85 上 8 …から第5.8－5図に示

す。 

…から第 5.8－4 図に示

す。 

*** 8－5－86 上 8 …（6.8 緊急停止失敗時

に… 

…（6.7 緊急停止失敗時

に… 

*** 8－5－87 上 8～ 

上 9 

…重大事故等対処設備と

して，常設代替直流電源 

設備，可搬型代替直流電

源設備及び… 

…重大事故等対処設備と

して， 可搬型代替直流

電源設備及び… 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－5－2 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－5－88 下 5 …現場で 高圧窒素ボン

ベの… 

…現場で非常用窒素供給

系高圧窒素ボンベの… 

*** 8－5－89 下 12 …現場で 高圧窒素ボン

ベの… 

…現場で非常用逃がし安

全弁駆動系高圧窒素ボン

ベの… 

*** 8－5－101 第5.8－3図 原子炉冷却

材圧力バウンダリを減圧

するための設備系統概略

図（可搬型代替直流電源

設備による逃がし安全弁

機能回復） 

（記載の削除） 

*** 8－5－102 第5.8－4図 第 5.8－3 図 

*** 8－5－103 第5.8－5図 第 5.8－4 図 

*** 8－5－112 上 3  原子炉停止中… 発電用原子炉停止中… 

上 8  原子炉停止中… 発電用原子炉停止中… 

下 12  原子炉停止中… 発電用原子炉停止中… 

下 6  原子炉停止中… 発電用原子炉停止中… 

*** 8－5－113 上 2  原子炉停止中… 発電用原子炉停止中… 

下 2～

下 1 

…サプレッション・プー

ル…

…サプレッション・チェ

ンバ…

*** 8－5－114 上 2 …サプレッション・プー …サプレッション・チェ



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－5－3 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

ル… ンバ…

*** 8－5－115 上 6 …常設代替交流電源設備 

からの給電… 

…常設代替交流電源設備

又は可搬型代替交流電源

設備からの給電… 

*** 8－5－116 下 5～ 

下 4 

…原子炉建屋 から離れ

た… 

…原子炉建屋及び常設低

圧代替注水系格納槽から

離れた… 

*** 8－5－117 上 4～ 

上 5 

…残留熱除去系 と共通

要因に… 

…残留熱除去系及び低圧

炉心スプレイ系と共通要

因に… 

*** 8－5－117 上 11 …設計とする。 …設計とする。また,こ

れらの多様性及び位置的

分散によって,低圧代替

注水系（常設）及び低圧

代替注水系（可搬型）

は,互いに重大事故等対

処設備としての独立性を

有する設計とする。 

*** 8－5－118 下 9 …代替燃料プール注水系

（常設）としての… 

…代替燃料プール注水系 

 としての… 

*** 8－5－119 上 7～ …代替燃料プール注水系 …代替燃料プール注水系 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－5－4 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

上 8 （可搬型）として…  として… 

*** 8－5－120 下 7 …中央制御室から可能な

設計と… 

…中央制御室又は設置場

所での手動操作が可能な

設計と… 

*** 8－5－136 上 13 …装置格納槽に，及び圧

力開放板は… 

…装置格納槽に， 圧力

開放板は… 

下 11 …設置することで， 共

通要因に… 

…設置することで，残留

熱除去系及び残留熱除去

系海水系と共通要因に… 

*** 8－5－152 下 6 …補機冷却用ポンプ… …補機冷却系海水系ポン

プ… 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－6－1 

添付書類八 6 章を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－6－56 下 3 と 

下 2 の 

間 

（記載の追加） また，電源設備の受電

状態，重大事故等対処設

備の運転状態及びその他

の設備の運転状態により

発電用原子炉施設の状態

を補助的に監視するパラ

メータを補助パラメータ

とする。なお，補助パラ

メータのうち，重大事故

等対処設備を活用する手

順等の着手の判断基準と

して用いるパラメータに

ついては，重大事故等対

処設備とする。重大事故

等対処設備の補助パラメ

ータの対象を第 6.4－4

表に示す。 

*** 8－6－59 下 8 と 

下 7 の 

間 

（記載の追加） 重大事故等対処設備の

補助パラメータは，代替

する機能を有する設計基



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－6－2 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

準事故対処設備と可能な

限り多様性及び独立性を

有し，位置的分散を図る

設計とする。 

*** 8－6－59 下 7～ 

下 6 

重要監視パラメータを

計測する設備及び重要代

替監視パラメータ を計

測する… 

重要監視パラメータ＿

及び重要代替監視パラメ

ータ並びに重大事故等対

処設備の補助パラメータ

を計測する… 

*** 8－6－60 上 7 と 

上 8 の 

間 

（記載の追加） 重大事故等対処設備の

補助パラメータは，電気

的に分離することで，他

の設備に悪影響を及ぼさ

ない設計とする。 

*** 8－6－63 上 12 と 

上 13 の 

間 

（記載の追加） 重大事故等対処設備の

補助パラメータは，重大

事故等対処設備を活用す

る手順等の着手の判断が

でき，系統の目的に応じ

て必要となる計測範囲を

有する設計とする。 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－6－3 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－6－64 下 11 …重要代替監視パラメー

タ のうち…

…重要代替監視パラメー

タ並びに重大事故等対処

設備の補助パラメータの

うち… 

*** 8－6－66 上 10 と 

上 11 の 

間 

（記載の追加） ・非常用窒素供給系供給

圧力 

・非常用窒素供給系高圧

窒素ボンベ圧力 

・非常用逃がし安全弁駆

動系供給圧力 

・非常用逃がし安全弁駆

動系高圧窒素ボンベ圧力 

上 11 …重要代替監視パラメー

タ のうち…

…重要代替監視パラメー

タ並びに重大事故等対処

設備の補助パラメータの

うち… 

下 8 と

下 7 の 

間 

（記載の追加） ・緊急用直流 125V 主母

線盤電圧 

*** 8－6－67 上 5 …重要代替監視パラメー

タ のうち…

…重要代替監視パラメー

タ並びに重大事故等対処



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

 

8－6－4 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

設備の補助パラメータの

うち… 

 上 8 と 

上 9 の 

間 

（記載の追加） ・緊急用Ｍ／Ｃ電圧 

・緊急用Ｐ／Ｃ電圧 

 上 9 …重要代替監視パラメー

タ のうち… 

…重要代替監視パラメー

タ並びに重大事故等対処

設備の補助パラメータの

うち… 

 上 12 と 

上 13 の 

間 

（記載の追加） ・Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

・Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

・Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

・Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧 

・Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧 

・直流 125V 主母線盤２

Ａ電圧 

・直流 125V 主母線盤２

Ｂ電圧 

・直流 125V 主母線盤Ｈ

ＰＣＳ電圧 

・直流±24V 中性子モニ



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－6－5 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

タ用分電盤２Ａ電圧

・直流±24V 中性子モニ

タ用分電盤２Ｂ電圧

*** 8－6－69 上 7 と 

上 8 の 

間 

（記載を追加） ・Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧

・Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧

・Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧

・Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧

・Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧

・直流 125V 主母線盤２

Ａ電圧 

・直流 125V 主母線盤２

Ｂ電圧 

・直流 125V 主母線盤Ｈ

ＰＣＳ電圧 

・直流±24V 中性子モニ

タ用分電盤２Ａ電圧

・直流±24V 中性子モニ

タ用分電盤２Ｂ電圧

・非常用窒素供給系供給

圧力 

*** 8－6－71 上 4 と （記載の追加） ・緊急用Ｍ／Ｃ電圧



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

 

8－6－6 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

上 5 の 

間 

・緊急用Ｐ／Ｃ電圧 

・緊急用直流 125V 主母

線盤電圧 

・非常用窒素供給系高圧

窒素ボンベ圧力 

・非常用逃がし安全弁駆

動系供給圧力 

・非常用逃がし安全弁駆

動系高圧窒素ボンベ圧力 

*** 8－6－72 下 7 …重要代替監視パラメー

タ を計測する… 

…重要代替監視パラメー

タ並びに重大事故等対処

設備の補助パラメータを

計測する… 

*** 8－6－90  第6.4－2表 重要監視パ

ラメータ及び重要代替監

視パラメータ（重大事故

等対処設備）（4／11） 

別紙 8－6－1 に変更す

る。 

*** 8－6－93  第6.4－2表 重要監視パ

ラメータ及び重要代替監

視パラメータ（重大事故

等対処設備）（7／11） 

別紙 8－6－2 に変更す

る。 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－6－7 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－6－98 

～ 

*** 8－6－112 

第6.4－3表 代替パラメ

ータによる主要パラメー

タの推定

別紙 8－6－3 に変更す

る。 

*** 8－6－155 下 8～ 

下 7 

…作動に必要な 自動減

圧機能用アキュムレータ

… 

…作動に必要な逃がし弁

機能用アキュムレータ及

び自動減圧機能用アキュ

ムレータ…

*** 8－6－161 下 5 高圧窒素ボンベを… 非常用窒素供給系高圧

窒素ボンベを… 

*** 8－6－183 下 7～ 

下 5 

…中央制御室換気系フィ

ルタユニット，非常用ガ

ス処理系排風機，非常用

ガス再循環系排風機，原

子炉建屋原子炉棟及び非

常用ディーゼル発電機は

… 

…中央制御室換気系フィ

ルタユニット 及び非常

用ディーゼル発電機は… 



8－6－8 
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（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

 
1
 

0
～

5
0
0
m
３
／

h
 

－
※

８
 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ

イ
時

に
お

け
る

最
大

注
水

量
（

3
0
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

1
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量

（
可

搬
ラ

イ
ン

用
）

 
1
 

0
～

5
0
0
m
３
／

h
 

－
※

８
 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ

レ
イ

時
に

お
け

る
最

大
注

水
量

（
1
3
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

2
 

0
～

3
0
0
m
３
／

h
 

－
※

８
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

時
に

お
け

る
最

大
注

水

量
（

2
5
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 
1
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

1
 

0
～

2
0
0
m
３
／

h
 

－
※

８
 

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（

常
設

又
は

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
下

部

注
水

時
に

お
け

る
最

大
注

水
量

（
8
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 
1
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

※
１
 

「
⑭

水
源

の
確

保
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
※

１
 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

※
１
 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

※
１
 

「
④

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
※

１

「
⑧

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
格

納
容

器
下

部
水

位
※

１
 

⑥ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 温 度 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

8
 

0
～

3
0
0
℃

 
1
7
1
℃

以
下

 
原

子
炉

格
納

容
器

の
限

界
温

度
（

2
0
0
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
※

２
2
 

0
～

2
0
0
℃

 
1
0
4
℃

以
下

 
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

最
高

使
用

温
度

（
1
0
4
℃

）
及

び
原

子
炉

格
納

容
器

の
限

界
温

度
（

2
0
0
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

※
２

3
 

0
～

2
0
0
℃

 
1
0
4
℃

以
下

 
原

子
炉

格
納

容
器

の
限

界
圧

力
（

6
2
0
k
P
a
［

g
a
g
e
］

）
に

お
け

る
サ

プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

の
飽

和
温

度
（

約
1
6
7
℃

）
を

監
視

可
能

。
1
 

格
納

容
器

下
部

水
温

 

（
水

温
計

 

兼
デ

ブ
リ

落

下
検

知
用

）
 

5
 

0
～

5
0
0
℃

 

（
ペ

デ
ス

タ
ル

床
面

0
m
）

※
７

－
※

８
 

ペ
デ

ス
タ

ル
底

部
に

デ
ブ

リ
が

落
下

し
た

際
の

温
度

上
昇

又
は

高
温

の

デ
ブ

リ
が

検
出

器
に

接
触

し
指

示
値

が
ダ

ウ
ン

ス
ケ

ー
ル

す
る

こ
と

を

検
知

す
る

こ
と

で
デ

ブ
リ

落
下

を
検

知
可

能
。

 

4
 

（
水

温
計

 

兼
デ

ブ
リ

堆

積
検

知
用

）
 

5
 

0
～

5
0
0
℃

 

（
ペ

デ
ス

タ
ル

床
面

＋
0
.
2
m
）

※
７

－
※

８
 

ペ
デ

ス
タ

ル
床

面
＋

0
.
2
m

以
上

の
デ

ブ
リ

堆
積

を
温

度
上

昇
又

は
高

温

の
デ

ブ
リ

と
検

出
器

の
接

触
に

よ
る

指
示

値
ダ

ウ
ン

ス
ケ

ー
ル

に
よ

り

検
知

可
能

。
 

4
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

※
１
 

「
⑦

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
※

１
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表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

（
7
／

1
1
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

個
数

 
計

測
範

囲
 

設
計

基
準

 
把

握
能

力
（

計
測

範
囲

の
考

え
方

）
 

可
搬

型
 

計
測

器
個

数
 

⑫ 最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

代 替 循 環 冷 却 系 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

※
２

「
⑥

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

入
口

温
度

 
2
 

0
～

1
0
0
℃

 
－

※
８
 

代
替

循
環

冷
却

時
に

お
け

る
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
の

最
高

使
用

温

度
（

8
0
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

※
２
 

「
④

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
※

２
 

「
⑤

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

※
１
 

「
⑫

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（

残
留

熱
除

去
系

）
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
※

１
「

⑧
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
位

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

※
１
 

「
③

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
※

１
 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

※
１
 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

※
１
 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
※

１
 

「
①

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

※
１
 

「
⑭

水
源

の
確

保
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
※

１
 

「
⑥

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

※
１

格 納 容 器 圧 力 逃 が し 装 置 

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

2
 

1
8
0
m
m
～

5
,
5
0
0
m
m
 

－
※

８
 

系
統

待
機

時
に

お
け

る
ス

ク
ラ

ビ
ン

グ
水

位
の

設
定

範
囲

及
び

ベ
ン

ト

後
の

フ
ィ

ル
タ

装
置

機
能

維
持

の
た

め
の

下
限

水
位

か
ら

上
限

水
位

の

範
囲

を
監

視
可

能
。

 

1
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

※
２

1
 

0
～

1
M
P
a
［

g
a
g
e
］

 
－

※
８
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時

に
，

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
の

最
高

使

用
圧

力
（

0
.
6
2
M
P
a
［

g
a
g
e
］

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水
温

度
※

２
1
 

0
～

3
0
0
℃

 
－

※
８
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時

に
，

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
の

最
高

使

用
温

度
（

2
0
0
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

1
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）

2
 

1
0
－

２
S
v
／

h
～

1
0
５
S
v
／

h
 

－
※

８
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時

（
炉

心
損

傷
し

て
い

る
場

合
）

に
，

想
定

さ

れ
る

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

の
最

大
放

射
線

量
率

（
約

5
×

1
0
１
S
v
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

－
 

1
 

1
0
－

３
m
S
v
／

h
～

1
0
４
m
S
v
／

h
 

－
※

８
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
実

施
時

（
炉

心
損

傷
し

て
い

な
い

場
合

）
に

，
想

定
さ

れ
る

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

の
最

大
放

射
線

量
率

（
約

7
×

1
0
０
m
S
v
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

－
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

2
 

0
～

1
0
0
v
o
l
％

 
－

※
８
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
停

止
後

の
窒

素
に

よ
る

パ
ー

ジ
を

実
施

し
，

フ
ィ

ル

タ
装

置
の

入
口

配
管

内
に

滞
留

す
る

水
素

濃
度

が
可

燃
限

界
濃

度

（
4
v
o
l
％

）
未

満
で

あ
る

こ
と

を
監

視
可

能
。

－
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

※
１
 

「
⑦

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
※

１

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
※

１
 

「
⑨

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。
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代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 温 度 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

圧
力

②
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度

①
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
す

る
こ

と
で

,
原

子
炉

圧
力

よ
り

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

温
度

を
推

定
す

る
。

ま
た

,
ス

ク
ラ

ム
後

，
原

子
炉

水
位

が
燃

料
有

効
長

頂
部

に
到

達
す

る
ま

で
の

経
過

時
間

よ
り

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
を

推
定

す
る

。

③
残

留
熱

除
去

系
が

運
転

状
態

で
あ

れ
ば

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
に

よ
り

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 圧 力 

原
子

炉
圧

力
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

①
原

子
炉

圧
力

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

圧
力

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

③
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
す

る
こ

と
で

,
原

子
炉

圧
力

容
器

温

度
よ

り
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

圧
力

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

圧
力

に
よ

り
推

定
す

る
。

③
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
す

る
こ

と
で

,
原

子
炉

圧
力

容
器

温

度
よ

り
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

2
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

③
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）

③
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

③
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）

③
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

③
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量

③
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

③
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

③
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量

③
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

④
原

子
炉

圧
力

④
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

④
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

の
1

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

故
障

し
た

場
合

は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

，
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）
に

よ
り

推
定

す
る

。

③
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

狭

帯
域

用
）

，
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
，

高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

，
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統

流
量

の
う

ち
機

器
動

作
状

態
に

あ
る

流
量

よ
り

，
崩

壊
熱

に
よ

る
原

子
炉

水
位

変
化

量
を

考

慮
し

,
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

を
推

定
す

る
。

④
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

に
よ

り
主

蒸
気

配
管

よ
り

上
ま

で
注

水
し

，
原

子
炉

圧
力

，
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

と
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
の

差
圧

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器

の
満

水
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

①
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

②
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）

②
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

②
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）

②
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

②
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

②
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

②
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

③
原

子
炉

圧
力

③
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

①
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

狭

帯
域

用
）

，
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
，

高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

，
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統

流
量

の
う

ち
機

器
動

作
状

態
に

あ
る

流
量

よ
り

，
崩

壊
熱

に
よ

る
原

子
炉

水
位

変
化

量
を

考

慮
し

,
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

を
推

定
す

る
。

③
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

に
よ

り
主

蒸
気

配
管

よ
り

上
ま

で
注

水
し

，
原

子
炉

圧
力

，
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

と
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
の

差
圧

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器

の
満

水
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
を

直
接

計
測

す
る

原
子

炉
水

位
を

優
先

す
る

。
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

3
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
常

設
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

①
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
を

推
定

す
る

。

③
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
常

設
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出

圧
力

か
ら

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

の
注

水
特

性
を

用
い

て
，

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設

ラ
イ

ン
用

）

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
可

搬

ラ
イ

ン
用

）

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
可

搬

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

①
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

①
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
,
水

源
で

あ
る

代
替

淡

水
貯

槽
水

位
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

な
お

，
代

替
淡

水
貯

槽
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
の

補
給

状
況

も
考

慮
し

た
上

で
注

水
量

を
推

定
す

る
。

 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
が

小
さ

い
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
を

優
先

す
る

。
 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

①
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
,
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。

③
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
,
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
か

ら
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
の

注
水

特
性

を
用

い
て

，
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
を

推
定

す
る

。

③
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ

吐
出

圧
力

か
ら

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

の
注

水
特

性
を

用
い

て
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

4
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

①
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
を

推
定

す
る

。

③
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ

吐
出

圧
力

か
ら

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

の
注

水
特

性
を

用
い

て
，

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

①
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

を
推

定
す

る
。

③
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
か

ら

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
の

注
水

特
性

を
用

い
て

，
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

①
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
を

推
定

す
る

。

③
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ

吐
出

圧
力

か
ら

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

の
注

水
特

性
を

用
い

て
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

5
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 へ の 注 水 量 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量

（
可

搬
ラ

イ
ン

用
）

 

①
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

①
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

，
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ

イ
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

水
源

で
あ

る
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

な
お

，
代

替
淡

水
貯

槽
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
の

補
給

状
況

も
考

慮
し

た
上

で
注

水
量

を
推

定
す

る
。

 

②
注

水
先

の
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

，
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

用
）

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
が

小
さ

い
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
を

優
先

す
る

。
 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

①
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量

①
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

①
代

替
循

環
冷

却
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
代

替
循

環
冷

却
系

ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

か
ら

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

の
注

水
特

性
を

用
い

て
流

量
を

推
定

し
，

こ
の

流
量

か
ら

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
差

し
引

い
て

，
代

替
循

環
冷

却
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

を
推

定
す

る
。

 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

①
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

①
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位

②
格

納
容

器
下

部
水

位

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
水

源
で

あ
る

代
替

淡

水
貯

槽
水

位
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

な
お

，
代

替
淡

水
貯

槽
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
の

補
給

状
況

も
考

慮
し

た
上

で
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
格

納
容

器
下

部
水

位
の

変
化

に
よ

り
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
が

小
さ

い
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
を

優
先

す
る

。
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表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

6
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 温 度 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

の
1

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

故
障

し
た

場
合

は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し

て
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
に

よ
り

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
を

推
定

す
る

。

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

，
上

記
②

と
同

様
に

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・

プ
ー

ル
水

温
度

に
よ

り
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

を
推

定
す

る
。

③
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

に
よ

り
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推

定
す

る
。

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

格
納

容
器

下
部

水
温

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

①
格

納
容

器
下

部
水

温
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

＜
Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

判
断

基
準

＞

ペ
デ

ス
タ

ル
底

部
に

温
度

計
を

設
置

し
，

指
示

値
の

上
昇

又
は

喪
失

に
よ

り
Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

検
知

に
用

い

る
。

 

デ
ブ

リ
の

落
下

，
堆

積
挙

動
の

不
確

か
さ

を
考

慮
し

て
等

間
隔

で
計

5
個

（
予

備
1

個
含

む
）

設
置

し
，

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
の

早
期

判
断

の
観

点
か

ら
，

2
個

以
上

が
上

昇
傾

向
（

デ
ブ

リ
落

下
に

よ
る

水
温

上

昇
）

又
は

ダ
ウ

ン
ス

ケ
ー

ル
（

温
度

計
の

溶
融

に
よ

る
短

絡
又

は
導

通
）

と
な

っ
た

場
合

に
，

Ｒ
Ｐ

Ｖ

破
損

を
判

断
す

る
。

 

＜
ペ

デ
ス

タ
ル

満
水

注
水

判
断

基
準

＞
 

ペ
デ

ス
タ

ル
底

面
か

ら
0
.
2
m

の
高

さ
に

温
度

計
を

設
置

し
，

0
.
2
m

以
上

の
デ

ブ
リ

堆
積

有
無

を
検

知

し
，

ペ
デ

ス
タ

ル
満

水
ま

で
の

注
水

可
否

を
判

断
す

る
。

ま
た

，
指

示
値

の
上

昇
又

は
喪

失
に

よ
り

，

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
検

知
に

用
い

る
。

 

デ
ブ

リ
の

落
下

，
堆

積
挙

動
の

不
確

か
さ

を
考

慮
し

て
等

間
隔

で
計

5
個

（
予

備
1

個
含

む
）

設
置

し
，

十
分

な
量

の
デ

ブ
リ

堆
積

検
知

の
観

点
か

ら
，

3
個

以
上

が
オ

ー
バ

ー
ス

ケ
ー

ル
（

デ
ブ

リ
の

接

触
に

よ
る

温
度

上
昇

）
又

は
ダ

ウ
ン

ス
ケ

ー
ル

（
温

度
計

の
溶

融
に

よ
る

短
絡

又
は

導
通

）
し

た
場

合

に
，

ペ
デ

ス
タ

ル
満

水
ま

で
の

注
水

を
判

断
す

る
。
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表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

7
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 圧 力 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

③
［

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

］
※

２

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

を
推

定
す

る
。

③
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

に
よ

り
，

圧
力

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

真
空

破
壊

装
置

，
ベ

ン
ト

管
を

介
し

て
均

圧
さ

れ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
優

先
す

る
。

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

③
［

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

］
※

２

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
推

定
す

る
。

③
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

に
よ

り
，

圧
力

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

真
空

破
壊

装
置

，
ベ

ン
ト

管
を

介
し

て
均

圧
さ

れ
る

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

を
優

先
す

る
。
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表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

8
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
①

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ

イ
ン

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

②
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

②
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位

③
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

，
低

圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

用
）

，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）
及

び
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

，
低

圧
代

替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）
並

び
に

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水

流
量

の
注

水
量

に
よ

り
,
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
推

定
す

る
。

 

②
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

又
は

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

の
変

化
に

よ
り

,
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・

プ
ー

ル
水

位
を

推
定

す
る

。
な

お
，

代
替

淡
水

貯
槽

又
は

西
側

淡
水

貯
水

設
備

の
補

給
状

況
も

考
慮

し

た
上

で
注

水
量

を
推

定
す

る
。

＜
ベ

ン
ト

判
断

基
準

＞

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
不

明
時

は
，

上
記

①
又

は
②

の
推

定
方

法
に

よ
り

，
注

水
量

及
び

水

源
の

水
位

変
化

か
ら

算
出

し
た

水
量

が
全

て
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
へ

移
行

す
る

場
合

を
想

定

し
て

お
り

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
計

測
目

的
か

ら
考

え
る

と
保

守
的

な
評

価
と

な
り

問

題
な

い
こ

と
か

ら
，

推
定

し
た

値
か

ら
ベ

ン
ト

実
施

判
断

基
準

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

通
常

水
位

＋
6
.
5
m
（

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

下
端

か
ら

－
1
.
6
4
m
）

の
到

達
確

認
を

も
っ

て
，

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

。
 

③
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

の
差

圧
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

注
水

先
に

近
い

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン

用
）

，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

及
び

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン

用
）

並
び

に
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

を
優

先
す

る
。

 

格
納

容
器

下
部

水
位

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

③
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

③
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位

④
［

格
納

容
器

下
部

雰
囲

気
温

度
］

※
２

①
格

納
容

器
下

部
水

位
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
格

納
容

器
下

部
水

位
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
の

注
水

量
に

よ
り

,
格

納
容

器
下

部
水

位
を

推
定

す
る

。

③
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

又
は

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

の
変

化
に

よ
り

，
格

納
容

器
下

部
水

位
を

推
定

す
る

。
な

お
，

代
替

淡
水

貯
槽

又
は

西
側

淡
水

貯
水

設
備

の
補

給
状

況
も

考
慮

し
た

上
で

注

水
量

を
推

定
す

る
。

④
デ

ブ
リ

の
少

量
落

下
時

（
デ

ブ
リ

堆
積

高
さ

＜
0
.
2
m
）

に
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

格
納

容
器

下
部

雰
囲

気
温

度
（

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

に
よ

り
，

デ
ブ

リ
が

冠
水

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。
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表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

9
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 

水 素 濃 度 

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
［

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
］

※
２

①
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

（
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

）
に

よ
り

，
水

素
濃

度
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 放 射 線 量 率 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

Ｄ
／

Ｗ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｓ

／
Ｃ

）

①
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

Ｓ
／

Ｃ
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

Ｓ
／

Ｃ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）

①
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｓ

／
Ｃ

）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｓ

／
Ｃ

）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

Ｄ
／

Ｗ
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

未 臨 界 の 維 持 又 は 監 視 

起
動

領
域

計
装

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
平

均
出

力
領

域
計

装

③
［

制
御

棒
操

作
監

視
系

］
※

２

①
起

動
領

域
計

装
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
起

動
領

域
計

装
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
,
平

均
出

力
領

域
計

装
に

よ
り

推
定

す
る

。

③
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

に
よ

り
全

制
御

棒
が

挿
入

状
態

に
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
場

合
は

，
未

臨
界

状
態

の
維

持
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

平
均

出
力

領
域

計
装

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
起

動
領

域
計

装

③
［

制
御

棒
操

作
監

視
系

］
※

２

①
平

均
出

力
領

域
計

装
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
平

均
出

力
領

域
計

装
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

起
動

領
域

計
装

に
よ

り
推

定
す

る
。

③
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

に
よ

り
全

制
御

棒
が

挿
入

状
態

に
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
場

合
は

，
未

臨
界

状
態

の
維

持
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

［
制

御
棒

操
作

監
視

系
］

※
２
 

①
起

動
領

域
計

装

②
平

均
出

力
領

域
計

装

①
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
起

動
領

域
計

装
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
平

均
出

力
領

域
計

装
に

よ
り

推
定

す
る

。

推
定

は
，

低
出

力
領

域
を

監
視

す
る

起
動

領
域

計
装

を
優

先
す

る
。
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代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
0
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

代 替 循 環 冷 却 系 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推

定
す

る
。

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

入
口

温
度

 
①

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

①
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
入

口
温

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

に
よ

り
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
入

口
温

度
を

推
定

す
る

。

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
代

替
循

環
冷

却
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

③
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

④
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

①
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
,
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。

③
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
か

ら
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
の

注
水

特
性

を
用

い
て

流
量

を
推

定
し

，
こ

の
流

量
か

ら
代

替
循

環
冷

却
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

を
差

し
引

い
て

，
代

替
循

環
冷

却

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。

④
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

に
よ

り
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

①
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量

①
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

①
代

替
循

環
冷

却
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
代

替
循

環
冷

却
系

ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

か
ら

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

の
注

水
特

性
を

用
い

て
流

量
を

推
定

し
，

こ
の

流
量

か

ら
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
を

差
し

引
い

て
，

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量

を
推

定
す

る
。

 

②
代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
，

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

，
サ

プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定

す
る

。
 

推
定

は
，

ポ
ン

プ
の

注
水

特
性

の
関

係
よ

り
推

定
す

る
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
，

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

を
優

先
す

る
。
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表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
1
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

格 納 容 器 圧 力 逃 が し 装 置 

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
①

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

②
フ

ィ
ル

タ
装

置
ス

ク
ラ

ビ
ン

グ
水

温
度

①
フ

ィ
ル

タ
装

置
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

又
は

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

の
傾

向
監

視
に

よ
り

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
の

健
全

性
を

推
定

す
る

。

②
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水
温

度
に

よ
り

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

同
じ

物
理

量
で

あ
る

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
を

優
先

す

る
。

 

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水
温

度
①

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

①
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

に
よ

り
フ

ィ
ル

タ
装

置
ス

ク
ラ

ビ
ン

グ
水

温
度

を
推

定
す

る
。

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

（
フ

ィ
ル

タ
装

置
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

）
）

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

①
フ

ィ
ル

タ
装

置
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン

ネ
ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

①
フ

ィ
ル

タ
装

置
入

口
水

素
濃

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す

る
。

②
フ

ィ
ル

タ
装

置
入

口
水

素
濃

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
が

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
の

配
管

内
を

通
過

す
る

こ
と

か
ら

，
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

に

よ
り

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。
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表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
2
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
 

 
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

耐 圧 強 化 ベ ン ト 系 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射

線
モ

ニ
タ

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 
①

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射

線
モ

ニ
タ

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ

り
推

定
す

る
。

 

残 留 熱 除 去 系 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

 
①

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
 

①
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

に
よ

り
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。
 

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

 
①

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

 

②
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

系
統

流
量

 

②
緊

急
用

海
水

系
流

量
（

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

）
 

②
緊

急
用

海
水

系
流

量
（

残
留

熱
除

去
系

補
機

）
 

①
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
出

口
温

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換

器
の

熱
交

換
量

評
価

か
ら

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

②
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

系
統

流
量

又
は

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
）

，
緊

急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
補

機
）

に
よ

り
，

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

を
優

先
す

る
。

 

 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
①

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

①
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

か
ら

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
の

注
水

特
性

を
用

い
て

，
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。
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表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
3
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 状 態 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
原

子
炉

水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

，
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）
に

よ
り

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

①
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

①
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合

は
，

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

，
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
に

よ
り

推
定

す
る

。

原
子

炉
圧

力
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

①
原

子
炉

圧
力

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

圧
力

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

③
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
す

る
こ

と
で

,
原

子
炉

圧
力

容
器

温

度
よ

り
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

圧
力

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

圧
力

に
よ

り
推

定
す

る
。

③
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
す

る
こ

と
で

,
原

子
炉

圧
力

容
器

温

度
よ

り
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。
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表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
4
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 状 態 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

の
1

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

故
障

し
た

場
合

は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し

て
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
に

よ
り

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

③
［

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

］
※

２

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

を
推

定
す

る
。

③
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

に
よ

り
，

圧
力

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

真
空

破
壊

装
置

，
ベ

ン
ト

管
を

介
し

て
均

圧
さ

れ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
優

先
す

る
。

 

原 子 炉 建 屋 内 の 状 態 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
①

原
子

炉
圧

力

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

※
２

①
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
の

低
下

に
よ

り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
推

定
す

る
。

②
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

に
よ

り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
を

優
先

す
る

。
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
①

原
子

炉
圧

力

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

※
２

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
の

低
下

に
よ

り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
推

定
す

る
。

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

に
よ

り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
を

優
先

す
る

。
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

①
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

※
２

①
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

圧
力

，
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
低

下
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

推
定

す
る

。

②
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

）
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
を

優
先

す
る

。
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

 
①

原
子

炉
圧

力

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

※
２

①
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
の

低
下

に
よ

り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
推

定
す

る
。

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

に
よ

り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
を

優
先

す
る

。
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表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
5
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

水 源 の 確 保 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
①

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量

①
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

①
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

①
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量

①
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

②
常

設
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

②
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

②
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

②
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

の
水

位
容

量
曲

線
を

用
い

て
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

注
水

す
る

高
圧

代
替

注
水

系
，

代
替

循
環

冷
却

系
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
，

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
，

残
留

熱
除

去
系

，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

の
流

量
と

経
過

時
間

よ
り

算
出

し
た

注
水

量
か

ら
推

定
す

る
。

 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
内

の
プ

ー
ル

水
を

水
源

と
す

る
常

設
高

圧
代

替
注

水
系

ポ

ン
プ

，
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
，

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

の
吐

出
圧

力
か

ら
各

ポ
ン

プ
が

正
常

に
動

作
し

て
い

る
こ

と
を

把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

 

＜
ポ

ン
プ

停
止

判
断

基
準

＞
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
不

明
時

は
，

上
記

①
又

は
②

の
推

定
方

法
に

よ
り

，
水

源
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

中
に

，
Ｅ

Ｃ
Ｃ

Ｓ
系

の
配

管
破

断
な

ど
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

が
流

出
し

，
ポ

ン
プ

の
必

要
Ｎ

Ｐ
Ｓ

Ｈ
が

得
ら

れ
ず

，
吐

出
圧

力
の

異
常

（
圧

力
低

下
，

ハ
ン

チ
ン

グ
な

ど
）

が
確

認
さ

れ
た

場
合

に
，

ポ
ン

プ
を

停
止

す
る

。
 

推
定

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

内
の

プ
ー

ル
水

を
水

源
と

す
る

ポ
ン

プ
の

注
水

量

を
優

先
す

る
。

 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
①

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

②
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

①
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

代
替

淡
水

貯
槽

を
水

源
と

す

る
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
又

は
可

搬
型

代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ
の

注
水

量
か

ら
，

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

を
推

定
す

る
。

な
お

，
代

替
淡

水
貯

槽
の

補
給

状
況

も
考

慮
し

た
上

で
水

位
を

推
定

す
る

。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

及
び

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

水
位

変
化

に
よ

り
代

替

淡
水

貯
槽

水
位

を
推

定
す

る
。

な
お

，
代

替
淡

水
貯

槽
の

補
給

状
況

も
考

慮
し

た
上

で
水

位
を

推
定

す
る

。

②
代

替
淡

水
貯

槽
を

水
源

と
す

る
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
の

吐
出

圧
力

か
ら

常
設

低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
が

正
常

に
動

作
し

て
い

る
こ

と
を

把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
，

水
源

で
あ

る
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

代
替

淡
水

貯
槽

を
水

源
と

す
る

ポ
ン

プ
の

注
水

量
を

優
先

す
る

。
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
6
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

水 源 の 確 保 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

 
①

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

①
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

西
側

淡
水

貯
水

設
備

を
水

源
と

す
る

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

の
注

水
量

か
ら

，
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
を

推
定

す
る

。
な

お
，

西

側
淡

水
貯

水
設

備
の

補
給

状
況

も
考

慮
し

た
上

で
水

位
を

推
定

す
る

。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

及
び

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

水
位

変
化

に
よ

り
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
を

推
定

す
る

。
な

お
，

西
側

淡
水

貯
水

設
備

の
補

給
状

況
も

考
慮

し
た

上
で

水
位

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

西
側

淡
水

貯
水

設
備

を
水

源
と

す
る

ポ
ン

プ
の

注
水

量
を

優
先

す
る

。
 

原 子 炉 建 屋 内 の 

水 素 濃 度 

原
子

炉
建

屋
水

素
濃

度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
器

動
作

監
視

装
置

①
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
器

動
作

監
視

装
置

（
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
器

入
ロ

／
出

ロ
の

温
度

差
に

よ
り

水
素

濃
度

を
推

定
）

に
よ

り
推

定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 酸 素 濃 度 

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｓ

／
Ｃ

）

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

③
［

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
］

※
２

①
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）
又

は
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｓ

／
Ｃ

）
に

て
炉

心
損

傷
を

判
断

し
た

後
，

初
期

酸
素

濃
度

と
保

守
的

な
Ｇ

値
を

入
力

と
し

た
評

価
結

果
（

解
析

結
果

）
に

よ
り

格
納

容
器

内

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

を
推

定
す

る
。

 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
又

は
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

，
格

納
容

器
内

圧
力

が
正

圧
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
で

，
事

故
後

の
原

子
炉

格
納

容
器

内
へ

の
空

気
（

酸
素

）
の

流
入

有
無

を

把
握

し
，

水
素

燃
焼

の
可

能
性

を
推

定
す

る
。

③
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

（
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

）
に

よ
り

，
酸

素
濃

度
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。
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表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
7
／

1
7
）

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

使 用 済 燃 料 プ ー ル の 監 視 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

Ｓ
Ａ

 

広
域

）
 

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
 

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
に

よ
り

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
温

度
を

推
定

す
る

。
ま

た
，

使
用

済
燃

料
プ

ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
に

て
，

水
位

と
放

射
線

量
率

の
関

係
か

ら
水

位

を
推

定
す

る
。

 

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

に
よ

り
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
状

態
を

監
視

す
る

。

推
定

は
，

温
度

の
場

合
は

同
じ

物
理

量
で

あ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

を
，

水
位

の
場

合
は

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

を
直

接
監

視
す

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
を

優
先

す
る

。

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

 
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

Ｓ
Ａ

広
域

）

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
 

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

に
よ

り
温

度
を

推
定

す
る

。

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
及

び
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

に
よ

り
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
状

態
を

監
視

す
る

。

推
定

は
，

同
じ

物
理

量
で

あ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

Ｓ
Ａ

広
域

）
を

優
先

す
る

。
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
 

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

に
て

水
位

を
計

測
し

た
後

，
水

位
と

放
射

線
量

率
の

関
係

か
ら

放
射

線

量
を

推
定

す
る

。
 

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
及

び
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

に
よ

り
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
状

態
を

監
視

す
る

。

推
定

は
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

を
直

接
監

視
す

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

を
優

先
す

る
。

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
 

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
 

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
に

て
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
状

態
を

推
定

す
る

。



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

 

8－8－1 

添付書類八 8 章を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－8－48 下 2～

下 1 

厚さ 400mm 以上 

材料 鉄筋コンクリート 

厚さ 395mm 以上 

材料 普通コンクリート 

*** 8－8－49 上 6～

上 7 

厚さ 400mm 以上 

材料 鉄筋コンクリート 

厚さ 395mm 以上 

材料 普通コンクリート 

 上 11～

上 12 

厚さ 400mm 以上 

材料 鉄筋コンクリート 

厚さ 395mm 以上 

材料 普通コンクリート 

 下 4～

下 1 

厚さ 1,200mm 以上（フ

ィルタ装置上流配管が敷

設される側の遮蔽） 

   400mm 以上（上記

以外の遮蔽） 

材料 鉄筋コンクリート 

厚さ 1,195mm 以上（フ

ィルタ装置上流配管が敷

設される側の遮蔽） 

   395mm 以上（上記

以外の遮蔽） 

材料 普通コンクリート 

*** 8－8－50 下 2～

下 1 

厚さ 100cm 以上 

材料 鉄筋コンクリート 

厚さ 99cm 以上 

材料 普通コンクリート 

 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－9－1 

添付書類八 9 章を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－9－7 上 12～ 

下 11 

冷却材喪失事故後，ド

ライウェル内蒸気の凝縮

が進み，ドライウェル圧 

力がサプレッション・チ

ェンバ圧力より下ると，

真空破壊装置が自動的に 

働き，サプレッション・

プール水のドライウェル

への逆流，あるいはドラ 

イウェルの破損を防止す

る。 

冷却材喪失事故後，ド

ライウェル圧力がサプレ

ッション・チェンバ圧力

より低下した場合に圧力

差により自動的に働き,

サプレッション・チェン

バのプール水逆流並びに

ドライウェルとサプレッ

ション・チェンバの差圧

によるダイヤフラム・フ

ロア及び原子炉圧力容器

基礎の破損を防止できる

設計とする。 

*** 8－9－24 上 11～ 

下 9 

…再閉止が可能な設計と

する。また，原子炉建屋

外側ブローアウトパネル

は，高圧の原子炉冷却材

が原子炉建屋原子炉棟に

漏えいして蒸気となり，

原子炉建屋原子炉棟の圧

…再閉止が可能な設計と

する。  



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－9－2 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

力が上昇した場合におい

て，外気との差圧により

自動的に開放し，原子炉

建屋原子炉棟内の圧力及

び温度を低下させること

ができる設計とする。 

*** 8－9－49 下 6 …常設代替交流電源設備

及び可搬型代替交流電源

設備からの… 

…常設代替交流電源設備

又は可搬型代替交流電源

設備からの… 

*** 8－9－55 下 13～ 

下 11 

…残留熱除去系（格納容

器スプレイ冷却系）及び

残留熱除去系（サプレッ

ション・プール冷却系）

が起動できない… 

…残留熱除去系（格納容

器スプレイ冷却系） が

起動できない… 

*** 8－9－56 上 3～ 

上 4 

残留熱除去系 ，残留

熱除去系海水系及び非常

用交流電源設備は，設計

基準事故対処設備で… 

残留熱除去系及び残留

熱除去系海水系 は，設

計基準事故対処設備で… 

下 7 非常用交流電源設備に

ついては，「10.1 非常

用電源設備」に記載す

（記載の削除） 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－9－3 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

る。 

*** 8－9－58 上 7 また，代替格納容器ス

プレイ冷却系（可搬型）

＿は，西側淡水貯水設備

を… 

代替格納容器スプレ

イ冷却系（可搬型）の可

搬型代替注水中型ポンプ

は，西側淡水貯水設備を

… 

上 10 …設計とする。 …設計とする。また,代

替格納容器スプレイ冷却

系（可搬型）の可搬型代

替注水大型ポンプは,代

替淡水貯槽を水源とする

ことで ,サプレッショ

ン・チェンバを水源とす

る残留熱除去系（格納容

器スプレイ冷却系）に対

して異なる水源を有する

設計とする。 

*** 8－9－59 上 1 …設計とする。 …設計とする。また,こ

れらの多様性及び位置的

分散によって,代替格納

容器スプレイ冷却系（常



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－9－4 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

設）及び代替格納容器ス

プレイ冷却系（可搬型）

は,互いに重大事故等対

処設備としての独立性を

有する設計とする。 

*** 8－9－60 上 3～

上 4 

…及び代替燃料プール注

水系（常設）として… 

…及び代替燃料プール注

水系 として… 

*** 8－9－82 上 9～

上 10 

台 数  1（予備 1） 

容 量  約 250m３／h

＿ 

台 数  2 

容 量  約 250m３／h

（1 台当たり） 

*** 8－9－89 下 7～ 

下 6 

…あらかじめ十分な水量

を確保し… 

…あらかじめ十分な水位

を確保し… 

*** 8－9－91 下 12～ 

下 11 

…西側淡水貯水設備又は

代替淡水源（代替淡水貯

槽を除く）の水を… 

…西側淡水貯水設備 の

水を… 

**** 8－9－91 下 6～ 

下 5 

…ポンプにより，代替淡

水源（代替淡水貯槽を除

く）の水を… 

…ポンプにより， 代替

淡水貯槽 の水を… 

*** 8－9－91 下 3～ 

下 2 

設計とする。なお，代替

淡水貯槽からも取水でき

設計とする。 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－9－5 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

る設計とする。 

**** 8－9－2 

*** 8－9－91 

下 5～

下 4 

下 7～

下 6 

…代替淡水源（代替淡水

貯槽を除く）が枯渇した

… 

…代替淡水源 が枯渇し

た… 

*** 8－9－95 上 6～ 

上 7 

…常設代替交流電源設備

及び可搬型代替交流電源

設備からの… 

…常設代替交流電源設備

又は可搬型代替交流電源

設備からの… 

下 9～

下 8 

…西側淡水貯槽設備を… …西側淡水貯水設備を… 

*** 8－9－97 下 9 …代替燃料プール注入系

（常設）としての… 

…代替燃料プール注水系 

 としての… 

*** 8－9－100 上 5～ 

上 7 

…接続口については， 

簡便な接続とし，接続治

具を用いてホースを確実

に接続することができる

設計とする。 

…接続口については，一

般的に使用される工具を

用いて接続可能なフラン

ジ接続によりホースを確

実に接続することができ

る設計とする。また,接

続口の口径を統一する 

設計とする。 

*** 8－9－123 下 7～ 水素排出に使用する原 （記載の削除） 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

 

8－9－6 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

下 1 子炉建屋ガス処理系及び

非常用交流電源設備並び 

に静的触媒式水素再結合

器による水素濃度の上昇

抑制に使用する原子炉建 

屋原子炉棟は，設計基準

事故対処設備であるとと

もに，重大事故等時にお 

いても使用するため，

「1.1.7 重大事故等対処

設備に関する基本方針」

に示す設計方針を適用す

る。ただし，多様性及び

位置的分散を考慮すべき

対象の設計基準事故対処

設備はないことから，

「1.1.7 重大事故等対処

設備に関する基本方針」

のうち多様性及び位置的

分散の設計方針は適用し

ない。 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－9－7 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－9－135 上 9 …抑制するための設備の

うち，炉心の… 

…抑制するための設備と

して，炉心の… 

上 11～ 

上 12 

…抑制するための設備と

して，原子炉建屋… 

…抑制するために，原子

炉建屋… 

*** 8－9－148 上 10 …また， 使用済燃料プ

ールの… 

…また，格納容器圧力逃

がし装置のフィルタ装置

へのスクラビング水補給

の水源として,さらに,使

用済燃料プールの… 

*** 8－9－149 上 1～ 

上 2 

…また， 使用済燃料プ

ールの… 

…また，格納容器圧力逃

がし装置のフィルタ装置

へのスクラビング水補給

の水源として,さらに,使

用済燃料プールの… 

*** 8－9－150 上 12～ 

下 7 

…水源であるとともに，

原子炉圧力容器及び原子 

炉格納容器への注水に使

用する設計基準事故対処

設備が機能喪失した場 

合の代替手段である低圧

代替注水系（可搬型），

…水源であるとともに，

格納容器圧力逃がし装置

のフィルタ装置へのスク

ラビング水補給の水源と

して，代替淡水源である

… 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－9－8 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

代替格納容器スプレイ 

冷却系（可搬型）及び格

納容器下部注水系（可搬

型）の水源として，ま 

た，使用済燃料プールの

冷却又は注水に使用する

設計基準事故対処設備 

が機能喪失した場合の代

替手段である代替燃料プ

ール注水系（注水ライ 

ン），代替燃料プール注

水系（常設スプレイヘッ

ダ）及び代替燃料プー 

ル注水系（可搬型スプレ

イノズル）の水源とし

て，代替淡水源である… 

*** 8－9－150 

～ 

*** 8－9－151 

下 4 

～ 

上 1 

各系統の詳細について

は，「4.3 使用済燃料貯

蔵槽の冷却等のための設

備」，「5.9 原子炉冷却

材圧力バウンダリ低圧時

（記載の削除） 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－9－9 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

に発電用原子炉を冷却す

るための設備」，「9.6 

原子炉格納容器内の冷却

等のための設備」及び

「9.8 原子炉格納容器下

部の溶融炉心を冷却する

ための設備」に記載す

る。 

*** 8－9－159 上 7～ 

上 8 

…接続口については， 

簡便な接続とし，接続治

具を用いてホースを確実

に接続することができる

設計とする。 

…接続口については，一

般的に使用される工具を

用いて接続可能なフラン

ジ接続によりホースを確

実に接続することができ

る設計とする。また，接

続口の口径を統一する設

計とする。 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－10－1 

添付書類八 10 章を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－10－2 下 8 …局所化できるとととも

に… 

…局所化できる ととも

に… 

*** 8－10－59 下 8 最高使用温度  66℃ 最高使用温度  55℃ 

*** 8－10－74 下 11 …村松 ・原子力1 号

線）… 

…村松線・原子力 1 号

線）… 

*** 8－10－115 上 1 設置個所… 設置箇所… 

*** 8－10－115 下 2 設置個所… 設置箇所… 

*** 8－10－140 下 9～ 

下 8 

…津波防護対象設備（非 

常用取水設備を除く。）

… 

…津波防護対象設備（貯

留堰及び取水構造物を除

く。）… 

*** 8－10－141 上 1 …津波防護対象設備（非

常用取水設備を除く。）

… 

…津波防護対象設備（貯

留堰及び取水構造物を除

く。）… 

上 12 …津波防護対象設備（非

常用取水設備を除く。）

… 

…津波防護対象設備（貯

留堰及び取水構造物を除

く。）… 

*** 8－10－141 下 8 …津波防護対象設備（非

常用取水設備を除く。）

… 

…津波防護対象設備（貯

留堰及び取水構造物を除

く。）… 

*** 8－10－142 上 12～ …津波防護対象設備（非 …津波防護対象設備（貯



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－10－2 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

上 13 常用取水設備を除く。）

… 

留堰及び取水構造物を除

く。）… 

下 9 …取水性能低下… …取水性 低下… 

*** 8－10－144 上 13 …津波防護対象設備（非

常用取水設備を除く。）

… 

…津波防護対象設備（貯

留堰及び取水構造物を除

く。）… 

*** 8－10－146 下 13～ 

下 12 

…津波防護対象設備（非

常用取水設備を除く。）

… 

…津波防護対象設備（貯

留堰及び取水構造物を除

く。）… 

*** 8－10－147 上 4～ 

上 5 

…津波防護対象設備（非

常用取水設備を除く。）

… 

…津波防護対象設備（貯

留堰及び取水構造物を除

く。）… 

*** 8－10－149 下 12～ 

下 11 

…防護対象設備（非常用

取水設備を除く。）… 

…防護対象設備（貯留堰

及 び 取 水 構 造 物 を 除

く。）… 

下 3～

下 2 

…防護対象設備（非常用

取水設備を除く。）… 

…防護対象設備（貯留堰

及 び 取 水 構 造 物 を 除

く。）… 

*** 8－10－150 上 12 …防護対象設備（非常用

取水設備を除く。）… 

…防護対象設備（貯留堰

及 び 取 水 構 造 物 を 除

く。）… 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－10－3 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

下 10～ 

下 9 

…防護対象設備（非常用

取水設備を除く。）… 

…防護対象設備（貯留堰

及 び 取 水 構 造 物 を 除

く。）… 

下 7 …防護対象設備（非常用

取水設備を除く。）… 

…防護対象設備（貯留堰

及び取水構造物を除

く。）… 

*** 8－10－151 下 2～ 

下 1 

…防護対象設備（非常用

取水設備を除く。）… 

…防護対象設備（貯留堰

及 び 取 水 構 造 物 を 除

く。）… 

*** 8－10－152 上 6 …防護対象設備（非常用

取水設備を除く。）… 

…防護対象設備（貯留堰

及 び 取 水 構 造 物 を 除

く。）… 

*** 8－10－155 上 2～ 

上 3 

…防護対象設備（非常用

取水設備を除く。）… 

…防護対象設備（貯留堰

及 び 取 水 構 造 物 を 除

く。）… 

*** 8－10－160 下 7 …防護対象設備（非常用

取水設備を除く。）… 

…防護対象設備（貯留堰

及 び 取 水 構 造 物 を 除

く。）… 

*** 8－10－161 上 12 …防護対象設備（非常用

取水設備を除く。）… 

…防護対象設備（貯留堰

及 び 取 水 構 造 物 を 除

く。）… 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－10－4 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 8－10－162 上 3～ 

上 4 

…防護対象設備（非常用

取水設備を除く。）… 

…防護対象設備（貯留堰

及 び 取 水 構 造 物 を 除

く。）… 

下 6～

下 5 

…防護対象設備（非常用

取水設備を除く。）… 

…防護対象設備（貯留堰

及 び 取 水 構 造 物 を 除

く。）… 

*** 8－10－163 上 13 …防護対象設備（非常用

取水設備を除く。）… 

…防護対象設備（貯留堰

及 び 取 水 構 造 物 を 除

く。）… 

*** 8－10－164 下 5～ 

下 4 

…防護対象設備（非常用

取水設備を除く。）… 

…防護対象設備（貯留堰

及 び 取 水 構 造 物 を 除

く。）… 

*** 8－10－174 上 3 材 料 炭素鋼 材 料 ステンレス鋼

上 7 材 料 炭素鋼 材 料 ステンレス鋼

上 10 材 料 炭素鋼 材 料 ステンレス鋼

*** 8－10－175 上 3 材 料 炭素鋼 材 料 ステンレス鋼

*** 8－10－212 上 7 (4) 緊急時対策所内の

は… 

(4) 緊急時対策所内に

は… 

*** 8－10－215 下 12～ 

下 11 

…緊急時対策所 の… …緊急時対策所等の… 

下 9～ …緊急時対策所 を正圧 …緊急時対策所建屋を正



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

8－10－5 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

下 8 化し… 圧化し… 

下 7 …緊急時対策所 を正圧

化し… 

…緊急時対策所等を正圧

化し… 

下 5 …緊急時対策所 が正圧

化された… 

…緊急時対策所等が正圧

化された… 

*** 8－10－219 上 10 …緊急時対策所 内を換

気… 

…緊急時対策所建屋内を

換気… 

*** 8－10－222 下 8 …緊急時対策所 の正圧

化された… 

…緊急時対策所等の正圧

化された… 

*** 8－10－265 上 10 …補機冷却用海水 ポン

プ… 

…補機冷却系海水系ポン

プ… 



添付書類十の一部補正 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

10－5－1 

添付書類十 5 章を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 10－5－12 

～ 

*** 10－5－17 

第5.1－1表 重大事故等

対策における手順書の概

要（4／19） 

別紙 10－5－1 に変更す

る。 

** 10－5－59 

～ 

** 10－5－62 

第5.1－1表 重大事故等

対策における手順書の概

要（6／19） 

別紙 10－5－2 に変更す

る。 

** 10－5－132 下 2～ 

下 1 

…非常用窒素供給系高圧

窒素ガスボンベ… 

…非常用窒素供給系高圧

窒素 ボンベ… 

** 10－5－168 第5.2－4表 大規模損壊

発生時の対応操作一覧

（2／8） 

別紙 10－5－3 に変更す

る。 



 

10－5－2 

第 5.1－1 表 重大事故等対策における手順書の概要（4／19） 

1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

方
針
目
的 

原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態において，設計基準事故対処設備が有する

発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子炉格納容

器の破損を防止するため，低圧代替注水系により発電用原子炉を冷却する手順等を整備

する。 

また，炉心が溶融し，原子炉圧力容器の破損に至った場合で，溶融炉心が原子炉圧力容

器内に残存した場合においても原子炉格納容器の破損を防止するため，低圧代替注水系

により残存溶融炉心を冷却する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（低圧注水系）若

しくは低圧炉心スプレイ系又は残留熱除去系（原子炉停止時冷

却系）が健全であれば，これらを重大事故等対処設備と位置付

け重大事故等の対処に用いる。 

原
子
炉
運
転
中
の
場
合 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

低
圧
代
替
注
水
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（低圧注水系）及

び低圧炉心スプレイ系の故障等により発電用原子炉の冷却が

できない場合は，以下の手段により原子炉圧力容器へ注水し，

発電用原子炉を冷却する。 

・代替淡水貯槽を水源として，低圧代替注水系（常設）によ

り注水する。

・低圧代替注水系（常設）により原子炉圧力容器へ注水でき

ない場合は，西側淡水貯水設備又は代替淡水貯槽を水源と

して，低圧代替注水系（可搬型）等により注水する。

なお，低圧代替注水系（可搬型）による注水は，海を水源と

して利用できる。 

別紙 10－5－1 



10－5－3 

1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

対
応
手
段
等 

原
子
炉
運
転
中
の
場
合 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
系
）
及
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
復
旧 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（低圧注水系）及

び低圧炉心スプレイ系が全交流動力電源喪失等により使用で

きない場合は，低圧代替注水系による発電用原子炉の冷却に加

え，常設代替交流電源設備等を用いて非常用所内電気設備へ給

電することにより残留熱除去系（低圧注水系）及び低圧炉心ス

プレイ系を復旧し，サプレッション・チェンバを水源として，

原子炉圧力容器へ注水し，発電用原子炉を冷却する。 

また，常設代替交流電源設備等へ燃料を給油し，電源の供給

を継続することにより残留熱除去系（低圧注水系）及び低圧炉

心スプレイ系を運転継続する。 

発電用原子炉の停止後は，残留熱除去系（原子炉停止時冷却

系）に移行し，長期的に発電用原子炉を除熱する。 

溶
融
炉
心
が
原
子
炉
圧
力
容
器
内
に
残
存
す
る
場
合 

低
圧
代
替
注
水
系
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却 

溶融炉心が原子炉圧力容器を破損し原子炉格納容器下部へ

落下するものの，溶融炉心が原子炉圧力容器内に残存した場合

は，以下の手段により原子炉圧力容器へ注水し，残存溶融炉心

を冷却する。 

・代替淡水貯槽を水源として，低圧代替注水系（常設）によ

り注水する。

・低圧代替注水系（常設）により残存溶融炉心の冷却ができ

ない場合は，サプレッション・チェンバを水源として，代

替循環冷却系により注水する。

・代替循環冷却系により残存溶融炉心の冷却ができない場合

は，西側淡水貯水設備又は代替淡水貯槽を水源として，低

圧代替注水系（可搬型）等により注水する。 

なお，低圧代替注水系（可搬型）による注水は，海を水源と

して利用できる。 



10－5－4 

1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

対
応
手
段
等 

原
子
炉
停
止
中
の
場
合 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障 

低
圧
代
替
注
水
系 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（原子炉停止時冷

却系）が故障等により発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合

は，以下の手段により原子炉圧力容器へ注水し，発電用原子炉

を冷却する。 

・代替淡水貯槽を水源として，低圧代替注水系（常設）によ

り注水する。

・低圧代替注水系（常設）により原子炉圧力容器へ注水でき

ない場合は，西側淡水貯水設備又は代替淡水貯槽を水源と

して，低圧代替注水系（可搬型）等により注水する。

なお，低圧代替注水系（可搬型）による注水は，海を水源と

して利用できる。 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
系
）
の
復
旧 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（原子炉停止時冷

却系）が全交流動力電源喪失等により使用できない場合は，低

圧代替注水系による発電用原子炉の冷却に加え，常設代替交流

電源設備を用いて非常用所内電気設備へ給電することにより，

残留熱除去系（原子炉停止時冷却系）を復旧し，発電用原子炉

の除熱を実施する。 

また，常設代替交流電源設備等へ燃料を給油し，電源の供給

を継続することにより残留熱除去系（原子炉停止時冷却系）を

運転継続する。  

配
慮
す
べ
き
事
項 

原
子
炉
運
転
中
の
場
合 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（低圧注水系）及

び低圧炉心スプレイ系の故障により発電用原子炉の冷却機能

が喪失した場合において，低圧代替注水系（常設）に異常がな

く，交流動力電源及び水源（代替淡水貯槽）が確保されている

場合は，低圧代替注水系（常設）により発電用原子炉を冷却す

る。 

低圧代替注水系（常設）により原子炉の冷却ができない場合

において，低圧代替注水系（可搬型）に異常がなく，燃料及び

水源（西側淡水貯水設備又は代替淡水貯槽）が確保されている

場合は，低圧代替注水系（可搬型）により発電用原子炉を冷却

する。 



10－5－5 

1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項 

原
子
炉
運
転
中
の
場
合 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障 

外部電源，常設代替交流電源設備により交流動力電源が確

保できた場合において，残留熱除去系海水系の運転ができる

場合は，残留熱除去系（低圧注水系）により発電用原子炉を

冷却する。残留熱除去系（低圧注水系）の運転ができない場

合は，低圧炉心スプレイ系により発電用原子炉を冷却する。 

残留熱除去系海水系が使用できない場合は，緊急用海水系

を運転し，残留熱除去系（低圧注水系）により発電用原子炉

を冷却する。 

代替残留熱除去系海水系の設置による残留熱除去系（低圧

注水系）の復旧に時間を要するため，低圧代替注水系等によ

る発電用原子炉の冷却を並行して実施する。その際の優先順

位は，フロントライン系故障時の優先順位と同様である。 

溶
融
炉
心
が
原
子
炉
圧
力
容
器
内
に
残
存
す
る
場
合 

溶融炉心が原子炉圧力容器内に残存した場合において，低圧

代替注水系（常設）に異常がなく，交流動力電源及び水源（代

替淡水貯槽）が確保されている場合は，低圧代替注水系（常設）

により残存溶融炉心を冷却する。 

低圧代替注水系（常設）により残存溶融炉心の冷却ができな

い場合において，代替循環冷却系に異常がなく，交流動力電源

及び水源（サプレッション・チェンバ）が確保されている場合

は，代替循環冷却系により残存溶融炉心を冷却する。 

代替循環冷却系により残存溶融炉心の冷却ができない場合

において，低圧代替注水系（可搬型）に異常がなく，燃料及び

水源（西側淡水貯水設備又は代替淡水貯槽）が確保されている

場合は，低圧代替注水系（可搬型）により残存溶融炉心を冷却

する。 

なお，代替循環冷却系により発電用原子炉を冷却する場合

は，代替格納容器スプレイ冷却系と配管を共有しない系統を選

択する。 



10－5－6 

1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項 

原
子
炉
停
止
中
の
場
合 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（原子炉停止時冷

却系）の故障等により発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合

において，低圧代替注水系（常設）に異常がなく，交流動力電

源及び水源（代替淡水貯槽）が確保されている場合は，低圧代

替注水系（常設）により発電用原子炉を冷却する。 

低圧代替注水系（常設）により原子炉の冷却ができない場合

において，低圧代替注水系（可搬型）に異常がなく，燃料及び

水源（西側淡水貯水設備又は代替淡水貯槽）が確保されている

場合は，低圧代替注水系（可搬型）により発電用原子炉を冷却

する。 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障 

外部電源，常設代替交流電源設備により交流動力電源が確

保できた場合において，残留熱除去系海水系の運転ができる

場合は，残留熱除去系（原子炉停止時冷却系）により発電用

原子炉を除熱する。 

残留熱除去系海水系が使用できない場合は，緊急用海水系

を運転し，残留熱除去系（原子炉停止時冷却系）により発電

用原子炉を除熱する。緊急用海水系を運転できない場合は，

代替残留熱除去系海水系を設置し，残留熱除去系（原子炉停

止時冷却系）により発電用原子炉を除熱する。 

代替残留熱除去系海水系の設置による残留熱除去系（原子炉

停止時冷却系）の復旧に時間を要するため，低圧代替注水系等

による発電用原子炉の冷却を並行して実施する。その際の優先

順位は，フロントライン系故障時の優先順位と同様である。 

残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
に 

お
け
る
留
意
事
項 

低圧代替注水系等により十分な注水量が確保できない場合は，原子炉格

納容器内へのスプレイを優先する。 

作
業
性 

低圧代替注水系（可搬型）で使用する可搬型代替注水中型ポンプ及び可

搬型代替注水大型ポンプのホースの接続は，汎用の結合金具を使用し，容

易に操作できるよう十分な作業スペースを確保する。 
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1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項 

電
源
確
保 

全交流動力電源喪失時は，代替交流電源設備等を用いて低圧代替注水系

等による注水に必要な設備へ給電する。 

燃
料
給
油 

配慮すべき事項は，「1.14 電源の確保に関する手順等」の燃料給油と同

様である。 
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第 5.1－1 表 重大事故等対策における手順書の概要（6／19） 

1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

方
針
目
的 

設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪失した場合において，

炉心の著しい損傷を防止するため，代替格納容器スプレイ冷却系により原子炉格納容器内

の圧力及び温度を低下させる手順等を整備する。 

また，炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防止するた

め，代替格納容器スプレイ冷却系により原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物

質の濃度を低下させる手順等を整備する。 

対
応
手
段
等 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器スプレイ

冷却系）及び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）が

健全であれば，重大事故等対処設備と位置付け重大事故等の対処

に用いる。 

炉
心
損
傷
前 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器スプレイ

冷却系）の故障等により原子炉格納容器内の冷却ができない場合

は，以下の手段により原子炉格納容器内へスプレイし，原子炉格

納容器内の圧力及び温度を低下させる。 

・代替淡水貯槽を水源として，代替格納容器スプレイ冷却系

（常設）によりスプレイする。

・代替格納容器スプレイ冷却系（常設）により原子炉格納容器

内へスプレイできない場合は，西側淡水貯水設備又は代替淡

水貯槽を水源として，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）

等によりスプレイする。

なお，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による原子炉格

納容器内の冷却は，海を水源として利用できる。 

別紙 10－5－2 
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1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

対
応
手
段
等 

炉
心
損
傷
前 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
） 

及
び
残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
冷
却
系
）
の
復
旧 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器スプレイ

冷却系）が全交流動力電源喪失等により使用できない場合は，代

替格納容器スプレイ冷却系による原子炉格納容器内の冷却に加

え，常設代替交流電源設備等を用いて非常用所内電気設備へ給電

することにより残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）を復旧

し，サプレッション・チェンバを水源として原子炉格納容器内へ

スプレイする。

また，設計基準事故対処設備である残留熱除去系（サプレッシ

ョン・プール冷却系）が全交流動力電源喪失等により使用できな

い場合は，常設代替交流電源設備等を用いて非常用所内電気設備

へ給電することにより残留熱除去系（サプレッション・プール冷

却系）を復旧し，サプレッション・チェンバを水源としてサプレ

ッション・プール水を除熱する。 

緊急用海水系が運転できない場合，残留熱除去系（格納容器ス

プレイ冷却系）及び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却

系）の復旧に時間を要する場合は，代替格納容器スプレイ冷却系

（常設）等により原子炉格納容器内へのスプレイを並行して実施

する。 

炉
心
損
傷
後 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器スプレイ

冷却系）の故障等により原子炉格納容器内の冷却ができない場合

は，以下の手段により原子炉格納容器内へスプレイし，原子炉格

納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させる。 

・代替淡水貯槽を水源として，代替格納容器スプレイ冷却系

（常設）によりスプレイする。

・代替格納容器スプレイ冷却系（常設）により原子炉格納容器

内へスプレイできない場合は，西側淡水貯水設備又は代替淡

水貯槽を水源として，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）

等によりスプレイする。

なお，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による原子炉格

納容器内の冷却は，海を水源として利用できる。 

また，原子炉圧力容器破損前に代替格納容器スプレイを実施す

ることで原子炉格納容器内の温度の上昇を抑制し，逃がし安全弁

の環境条件を緩和する。 
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1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

対
応
手
段
等 

炉
心
損
傷
後 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
） 

及
び
残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
冷
却
系
）
の
復
旧 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器スプレイ

冷却系）が全交流動力電源喪失等により使用できない場合は，代

替格納容器スプレイ冷却系による原子炉格納容器内の冷却に加

え，常設代替交流電源設備等を用いて非常用所内電気設備へ給電

することにより残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）を復旧

し，サプレッション・チェンバを水源として原子炉格納容器内へ

スプレイする。 

また，設計基準事故対処設備である残留熱除去系（サプレッシ

ョン・プール冷却系）が全交流動力電源喪失等により使用できな

い場合は，常設代替交流電源設備等を用いて非常用所内電気設備

へ給電することにより残留熱除去系（サプレッション・プール冷

却系）を復旧し，サプレッション・チェンバを水源としてサプレ

ッション・プール水を除熱する。 

緊急用海水系が運転できない場合，残留熱除去系（格納容器ス

プレイ冷却系）及び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却

系）の復旧に時間を要する場合は，代替格納容器スプレイ冷却系

（常設）等により原子炉格納容器内へのスプレイを並行して実施

する。 

配
慮
す
べ
き
事
項 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器スプレ

イ冷却系）の故障等により原子炉格納容器内の冷却ができない

場合において，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）に異常が

なく，交流動力電源及び水源（代替淡水貯槽）が確保されてい

る場合は，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）により原子炉

格納容器内を冷却する。 

代替格納容器スプレイ冷却系（常設）により原子炉格納容器内

の冷却ができない場合において，代替格納容器スプレイ冷却系

（可搬型）に異常がなく，燃料及び水源（西側淡水貯水設備又は

代替淡水貯槽）が確保されている場合は，代替格納容器スプレイ

冷却系（可搬型）により原子炉格納容器内を冷却する。 
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1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

作
業
性 

代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）で使用する可搬型代替

注水中型ポンプ及び可搬型代替注水大型ポンプのホース等の接

続は，汎用の結合金具を使用し，容易に操作できるよう十分な作

業スペースを確保する。 

配
慮
す
べ
き
事
項 

電
源
確
保 

全交流動力電源喪失時は，代替交流電源設備等を用いて代替

格納容器スプレイ冷却系等による原子炉格納容器内の冷却に必

要な設備へ給電する。 

燃
料
給
油 

配慮すべき事項は，「1.14 電源の確保に関する手順等」の燃料

給油と同様である。 
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第 5.2－4 表 大規模損壊発生時の対応操作一覧（2／8） 

対応操作 内 容 
技術的能力に係る
審査基準（解釈）

の該当項目 

炉心の著し
い損傷を緩
和するため
の対策 

原子炉減圧操作 原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の
状態であって，低圧の注水機能を働か
せるために，自動減圧系，原子炉減圧
の自動化又は逃がし安全弁若しくはタ
ービン・バイパス弁を使用した中央制
御室からの手動操作により発電用原子
炉を減圧する。 

・第 3 項，4 項
（1.3）

可搬型代替直流
電源設備による
逃 が し 安 全 弁
（ 自 動 減 圧 機
能）開放 

常設直流電源系統喪失により逃がし安
全弁の原子炉減圧機能が喪失した場
合，可搬型代替直流電源設備により逃
がし安全弁（自動減圧機能）の作動に
必要な直流電源を確保し，逃がし安全
弁（自動減圧機能）を開放して発電用
原子炉を減圧する。 

逃がし安全弁用
可搬型蓄電池に
よる逃がし安全
弁（自動減圧機
能）開放 

常設直流電源系統喪失により逃がし安
全弁の原子炉減圧機能が喪失した場
合，中央制御室にて逃がし安全弁（自
動減圧機能）の作動回路に逃がし安全
弁用可搬型蓄電池を接続し，逃がし安
全弁（自動減圧機能）を開放して発電
用原子炉を減圧する。 

非常用逃がし安
全弁駆動系によ
る逃がし安全弁
（ 逃 が し 弁 機
能）開放 

逃がし安全弁の駆動に必要なアキュム
レータの供給圧力の喪失により逃がし
安全弁（自動減圧機能）の機能が喪失
した場合，非常用逃がし安全弁駆動系
により逃がし安全弁（逃がし弁機能
（自動減圧機能なしＡ ,Ｇ ,Ｓ及び
Ｖ））の電磁弁排気ポートに窒素を供
給し，逃がし安全弁（逃がし弁機能
（自動減圧機能なしＡ ,Ｇ ,Ｓ及び
Ｖ））を開放して発電用原子炉を減圧
する。

非常用窒素供給
系による逃がし
安全弁（自動減
圧機能）駆動源
確保 

窒素供給系からの窒素の供給が喪失
し，逃がし安全弁の作動に必要な窒素
の供給圧力が低下した場合，供給源を
非常用窒素供給系高圧窒素ボンベに切
り替えることで逃がし安全弁（自動減
圧機能）の機能を確保する。 

別紙 10－5－3 
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留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
系

）
に

よ
る

原
子

炉

注
水

を
継

続
す

る
こ

と
で

，
原

子
炉

水
位

を
維

持

し
，

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却

系
）

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
又

は
残

留
熱

除
去

系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

冷
却

系
）

に
よ

る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
冷

却
を

継
続

す
る

。

ま
た

，
原

子
炉

建
屋

ガ
ス

処
理

系
及

び
中

央
制

御

室
換

気
系

を
起

動
し

，
機

能
喪

失
し

て
い

る
設

備

の
復

旧
に

努
め

る
と

と
も

に
，

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

）
に

切
り

替
え

，
冷

温

停
止

状
態

と
す

る
。

（
解

析
上

の
時

刻
）

 

（
約

0
秒

）

原
子

炉
水

位
低

（
レ

ベ
ル

３
）

 

到
達

原
子

炉
水

位
不

明
 

で
な

い
こ

と
の

確
認

 

水
位

不
明

で
は

な
い

 
原

子
炉

満
水

操
作

※
１

３

水
位

不
明

 

原
子

炉
水

位
の

調
整

操
作

 

（
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
））

※
１
４
 

主
蒸

気
隔

離
弁

閉
止

 

逃
が

し
安

全
弁

（
安

全

弁
機

能
）

に
よ

る
原

子

炉
圧

力
制

御
確

認
※

４
 

Ⅳ
 

原
子

炉
水

位
の

調
整

操
作

 

（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

）
※
５
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
以

外
に

よ
る

原
子

炉
注

水
操

作
 

・
ほ

う
酸

水
注

入
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

操
作

・
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

操
作

・
補

給
水

系
に

よ
る

原
子

炉
注

水
操

作

・
可

搬
型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
又

は
可

搬
型

代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ
を

用
い

た
低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原

子
炉

注
水

操
作

Ⅱ
 

再
循

環
系

ポ
ン

プ
 

ト
リ

ッ
プ

の
確

認
※

４

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
の

 

起
動

準
備

操
作

※
９

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
 

除
熱

操
作

 

代
替

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
を

用
い

た

残
留

熱
除

去
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

 

及
び

格
納

容
器

除
熱

操
作

 

Ⅲ
 

凡
 

例
 

：
操

作
・

確
認

（
運

転
員

）
 

：
プ

ラ
ン

ト
状

態
（

解
析

）
 

：
判

断
 

：
解

析
上

考
慮

し
な

い
操

作
 

：
重

大
事

故
等

対
応

要
員

（
現

場
）

の
作

業
 

：
運

転
員

と
重

大
事

故
等

対
応

要
員

（
現

場
）

 

の
共

同
作

業
 

取
水

機
能

喪
失

の
確

認
※

８

※
１

 
外

部
電

源
が

喪
失

し
，

か
つ

全
て

の
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

等
か

ら
の

受
電

に
失

敗
す

る
こ

と
に

よ

り
，

全
て

の
所

内
高

圧
系

統
（

6
.
9
k
V
）

が
使

用
不

能
と

な
っ

た
場

合
。

 

※
２

 
重

大
事

故
等

発
生

を
通

信
連

絡
設

備
に

よ
り

確
認

し
た

現
場

作
業

員
は

退
避

を
実

施
す

る
。

※
３

 
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

は
，

中
央

制
御

室
に

て
平

均
出

力
領

域
計

装
等

に
よ

り
確

認
す

る
。

な
お

，
外

部
電

源
が

な
い

場
合

は
，

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
等

が
一

旦
自

動
起

動
す

る
が

，
取

水
機

能

喪
失

に
よ

り
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

用
海

水
ポ

ン
プ

が
起

動
し

て
い

な
い

場
合

は
，

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク

に
よ

り
6
0
秒

間
運

転
を

継
続

し
た

後
に

停
止

す
る

。
 

※
４

 
中

央
制

御
室

に
て

，
機

器
ラ

ン
プ

表
示

，
警

報
，

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
，

系
統

流
量

，
原

子
炉

水
位

（
広

帯

域
）
，

原
子

炉
圧

力
等

に
て

確
認

す
る

。
 

※
５

 
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

に
よ

り
，

原
子

炉
水

位
を

原
子

炉
水

位
低

（
レ

ベ
ル

３
）

か
ら

原
子

炉
水

位
高

（
レ

ベ
ル

８
）

の
間

に
維

持
す

る
。

 

※
６

 
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
操

作
に

よ
り

外
部

電
源

受
電

及
び

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
等

の
起

動
が

で
き

ず
，

非
常

用
母

線
の

電
源

回
復

が
で

き
な

い
場

合
，

早
期

の
電

源
回

復
不

能
と

判
断

す
る

。
 

※
７

 
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

に
伴

う
低

圧
注

水
機

能
喪

失
を

確
認

し
た

場
合

は
，

速
や

か
に

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

を
用

い
た

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

の
準

備
を

開
始

す
る

。
 

※
８

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
3
2
℃

以
上

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
冷

却

を
実

施
す

る
が

，
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

の
起

動
操

作
に

失
敗

す
る

こ
と

で
取

水
機

能
喪

失
を

判
断

す
る

。
 

※
９

 
取

水
機

能
喪

失
の

確
認

後
，

あ
ら

か
じ

め
低

圧
で

注
水

可
能

な
系

統
の

準
備

操
作

を
実

施
す

る
。

※
１

０
 

原
子

炉
注

水
に

必
要

な
弁

が
動

作
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

※
１

１
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

熱
容

量
制

限
（

原
子

炉
が

高
圧

の
場

合
は

6
5
℃

）
以

上
の

場
合

は
，

低
圧

で
原

子
炉

注
水

可
能

な
系

統
又

は
低

圧
代

替
注

水
系

1
系

統
以

上
起

動
で

き
た

後
に

逃
が

し
安

全
弁

（
自

動
減

圧
機

能
）

の
手

動
に

よ
る

原
子

炉
減

圧
操

作
を

実
施

す
る

。
ま

た
，

実
際

の
操

作
で

は
，

原
子

炉
圧

力
が

低
下

し
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

が
開

始
さ

れ
た

後
に

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
が

停
止

す
る

が
，

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
の

み
に

よ
る

原
子

炉
注

水
性

能
を

確
認

す
る

観
点

で
，

原
子

炉
減

圧
開

始
と

同
時

に
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

は
停

止
す

る
想

定
と

し
て

い
る

。
 

※
１

２
 

原
子

炉
減

圧
時

に
は

原
子

炉
水

位
計

凝
縮

槽
内

の
原

子
炉

冷
却

材
の

減
圧

沸
騰

に
よ

り
原

子
炉

水
位

の
指

示
値

の
信

頼
性

が
損

な
わ

れ
る

お
そ

れ
が

あ
る

た
め

，
原

子
炉

水
位

不
明

で
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

原
子

炉
水

位
不

明
は

，
以

下
の

い
ず

れ
か

に
よ

り
判

断
す

る
。

 

・
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

と
原

子
炉

圧
力

の
関

係
が

原
子

炉
水

位
不

明
領

域
に

入
っ

た
場

合

・
原

子
炉

水
位

の
計

装
電

源
が

喪
失

し
た

場
合

・
原

子
炉

水
位

の
指

示
値

の
ば

ら
つ

き
が

大
き

く
燃

料
有

効
長

頂
部

以
上

で
あ

る
こ

と
が

判
断

で
き

な

い
場

合

※
１

３
 

原
子

炉
水

位
不

明
の

場
合

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
を

満
水

と
し

，
原

子
炉

圧
力

と
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
の

差
圧

を
確

認
す

る
こ

と
で

，
原

子
炉

水
位

が
燃

料
有

効
長

頂
部

以
上

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

※
１

４
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
り

，
原

子
炉

水
位

を
原

子
炉

水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）
か

ら
原

子
炉

水
位

高
（

レ
ベ

ル
８

）
の

間
に

維
持

す
る

。
 

※
１

５
 

取
水

機
能

喪
失

の
確

認
後

，
緊

急
用

海
水

系
の

起
動

操
作

を
実

施
す

る
。

実
際

に
は

緊
急

用
海

水
系

の
起

動
操

作
が

完
了

し
た

時
点

で
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

が

3
2
℃

以
上

の
場

合
は

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

冷
却

系
）
，

格
納

容
器

圧
力

が

0
.
2
4
5
M
P
a
［

g
a
g
e
］

以
上

の
場

合
は

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
の

運
転

を
開

始
す

る
が

，
評

価
上

は
格

納
容

器
圧

力
が

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

の
実

施
基

準
で

あ
る

0
.
2
7
9
M
P
a
［

g
a
g
e
］

に
到

達
し

た
時

点
で

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
の

運
転

を
開

始
す

る
想

定
と

し
て

い
る

。
 

※
１

６
 

残
留

熱
除

去
系

は
，

原
子

炉
水

位
低

（
レ

ベ
ル

３
）

に
て

原
子

炉
注

水
運

転
に

切
り

替
え

，
原

子
炉

水
位

高
（

レ
ベ

ル
８

）
に

て
格

納
容

器
除

熱
運

転
に

切
り

替
え

る
。

 

【
有

効
性

評
価

の
対

象
と

し
て

い
な

い
が

他
に

取
り

得
る

手
段

】
 

Ⅰ
 高

圧
代

替
注

水
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

も
可

能
で

あ
る

。
 

Ⅱ
 技

術
基

準
上

の
全

て
の

要
求

事
項

を
満

た
す

こ
と

や
全

て
の

プ
ラ

ン
ト

状
況

に
お

い
て

使
用

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

が
，

プ
ラ

ン
ト

状
況

に
よ

っ
て

は
，

事
故

対
応

に
有

効
な

設
備

と
な

る
ほ

う
酸

水
注

入
系

，
消

火
系

，
補

給
水

系
，

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

を
用

い
た

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

及
び

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

を
用

い
た

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

も
実

施
可

能
で

あ
る

。
 

Ⅲ
 技

術
基

準
上

の
全

て
の

要
求

事
項

を
満

た
す

こ
と

や
全

て
の

プ
ラ

ン
ト

状
況

に
お

い
て

使
用

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

が
，

プ
ラ

ン
ト

状
況

に
よ

っ
て

は
，

事
故

対
応

に
有

効
な

設
備

と
な

る
代

替
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

を
用

い
た

残
留

熱
除

去
系

の
使

用
も

可
能

で
あ

る
。

 

Ⅳ
 代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

及
び

格
納

容
器

除
熱

，
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
を

用
い

た
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

及
び

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

並
び

に
可

搬
型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
を

用
い

た
低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
も

実
施

可
能

で
あ

る
。

 

技
術

基
準

上
の

全
て

の
要

求
事

項
を

満
た

す
こ

と
や

全
て

の
プ

ラ
ン

ト
状

況
に

お
い

て
使

用
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
が

，
プ

ラ
ン

ト
状

況
に

よ
っ

て
は

，
事

故
対

応
に

有

効
な

設
備

と
な

る
可

搬
型

代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ
を

用
い

た
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
，

消
火

系
及

び
補

給
水

系
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

も
実

施
可

能
で

あ
る

。
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系

の
回

復
操

作
 

緊
急

用
海

水
系

を
用

い
た

 

海
水

通
水

操
作

※
１

５

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
注

水
操

作
及

び
格

納
容

器
除

熱
操

作
，

常
設

低
圧

代
替

注
水

ポ
ン

プ
を

用
い

た
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）

並
び

に
可

搬
型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
又

は
可

搬
型

代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ
を

用
い

た
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

操
作

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
 

に
よ

る
原

子
炉

注
水

確
認

 

高
圧

代
替

注
水

系
に

よ
る

 

原
子

炉
注

水
操

作
 

高
圧

代
替

注
水

系
に

よ
る

 

原
子

炉
注

水
は

 

解
析

上
考

慮
せ

ず
 

Ⅰ
 

Y
e
s
 

N
o
 

常
設

代
替

交
流

電
源

設

備
に

よ
る

非
常

用
母

線

の
受

電
操

作
 

早
期

の
電

源
回

復
不

能
 

の
確

認
※

６

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

に
よ

る
燃

料

給
油

操
作

低
圧

代
替

注
水

系
 

（
可

搬
型

）
の

 

起
動

準
備

操
作

※
７
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

2
台
注
水
準
備
完
了

※
１

０
 

代
替

の
注

水
系

準
備

操
作

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉

注
水

と
同

等

の
流

量
確

保
又

は
注

水
開

始
不

可
 

別紙 10－7.1－1 



10－7.1－3 

 

第
7
.
1
.
8
－

1
図

 
敷

地
に

遡
上

す
る

津
波

へ
の

防
護

対
策

概
要

 

タ
ー

ビ
ン

へ

逃
が

し
安

全
弁

 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

(
Ｃ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ｂ

)
 

高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｂ

)
 

※
3

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

→
 

↑
 

↑
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

代
替

淡
水

貯
槽

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン

・
プ

ー
ル

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

※
1

※
2

残
留

熱
除

去
系

 

海
水

系
ポ

ン
プ

(
Ａ

)
，

(
Ｃ

)
 

→
 

→
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱

除
去

系
 

海
水

系
ポ

ン
プ

 

(
Ｂ

)
，

(
Ｄ

)
 

※
1
 海

へ
※

2
 

海
へ

 

↑
 

常
設

代
替

高
圧

 

電
源

装
置

 

Ｇ
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

※
3

格
納

容
器

圧
力

 

逃
が

し
装

置
 

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

 

ピ
ッ

ト
【

a
】

 

※
4

常
設

代
替

 

高
圧

電
源

 

装
置

置
場

 

【
c
】

 

原
子

炉
建

屋
 

西
側

接
続

口

【
a
】

 
→

 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
用

海
水

ポ
ン

プ
等

 

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
【

a
】

 
（

凡
例

）
 

防
護

対
象

範
囲

 

a
：

建
屋

・
壁

に
よ

り
津

波
に

よ
る

影
響

か
ら

防
護

 

b
：

津
波

に
よ

る
影

響
に

対
し

て
機

能
維

持
で

き
る

よ
う

設
計

 

c
：

津
波

に
よ

る
影

響
の

な
い

高
所

に
設

置
 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
格

納
槽

 

【
地

下
格

納
槽

：
a
，

地
上

敷
設

部
：

b
】

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

格
納

槽
【

a
】

 

Ｇ
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

 

発
電

機
等

 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

可
搬

型
代

替
注

水
 

中
型

ポ
ン

プ
 

可
搬

型
設

備
保

管
場

所
【

c
】

 

可
搬

型
設

備
用

 

軽
油

タ
ン

ク
 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

 

※
4

高
所

東
側

 

接
続

口
 

↑
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ａ

)
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

)
 

→
 

→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 ※
1

※
2

高
所

西
側

 

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

【
b
】

 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
 

Ａ
系

及
び

 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
 

Ｂ
系

 緊
急

用
 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
 

外
部

電
源

 

別紙 10－7.1－2 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

10－7.2－1 

添付書類十 7.2 章を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 10－7.2－18 上 9～ 

上 10 

…，ガス温度 30℃，純

度 99vol％にて 200 m３

／h（窒素 198 m３／h

及び酸素 2 m３／h）… 

…，ガス温度 30℃，純度

99vol％にて 200Nm３／h

（窒素 198Nm３／h 及び酸

素 2Nm３／h）… 

** 10－7.2－45 第 7.2.1.2－2 表 主要

解析条件（雰囲気圧力・

温度による静的負荷（格

納容器過圧・過温破損）

）（代替循環冷却系を使

用する場合）（3／4） 

別紙 10－7.2－1 に変更

する。 

** 10－7.2－128 下 6～ 

下 5 

…，ガス温度 30℃，純

度 99vol％にて 200 m３

／h（窒素 198 m３／h

及び酸素 2 m３／h）… 

…，ガス温度 30℃，純度

99vol％にて 200Nm３／h

（窒素 198Nm３／h 及び酸

素 2Nm３／h）… 

** 10－7.2－157 第 7.2.2－2 表 主要解

析条件（高圧溶融物放出

／格納容器雰囲気直接加

熱）（4／5） 

別紙 10－7.2－2 に変更

する。 

*** 10－7.2－27 第 7.2.2－1 図 高圧溶

融物放出／格納容器雰囲

別紙 10－7.2－3 に変更

する。 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

10－7.2－2 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

気直接加熱時の重大事故

等対策の概略系統図（4

／5）（原子炉圧力容器

破損後の代替循環冷却系

による格納容器除熱， 

代替格納容器スプレイ冷

却系（常設）による格納

容器冷却段階） 



10－7.2－3 

第
7
.
2
.
1
.
2
－
2
表
 
主
要
解
析
条
件
（
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）
）
 

（
代
替
循
環
冷
却
系
を
使
用
す
る
場
合
）
（
3
／
4
）
 

項
目
 

主
要
解
析
条
件
 

条
件

設
定
の

考
え

方
 

重 大 事 故 等 対 策 に 関 連 す る 機 器 条 件 

原
子

炉
ス
ク

ラ
ム

信
号
 

原
子

炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
信
号
 

短
時
間
で
あ
る
が
原
子
炉
熱

出
力

が
維

持
さ

れ
る

厳
し

い
設

定
と

し
て

，
外

部
電

源
喪

失

時
の
タ
ー
ビ
ン
蒸
気
加
減
弁

急
閉

及
び

原
子

炉
保

護
系

電
源

喪
失

に
よ

る
原

子
炉

ス
ク

ラ

ム
に
つ
い
て
は
保
守
的
に
考

慮
せ

ず
，

原
子

炉
水

位
低

（
レ

ベ
ル

３
）

信
号

に
て

ス
ク

ラ

ム
す
る
も
の
と
し
て
設
定

主
蒸

気
隔
離

弁
 

事
象

発
生
と
同
時
に
閉
止
 

短
時
間
で
あ
る
が
主
蒸
気
が

格
納

容
器

内
に

維
持

さ
れ

る
厳

し
い

設
定

と
し

て
，

原
子

炉

保
護
系
電
源
喪
失
及
び
原
子

炉
水

位
異

常
低

下
（

レ
ベ

ル
２

）
信

号
に

よ
る

主
蒸

気
隔

離

弁
閉
止
に
つ
い
て
は
保
守
的

に
考

慮
せ

ず
，

事
象

発
生

と
同

時
に

主
蒸

気
隔

離
弁

が
閉

止

す
る
も
の
と
し
て
設
定
 

再
循

環
系
ポ

ン
プ

 
事

象
発

生
と
同
時
に
停
止
 

事
象
進
展
に
与
え
る
影
響
は

軽
微

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
に

よ
る

ポ

ン
プ
停
止
を
踏
ま
え
て
設
定

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
 

注
水
流
量
：
2
3
0
m
３
／
h
（
一
定
）
 

炉
心
冷
却
の
維
持
に
必
要
な
流
量
と
し
て
設
定
 

代
替

格
納
容

器
ス

プ
レ

イ
 

冷
却

系
（
常

設
）

 
ス
プ
レ
イ
流
量
：
1
3
0
m
３
／
h
（
一
定
）

格
納
容
器
雰
囲
気
温
度
及
び
圧
力
抑
制
に
必
要
な
ス
プ
レ
イ
流
量
を
考
慮
し
，
設
定
 

格
納

容
器
下

部
注

水
系
 

（
常

設
）
 

解
析

上
考
慮
し
な
い
 

格
納
容
器
雰
囲
気
温
度
の
挙

動
を

厳
し

く
評

価
す

る
た

め
，

初
期

条
件

と
し

て
ペ

デ
ス

タ

ル
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
部
）
の

プ
ー

ル
水

を
考

慮
し

て
い

な
い

こ
と

か
ら

，
常

設
低

圧
代

替

注
水
系
ポ
ン
プ
を
用
い
た
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

（
ド

ラ

イ
ウ
ェ
ル
部
）
水
位
の
確
保

操
作

に
つ

い
て

も
考

慮
し

な
い

代
替

循
環
冷

却
系

 

総
循
環
流
量
：
2
5
0
m
３
／
h
 

・
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
：
1
5
0
m
３
／
h

・
原
子
炉
注
水
：
1
0
0
m
３
／
h

炉
心
冷
却
の
維
持
に
必
要
な

流
量

，
格

納
容

器
圧

力
及

び
雰

囲
気

温
度

の
抑

制
に

必
要

な

ス
プ
レ
イ
流
量
を
考
慮
し
て

設
定

緊
急

用
海
水

系
 

代
替

循
環
冷
却
系
か
ら
緊
急
用
海
水
系
へ
の
伝

熱
容
量
：
約

14
M
W
 

（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度

10
0℃

，

海
水
温
度

3
2
℃
に
お
い
て
）

熱
交
換
器
の
設
計
性
能
に
基

づ
き

，
代

替
循

環
冷

却
系

の
除

熱
性

能
を

厳
し

く
す

る
観

点

で
，
過
去
の
実
績
を
包
含
す

る
高

め
の

海
水

温
度

を
設

定
 

可
搬

型
窒
素

供
給

装
置
 

総
注

入
流
量
：
2
0
0
N
m
３
／
h
 

・
窒
素
：
1
9
8
N
m
３
／
h

・
酸
素
：
2
N
m
３
／
h

ガ
ス
温
度
：
3
0
℃

総
注
入
流
量
は
格
納
容
器
内

の
酸

素
濃

度
上

昇
抑

制
に

必
要

な
流

量
と

し
て

設
定

 

酸
素
注
入
流
量
は
純
度

9
9
v
o
l
％
を
考
慮
し
て
残
り
全
て
を
酸
素
と
し
て
設
定
 

ガ
ス
温
度
は
気
象
条
件
を
考

慮
し

て
設

定
 

別紙 10－7.2－1 



10－7.2－4

第
7
.
2
.
2
－
2
表
 
主
要
解
析
条
件
（
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）
（
4
／
5
）
 

項
目
 

主
要
解
析
条
件
 

条
件

設
定
の

考
え

方
 

重 大 事 故 等 対 策 に 関 連 す る 機 器 条 件 

代
替

格
納
容

器
ス

プ
レ

イ

冷
却

系
（
常

設
）

 

原
子

炉
圧
力
容
器
破
損
後
：
 

3
00
m
３
／

h
に
て
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
 

格
納
容
器
圧
力
及

び
雰

囲
気

温
度

抑
制

に
必

要
な

ス
プ

レ
イ

流
量

を
考

慮
し

て
設

定
 

格
納

容
器
圧
力
制
御
：
 

1
30
m
３
／

h
に
て
格
納
容
器
へ
ス
プ
レ
イ
 

格
納
容
器
圧
力
及

び
雰

囲
気

温
度

抑
制

に
必

要
な

ス
プ

レ
イ

流
量

を
考

慮
し

て
設

定
 

格
納

容
器
下

部
注

水
系

（
常

設
）
 

8
0m

３
／
h
に
て
ペ
デ
ス
タ
ル
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
部
）
へ

注
水
 

溶
融
炉
心
の
冠
水

が
継

続
可

能
な

流
量

と
し

て
設

定
 

代
替

循
環
冷

却
系

 

原
子

炉
圧
力
容
器
破
損
前
：
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
：
2
5
0
m
３
／
h
 

格
納
容
器
圧
力
及

び
雰

囲
気

温
度

抑
制

に
必

要
な

ス
プ

レ
イ

流
量

を
考

慮
し

て
設

定
 

原
子

炉
圧
力
容
器
破
損
後
：
 

総
循
環
流
量
：
2
5
0
m
３
／
h
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
：
1
5
0
m
３
／
h
 

原
子
炉
注
水
：
1
0
0
m
３
／
h
 
 

格
納
容
器
圧
力
及
び

雰
囲
気

温
度

抑
制

に
必

要
な

ス
プ

レ
イ

流
量

及
び

溶
融

炉
心

の

冷
却
に
必
要
な
注
水

量
を
考

慮
し

て
設

定
 

緊
急

用
海
水

系
 

代
替

循
環
冷
却
系
か
ら
緊
急
用
海
水
系
へ
の
伝
熱
容

量
：
約

1
4
M
W
 

（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度

1
0
0
℃
，
海
水

温
度

3
2
℃
に
お
い
て
）

熱
交
換
器
の
設
計
性

能
に
基

づ
き

，
過

去
の

実
績

を
包

含
す

る
高

め
の

海
水

温
度

を

設
定
 

可
搬

型
窒
素

供
給

装
置
 

総
注

入
流
量
：
2
0
0
N
m
３
／
h
 

窒
素
：
1
9
8
N
m
３
／
h
 

酸
素
：
2
N
m
３
／
h
 

ガ
ス
温
度
：
3
0
℃
 

総
注
入
流
量
は
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度
上

昇
抑

制
に

必
要

な
流

量
と

し
て

設
定

 

酸
素
注
入
流
量
は
純
度

9
9
v
o
l
％
を
考
慮
し
て
残
り
全
て
を
酸
素
と
し
て
設
定
 

ガ
ス
温
度
は
気
象

条
件

を
考

慮
し

て
設

定
 

コ
リ

ウ
ム
シ

ー
ル

ド
材

料
：

ジ
ル
コ
ニ
ア
耐
熱
材
 

侵
食
開
始
温
度
：
2
,
1
0
0
℃
 

材
料
は
，
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の

侵
食

を
抑

制
す

る
観

点
か

ら
設

定
 

侵
食
開
始
温
度
は
，

ジ
ル
コ

ニ
ア

耐
熱

材
の

侵
食

試
験

結
果

に
基

づ
き

設
定
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10－7.2－5 

タ
ー
ビ
ン
へ

逃
が
し
安
全
弁
 

（
自
動
減
圧
機
能
）
 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）
 

残
留
熱
除
去
系
 

ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
 

高
圧
炉
心
 

ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

残
留
熱
除
去
系
 

ポ
ン
プ
（
Ａ
）
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
 

常
設
低
圧
代
替
注
水
系
 

ポ
ン
プ
（
Ａ
）
，
（
Ｂ
）
 

※
3

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

→
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

代
替
淡
水
貯
槽
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ

※
3

耐
圧
強
化
 

ベ
ン
ト
系
 

格
納
容
器
 

圧
力
逃
が
し
装
置
 

軽
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
1

※
2

残
留
熱
除
去
系
 

海
水
系
ポ
ン
プ
 

（
Ａ
）
，
（
Ｃ
）
 

→
 

→
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱
除
去
系
 

海
水
系
ポ
ン
プ
 

（
Ｂ
）
，
（
Ｄ
）
 

※
1

※
2

※
1
 海

へ
※

2
 

海
へ
 

常
設
代
替
高
圧
電
源

装
置
 

Ｇ
 

常
設
高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
 

←
 

ぺ
デ
 

ス
タ
ル

原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
 

↑
 

↑
 

↑
 

Ｇ
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ

可
搬
型
設
備
用
軽
油
タ
ン
ク
 

可
搬
型
窒
素
供
給
装
置
 

西
側
淡
水
貯
水
設
備
 

↑
 代

替

循
環
 

冷
却
系
 

ポ
ン
プ
 

（
Ｂ
）
 

緊
急
用
海
水
 

ポ
ン
プ
（
Ａ
）
，
（
Ｂ
）
 

→
 

→
 

凡
 
例
 ：
安
全
機
能
の
喪
失
を
仮
定
す
る
設
備
 

：
評
価
上
考
慮
し
な
い
設
備

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
及

び
高

圧
炉

心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

格
納
容
器
窒
素
供
給

ラ
イ
ン
東
側
接
続
口

代
替
 

循
環
 

冷
却
系
 

ポ
ン
プ
 

（
Ａ
）
 

格
納
容
器
窒
素
供
給

ラ
イ
ン

西
側
接
続
口

外
部
電
源
 

第
7
.
2
.
2
－
1
図
 
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
時
の
重
大
事
故
等
対
策
の
概
略
系
統
図
（
4
／
5
）
 

（
原
子
炉
圧
力
容
器
破
損
後
の
代
替
循
環
冷
却
系
に
よ
る
格
納
容
器
除
熱
，
 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
に
よ
る
格
納
容
器
冷
却
段
階
）
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なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

10－7.4－1 

添付書類十 7.4 章を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 10－7.4－49 第 7.4.2－1 図 全交流

動力電源喪失時の重大事

故等対策の概略系統図

（1／2） 

（原子炉減圧及び低圧代

替注水系（常設）による

原子炉注水段階） 

別紙 10－7.4－1 に変更

する。 



 

10－7.4－2 

 
第

7
.
4
.
2
－
1
図
 
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
の
重
大
事
故
等
対
策
の
概
略
系
統
図
（
1
／
2
）
 

（
原
子
炉
減
圧
及
び
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
注
水
段
階
）
 

タ
ー
ビ
ン
へ
 

逃
が
し
安
全
弁
 

（
自
動
減
圧
機
能
）
 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
(
Ｃ
)
 

残
留
熱
除
去
系
 

ポ
ン
プ
(
Ｂ
)
 高
圧
炉
心
 

ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
 

残
留
熱
除
去
系
 

ポ
ン
プ
(
Ａ
)
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
 

常
設
低
圧
代
替
注
水
系
 

ポ
ン
プ
(
Ａ
)
，
(
Ｂ
)
 

※
3
 

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

→
 

↑
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

代
替
淡
水
貯
槽
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
 

・
プ
ー
ル
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
 

チ
ェ
ン
バ
 

※
3
 

耐
圧
強
化
 

ベ
ン
ト
系
 

格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
 

軽
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 ※

1
 

※
2
 

残
留
熱
除
去
系
 

海
水
系
ポ
ン
プ
(
Ａ
)
，
(
Ｃ
)
 

→
 

→
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱
除

去
系
 

海
水
系
ポ

ン
プ
 

(
Ｂ
)
，
(
Ｄ
)
 

※
1
 海

へ
 

※
2
 

海
へ
 

常
設
代
替
高
圧

電
源
装
置
 

Ｇ
 

Ｇ
 

２
Ｃ
非
常
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
，
２
Ｄ
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
及
び
高
圧
 

炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

代
替
 

循
環
 

冷
却
系
 

ポ
ン
プ
 

(
Ａ
)
 

常
設
高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
 

←
 

←
→

 

＊
1
 

＊
1
 

＊
1
 

＊
1
 

 

＊
1
 
開
操
作
に
当
た
っ
て
格
納
容
器
隔
離
信
号
の
リ
セ
ッ
ト
が
必
要
な
弁

 

＊
2
 
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
（
残
留
熱
除
去
系
の
故
障
に
よ
る
停
止
時
冷
却
機
能
喪
失
）
の
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
る
「
残

留
熱
除
去
系
の
故
障
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
喪
失
）
＋
崩
壊
熱
除
去
・
炉
心
冷
却
失
敗
」
の
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
の
燃
料
損
傷
防
止
対
策
の
有
効

性
を
確
認
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
海
水
系
の
機
能
喪
失
を
重
畳
さ
せ
る
も
の
と
す
る
 

↑
 

1
2
5
V
系
蓄
電
池
Ａ
系
及
び

1
2
5
V
系
蓄
電
池
Ｂ
系
 

緊
急
用

1
2
5
V
系

蓄
電
池
 

凡
 
例
 

：
安

全
機

能
の

喪
失

又
は

点
検

に
伴

う
待

機
除

外
を
仮
定
す
る
設
備
 

：
従
属
的
に
使
用
不
能
と
な
る
設
備
 

①
非
常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発

電
機
等

の
機
能

喪
失
に

伴
い
，

従
属
的

に
使
用

不
能
 

②
残
留
熱

除
去
系

海
水
系

の
機
能

喪
失
に

伴
い
，

従
属
的

に
使
用

不
能
 

③
点
検
に

伴
う
待

機
除
外

中
 

①
②
 

①
②
 

①
 

代
替
 

循
環
 

冷
却
系
 

ポ
ン
プ
 

(
Ｂ

) 

→
 

→
 

緊
急
用
海
水
 

ポ
ン
プ
(
Ａ
)
，
(
Ｂ
)
 

※
1
 

※
2
 

③
 

＊
2
 

＊
2
 

＊
2
 

＊
2
 

高
所
東
側
 

接
続
口
 

高
所
西
側
 

接
続
口
 

原
子
炉
建
屋
 

西
側
接
続
口
 

原
子
炉
建
屋
 

東
側
接
続
口
 

外
部
電
源
 

↑
 

↑
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追補１の一部補正 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

追補１－1.6－1 

追補１「1.6」を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 追補１－ 

1.6－126 

第1.6－29図 重大事故

等時の対応手段選択フロ

ーチャート（3／5） 

別紙－追補１－1.6－1 に

変更する。 



追補１－1.6－2

原子炉格納容器の破損を防止するための対応手段

(1) フロントライン系故障時の対応手段の選択（1／2）

 

第 1.6－29 図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート（3／5） 

残留熱除去系

（格納容器スプレイ冷却系）

機能喪失

交流動力電源

あり

Yes 

No 

常設代替交流電源設備等

による交流動力電源確保

（5／5）から 

※1

代替淡水貯槽

水源使用可能

No 

Yes 

（凡例）

：プラント状態

：操作・確認

：判断

：重大事故等対処設備

優先①

代替格納容器スプレイ冷却系

（常設）による原子炉格納容器

内へのスプレイ

重大事故等へ対処する

ために消火系による消

火が必要な火災の発生

なし

No 

ろ過水貯蔵タンク

多目的タンク

水源使用可能

Yes 

No 

Yes 

No 

優先②

消火系による

原子炉格納容器内への

スプレイ

復水貯蔵タンク

水源使用可能

優先③

補給水系による

原子炉格納容器内への

スプレイ

Yes 

優先④

代替格納容器スプレイ冷却系

（可搬型）による原子炉格納容

器内へのスプレイ

別紙－追補１－1.6－1 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

 

追補１－1.14－1 

追補１「1.14」を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*** 追補１－ 

1.14－30 

～ 

*** 追補１－

1.14－36 

 第1.14.1－2表 重大事

故等対処に係る監視計器 

別紙－追補１－1.14－1

に変更する。 

 



追補１－1.14－2 

第 1.14.1－2 表 重大事故等対処に係る監視計器 

監視計器一覧（1／7） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.1 代替電源（交流）による対応手順 

(1)代替交流電源設備による給電

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

｢電源供給回復｣ 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

｢停止時電源復旧｣ 

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧

操
作 

電源 

緊急用Ｍ／Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

常設代替高圧電源装

置運転監視 

常設代替高圧電源装置発電機電圧 

常設代替高圧電源装置発電機周波数 

常設代替高圧電源装置発電機電力 

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

｢電源供給回復｣ 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

｢停止時電源復旧｣ 

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

操
作 

電源 
Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧 

緊急時対策室建屋ガ

スタービン発電機運

転監視

緊急時対策室建屋ガスタービン発電機電圧 

緊急時対策室建屋ガスタービン発電機周波数 

緊急時対策室建屋ガスタービン発電機電力 

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

｢電源供給回復｣ 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

｢停止時電源復旧｣ 

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

操
作 

電源 
Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧 

可搬型代替低圧電源

車運転監視 

可搬型代替低圧電源車発電機電圧 

可搬型代替低圧電源車発電機周波数 

可搬型代替低圧電源車発電機電力 

1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

(1)代替直流電源設備による給電

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

「電源供給回復」 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

「停止時電源復旧」 

ＡＭ設備別操作手順書 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

操
作 

電源 
直流125V主母線盤２Ａ電圧 

直流125V主母線盤２Ｂ電圧 

別紙－追補１－1.14－1 



追補１－1.14－3 

監視計器一覧（2／7） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

(1)代替直流電源設備による給電

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

「電源供給回復」 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

「停止時電源復旧」 

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

操
作 

電源 
直流125V主母線盤２Ａ電圧 

直流125V主母線盤２Ｂ電圧 

可搬型代替低圧電源

車運転監視 

可搬型代替低圧電源車発電機電圧 

可搬型代替低圧電源車発電機電力 

可搬型代替低圧電源車発電機周波数 

可搬型整流器運転監

視 

可搬型整流器電圧 

可搬型整流器電流 

1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

(2)常設直流電源喪失時の遮断器用制御電源確保

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

「電源供給回復」 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

「停止時電源復旧」 

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

操
作 

電源 

緊急用Ｍ／Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

常設代替高圧電源装

置運転監視 

常設代替高圧電源装置発電機電圧 

常設代替高圧電源装置発電機周波数 

常設代替高圧電源装置発電機電力 

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

｢電源供給回復｣ 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

｢停止時電源復旧｣ 

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

操
作 

電源 
Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧 

緊急時対策室建屋ガ

スタービン発電機運

転監視

緊急時対策室建屋ガスタービン発電機電圧 

緊急時対策室建屋ガスタービン発電機周波数 

緊急時対策室建屋ガスタービン発電機電力 

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

｢電源供給回復｣ 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

｢停止時電源復旧｣ 

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

操
作 

電源 
Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧 

可搬型代替低圧電源

車運転監視 

可搬型代替低圧電源車発電機電圧 

可搬型代替低圧電源車発電機周波数 

可搬型代替低圧電源車発電機電力 



追補１－1.14－4 

監視計器一覧（3／7） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.3 代替所内電気設備による対応手順 

(1)代替交流電源設備による代替所内電気設備への給電

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

「電源供給回復」 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

「停止時電源復旧」 

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

緊急用Ｍ／Ｃ電圧 

操
作 

電源 緊急用Ｍ／Ｃ電圧 

常設代替高圧電源装

置運転監視 

常設代替高圧電源装置発電機電圧 

常設代替高圧電源装置発電機周波数 

常設代替高圧電源装置発電機電力 

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

｢電源供給回復｣ 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

｢停止時電源復旧｣ 

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

緊急用Ｍ／Ｃ電圧 

操
作 

電源 

Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧 

緊急用Ｐ／Ｃ電圧 

可搬型代替低圧電源

車運転監視 

可搬型代替低圧電源車発電機電圧 

可搬型代替低圧電源車発電機周波数 

可搬型代替低圧電源車発電機電力 

1.14.2.3 代替所内電気設備による対応手順 

(2)代替直流電源設備による代替所内電気設備への給電

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

「電源供給回復」 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

「停止時電源復旧」 

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

緊急用Ｍ／Ｃ電圧 

緊急用Ｐ／Ｃ電圧 

緊急用直流125V主母線盤電圧

操
作 

電源 緊急用直流125V主母線盤電圧 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

緊急用Ｍ／Ｃ電圧 

緊急用Ｐ／Ｃ電圧 

緊急用直流125V主母線盤電圧

操
作 

電源 緊急用直流125V主母線盤電圧

可搬型代替低圧電源

車運転監視 

可搬型代替低圧電源車発電機電圧 

可搬型代替低圧電源車発電機電力 

可搬型代替低圧電源車発電機周波数 

可搬型整流器運転監

視 

可搬型整流器電圧 

可搬型整流器電流 



追補１－1.14－5 

監視計器一覧（4／7） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.4 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替電源による対応手順 

(1)非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替交流電源による給電

ａ．常設代替交流電源設備による非常用高圧母線への給電

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

｢電源供給回復｣ 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

｢停止時電源復旧｣ 

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

操
作 

電源 

緊急用Ｍ／Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

常設代替高圧電源装置

運転監視 

常設代替高圧電源装置発電機電圧 

常設代替高圧電源装置発電機周波数 

常設代替高圧電源装置発電機電力 

1.14.2.4 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替電源による対応手順 

(1)非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替交流電源による給電

ｂ．高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機による非常用高圧母線への給電

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

｢電源供給回復｣ 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

｢停止時電源復旧｣ 

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

緊急用Ｍ／Ｃ電圧 

操
作 

電源 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｅ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

ＨＰＣＳ Ｄ／Ｇ運転

監視 

ＨＰＣＳ Ｄ／Ｇ発電機電圧 

ＨＰＣＳ Ｄ／Ｇ発電機電力 

ＨＰＣＳ Ｄ／Ｇ発電機周波数 

1.14.2.4 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替電源による対応手順 

(1)非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替交流電源による給電

ｃ．緊急時対策室建屋ガスタービン発電機による非常用低圧母線への給電

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

｢電源供給回復｣ 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

｢停止時電源復旧｣ 

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

緊急用Ｍ／Ｃ電圧 

操
作 

電源 
Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧 

緊急時対策室建屋ガス

タービン発電機運転監

視

緊急時対策室建屋ガスタービン発電機電圧 

緊急時対策室建屋ガスタービン発電機周波数 

緊急時対策室建屋ガスタービン発電機電力 



追補１－1.14－6 

監視計器一覧（5／7） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.4 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替電源による対応手順 

(1)非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替交流電源による給電 

ｄ．可搬型代替交流電源設備による非常用低圧母線への給電 

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

｢電源供給回復｣ 

 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

｢停止時電源復旧｣ 

 

ＡＭ設備別操作手順書 

 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

緊急用Ｍ／Ｃ電圧 

Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧 

操
作 

電源 
Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧 

可搬型代替低圧電源

車運転監視 

可搬型代替低圧電源車発電機電圧 

可搬型代替低圧電源車発電機周波数 

可搬型代替低圧電源車発電機電力 

1.14.2.4 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替電源による対応手順 

 (2)非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替直流電源による給電 

ａ．所内常設直流電源設備による直流125V主母線盤への給電 

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

「電源供給回復」 

 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

「停止時電源復旧」 

 

ＡＭ設備別操作手順書 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

直流125V主母線盤２Ａ電圧 

直流125V主母線盤２Ｂ電圧 

操
作 

電源 
直流125V主母線盤２Ａ電圧 

直流125V主母線盤２Ｂ電圧 

1.14.2.4 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替電源による対応手順 

 (2)非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替直流電源による給電 

ｂ．高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機による直流125V主母線盤への給電 

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

「電源供給回復」 

 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

「停止時電源復旧」 

 

ＡＭ設備別操作手順書 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

操
作 

電源 Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

ＨＰＣＳ Ｄ／Ｇ運転

監視 

ＨＰＣＳ Ｄ／Ｇ発電機電圧 

ＨＰＣＳ Ｄ／Ｇ発電機電力 

ＨＰＣＳ Ｄ／Ｇ発電機周波数 

 

  



追補１－1.14－7 

監視計器一覧（6／7） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.4 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替電源による対応手順 

(2)非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替直流電源による給電

ｃ. 可搬型代替直流電源設備による直流125V主母線盤への給電

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

「電源供給回復」 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

「停止時電源復旧」 

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｐ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｐ／Ｃ ２Ｄ電圧 

直流125V主母線盤２Ａ電圧 

直流125V主母線盤２Ｂ電圧 

操
作 

電源 
直流125V主母線盤２Ａ電圧 

直流125V主母線盤２Ｂ電圧 

可搬型代替低圧電源

車運転監視 

可搬型代替低圧電源車発電機電圧 

可搬型代替低圧電源車発電機電力 

可搬型代替低圧電源車発電機周波数 

可搬型整流器運転監

視 

可搬型整流器電圧 

可搬型整流器電流 

1.14.2.5 代替海水送水による対応手順 

(1)代替海水送水による電源給電機能の復旧

ＡＭ設備別操作手順書 

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

操
作 

電源 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

可搬型代替注水大型

ポンプ運転監視 

２Ｃ非常用ディーゼル発電機機関入口圧力 

２Ｄ非常用ディーゼル発電機機関入口圧力 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機機関入口圧力 

1.14.2.6 燃料の補給手順 

(1)燃料給油設備による給油

重大事故等対策要領 

判
断
基
準 

補機監視機能 
可搬型設備用軽油タンク(1)～(8)レベル 

タンクローリレベル

操
作 

補機監視機能 
可搬型設備用軽油タンク(1)～(8)レベル 

タンクローリレベル

ＡＭ設備別操作手順書 

判
断
基
準 

補機監視機能 
軽油貯蔵タンク(Ａ)レベル 

軽油貯蔵タンク(Ｂ)レベル 

操
作 

補機監視機能 
軽油貯蔵タンク(Ａ)レベル 

軽油貯蔵タンク(Ｂ)レベル 



追補１－1.14－8 

監視計器一覧（7／7） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.7 設計基準事故対処設備による対応手順 

(1)非常用交流電源設備による非常用所内電気設備への給電

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

｢電源供給回復｣ 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

｢停止時電源復旧｣ 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

操
作 

電源 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

２Ｃ・２Ｄ・ＨＰＣＳ 

Ｄ／Ｇ運転監視 

２Ｃ Ｄ／Ｇ発電機電圧 

２Ｄ Ｄ／Ｇ発電機電圧 

ＨＰＣＳ Ｄ／Ｇ発電機電圧 

２Ｃ Ｄ／Ｇ発電機電力 

２Ｄ Ｄ／Ｇ発電機電力 

ＨＰＣＳ Ｄ／Ｇ発電機電力 

２Ｃ Ｄ／Ｇ発電機周波数 

２Ｄ Ｄ／Ｇ発電機周波数 

ＨＰＣＳ Ｄ／Ｇ発電機周波数 

補機監視機能 

軽油貯蔵タンク（Ａ）レベル 

軽油貯蔵タンク（Ｂ）レベル 

２Ｃ非常用ディーゼル発電機燃料油デイタンクレベ

ル 

２Ｄ非常用ディーゼル発電機燃料油デイタンクレベ

ル 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料油デイタ

ンクレベル

ＤＧＳＷ海水流量（２Ｃ）

ＤＧＳＷ海水流量（２Ｄ）

ＤＧＳＷ海水流量（ＨＰＣＳ）

1.14.2.7 設計基準事故対処設備による対応手順 

(2)非常用直流電源設備による給電

非常時運転手順書Ⅱ 

（徴候ベース） 

｢電源供給回復｣ 

非常時運転手順書Ⅱ 

（停止時徴候ベース） 

｢停止時電源復旧｣ 

判
断
基
準 

電源 

275kV東海原子力線１Ｌ電圧 

275kV東海原子力線２Ｌ電圧 

154kV原子力1号線電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｃ電圧 

Ｍ／Ｃ ２Ｄ電圧 

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ電圧 

直流125V主母線盤２Ａ電圧 

直流125V主母線盤２Ｂ電圧 

直流125V主母線盤ＨＰＣＳ電圧 

直流±24V中性子モニタ用分電盤２Ａ電圧 

直流±24V中性子モニタ用分電盤２Ｂ電圧 

操
作 

電源 

直流125V主母線盤２Ａ電圧 

直流125V主母線盤２Ｂ電圧 

直流125V主母線盤ＨＰＣＳ電圧 

直流±24V中性子モニタ用分電盤２Ａ電圧 

直流±24V中性子モニタ用分電盤２Ｂ電圧 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

追補１－1.15－1 

追補１「1.15」を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 追補１－ 

1.15－26 

上 9～ 

上 10 

…Ｂ系及び中性子モニタ

用蓄電池Ａ系，Ｂ系又は

… 

…Ｂ系 又は… 

*** 追補１－ 

1.15－5 

第1.15－2表 重要監視

パラメータ及び重要代替

監視パラメータ（重大事

故等対処設備）（4／

16） 

別紙－追補１－1.15－1

に変更する。 

*** 追補１－ 

1.15－10 

第 1.15－2 表 重要監視

パラメータ及び重要代替

監視パラメータ（重大事

故等対処設備）（9／

16） 

別紙－追補１－1.15－2

に変更する。 

*** 追補１－ 

1.15－18 

～ 

*** 追補１－ 

1.15－37 

第 1.15－3 表 代替パラ

メータによる主要パラメ

ータの推定 

別紙－追補１－1.15－3

に変更する。 



追補１－1.15－2 

第
1
.
1
5
－

2
表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

4
／

1
6
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

個
数

 
計

測
範

囲
 

設
計

基
準

 
把

握
能

力
（

計
測

範
囲

の
考

え
方

）
 

耐
震

性
 

電
源

※
１

４
 

検
出

器
の

 

種
類

 

可
搬

型
 

計
測

器
 第

1
.
1
5
－

3

図
N
o
.
 

④ 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 

注 水 量 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

※
１
 

「
⑭

水
源

の
確

保
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
※

１
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
※

１
「

⑧
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
位

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

※
１
 

「
③

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
※

１
 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

※
１
 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

※
１
 

⑤ 原 子 炉 格 納 容 器 へ の 注 水 量 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

 
1
 

0
～

5
0
0
m
３
／

h
 

－
※

８
 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

時
に

お
け

る
最

大
注

水
量

（
3
0
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

－
 

（
S
s
）

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

差
圧

式
流

量

検
出

器
 

可
 

⑧
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

用
）

 
1
 

0
～

5
0
0
m
３
／

h
 

－
※

８
 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

可
搬

型
）
に

よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
時

に
お

け
る

最
大

注
水

量

（
1
3
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

－
 

（
S
s
）

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

差
圧

式
流

量

検
出

器
 

可
 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ

流
量

 
2
 

0
～

3
0
0
m
３
／

h
 

－
※

８
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

時

に
お

け
る

最
大

注
水

量
（

2
5
0
m
３
／

h
）
を

監
視

可
能

。
 

－
 

（
S
s
）

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

差
圧

式
流

量

検
出

器
 

可
 

⑩
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
 

注
水

流
量

 
1
 

0
～

2
0
0
m
３
／

h
 

－
※

８
 

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（

常
設

又
は

可
搬

型
）
に

よ

る
格

納
容

器
下

部
注

水
時

に
お

け
る

最
大

注
水

量

（
8
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

 

－
 

（
S
s
）

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 

差
圧

式
流

量

検
出

器
 

可
 

⑨
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

※
１
 

「
⑭

水
源

の
確

保
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
※

１
 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

※
１
 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

※
１
 

「
④

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
※

１

「
⑧

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 
格

納
容

器
下

部
水

位
※

１
 

※
1

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

 
 

※
2
 

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

※
3

平
均

出
力

領
域

計
装

A
～

F
の

6
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
う

ち
，
A
，
B
の

2
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
対

象
。
平

均
出

力
領

域
計

装
の

A
，
C
，
E
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
は

そ
れ

ぞ
れ

2
1
個

，
B
，
D
，
F
に

は
そ

れ
ぞ

れ
2
2
個

の
検

出
器

が
あ

る
。

 

※
4

設
計

基
準

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

の
最

高
圧

力
に

対
す

る
飽

和
温

度
。

 

※
5

基
準

点
は

蒸
気

乾
燥

器
ス

カ
ー

ト
下

端
（

原
子

炉
圧

力
容

器
零

レ
ベ

ル
よ

り
1
,
3
4
0
c
m
）

，
 

 
※

6
 

基
準

点
は

燃
料

有
効

長
頂

部
（

原
子

炉
圧

力
容

器
零

レ
ベ

ル
よ

り
9
2
0
c
m
）

 

※
7

ペ
デ

ス
タ

ル
底

面
（

コ
リ

ウ
ム

シ
ー

ル
ド

上
表

面
：

E
L
.
1
1
,
8
0
6
m
m
）

か
ら

の
高

さ
。

 

※
8

重
大

事
故

等
時

に
使

用
す

る
設

備
の

た
め

，
設

計
基

準
事

故
時

は
値

な
し

。
，

 
 

※
9
 

基
準

点
は

通
常

運
転

水
位

：
E
L
.
3
,
0
3
0
m
m
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

底
部

よ
り

7
,
0
3
0
m
m
）

 

※
1
0
 

炉
心

損
傷

は
，

原
子

炉
停

止
後

の
経

過
時

間
に

お
け

る
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

の
値

で
判

断
す

る
。

原
子

炉
停

止
直

後
に

炉
心

損
傷

し
た

場
合

の
判

断
値

は
約

9
0
S
v
／

h
（

経
過

時
間

と
と

も
に

判
断

値

は
低

く
な

る
）

で
あ

り
，

設
計

基
準

で
は

炉
心

損
傷

し
な

い
こ

と
か

ら
こ

の
値

を
下

回
る

。
 

※
1
1
 

検
出

点
2
箇

所
，

※
1
2
 

検
出

点
8
箇

所
，

※
1
3
 

基
準

点
は

使
用

済
燃

料
貯

蔵
ラ

ッ
ク

上
端

：
E
L
.
3
9
,
3
7
7
m
m
（

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

底
部

よ
り

4
,
6
8
8
m
m
）

※
1
4
 

蓄
電

池
（

所
内

常
設

直
流

電
源

設
備

及
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

）
か

ら
の

給
電

に
よ

り
計

測
可

能
な

計
器

は
，

区
分

Ⅰ
，

Ⅱ
直

流
電

源
及

び
緊

急
用

直
流

電
源

を
電

源
と

し
た

計
器

で
あ

る
。

別紙－追補１－1.15－1 



 

追補１－1.15－3 

第
1
.
1
5
－

2
表

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

9
／

1
6
）

 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
 

個
数

 
計

測
範

囲
 

設
計

基
準

 
把

握
能

力
（

計
測

範
囲

の
考

え
方

）
 

耐
震

性
 

電
源

※
１

４
 

検
出

器
の

 

種
類

 

可
搬

型
 

計
測

器
 

第
1
.
1
5
－

3

図
N
o
.
 

⑫ 最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

代 替 循 環 冷 却 系 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

※
２
 

「
⑥

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

入
口

温
度

 
2
 

0
～

1
0
0
℃

 
－

※
８
 

代
替

循
環

冷
却

時
に

お
け

る
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
の

最
高

使
用

温
度

（
8
0
℃

）
を

監
視

可
能

。
 

－
 

（
S
s
）

 

緊
急

用
 

直
流

電
源

 
熱

電
対

 
可

 
⑪

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

※
２
 

「
④

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ

流
量

※
２
 

「
⑤

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

」
を

監
視

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
と

同
じ

。
 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

※
１
 

「
⑫

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（

残
留

熱
除

去
系

）
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
※

１
 

「
⑧

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

※
１
 

「
③

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

※
１
 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

※
１
 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

※
１
 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
※

１
 

「
①

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

※
１
 

「
⑭

水
源

の
確

保
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
※

１
 

「
⑥

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
」

を
監

視
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

と
同

じ
。
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

 

雰
囲

気
温

度
※

１
 

※
1
 
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

 
 

※
2
 

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
重

要
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 

※
3
 
 

平
均

出
力

領
域

計
装

A
～

F
の

6
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
う

ち
，
A
，
B
の

2
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
対

象
。
平

均
出

力
領

域
計

装
の

A
，
C
，
E
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
は

そ
れ

ぞ
れ

2
1
個

，
B
，
D
，
F
に

は
そ

れ
ぞ

れ
2
2
個

の
検

出
器

が
あ

る
。

 

※
4
 
 

設
計

基
準

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

の
最

高
圧

力
に

対
す

る
飽

和
温

度
。

 

※
5
 
 

基
準

点
は

蒸
気

乾
燥

器
ス

カ
ー

ト
下

端
（

原
子

炉
圧

力
容

器
零

レ
ベ

ル
よ

り
1
,
3
4
0
c
m
）

，
 

 
※

6
 

基
準

点
は

燃
料

有
効

長
頂

部
（

原
子

炉
圧

力
容

器
零

レ
ベ

ル
よ

り
9
2
0
c
m
）

 

※
7
 
 

ペ
デ

ス
タ

ル
底

面
（

コ
リ

ウ
ム

シ
ー

ル
ド

上
表

面
：

E
L
.
1
1
,
8
0
6
m
m
）

か
ら

の
高

さ
。

 

※
8
 
 

重
大

事
故

等
時

に
使

用
す

る
設

備
の

た
め

，
設

計
基

準
事

故
時

は
値

な
し

。
，

 
 

※
9
 

基
準

点
は

通
常

運
転

水
位

：
E
L
.
3
,
0
3
0
m
m
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

底
部

よ
り

7
,
0
3
0
m
m
）

 

※
1
0
 

炉
心

損
傷

は
，

原
子

炉
停

止
後

の
経

過
時

間
に

お
け

る
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

の
値

で
判

断
す

る
。

原
子

炉
停

止
直

後
に

炉
心

損
傷

し
た

場
合

の
判

断
値

は
約

9
0
S
v
／

h
（

経
過

時
間

と
と

も
に

判
断

値

は
低

く
な

る
）

で
あ

り
，

設
計

基
準

で
は

炉
心

損
傷

し
な

い
こ

と
か

ら
こ

の
値

を
下

回
る

。
 

※
1
1
 

検
出

点
2
箇

所
，

 
 

※
1
2
 

検
出

点
8
箇

所
，

 
 

※
1
3
 

基
準

点
は

使
用

済
燃

料
貯

蔵
ラ

ッ
ク

上
端

：
E
L
.
3
9
,
3
7
7
m
m
（

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

底
部

よ
り

4
,
6
8
8
m
m
）

 

※
1
4
 

蓄
電

池
（

所
内

常
設

直
流

電
源

設
備

及
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

）
か

ら
の

給
電

に
よ

り
計

測
可

能
な

計
器

は
，

区
分

Ⅰ
，

Ⅱ
直

流
電

源
及

び
緊

急
用

直
流

電
源

を
電

源
と

し
た

計
器

で
あ

る
。
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
／

2
1
）

 

【
推

定
ケ

ー
ス

】
 

ケ
ー

ス
1

：
 
同

一
物

理
量

（
温

度
，

圧
力

，
水

位
，

流
量

，
放

射
線

量
率

，
水

素
濃

度
及

び
中

性
子

束
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
2

：
 
水

位
を

注
水

源
若

し
く

は
注

水
先

の
水

位
変

化
又

は
注

水
量

及
び

吐
出

圧
力

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
3

：
 
流

量
を

注
水

源
又

は
注

水
先

の
水

位
変

化
を

監
視

す
る

こ
と

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
4

：
 
除

熱
状

態
を

温
度

，
圧

力
，

流
量

等
の

傾
向

監
視

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
5

：
 
原

子
炉

圧
力

容
器

破
損

後
に

ペ
デ

ス
タ

ル
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

部
）

に
落

下
し

た
デ

ブ
リ

の
冠

水
状

態
を

温
度

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
6

：
 
圧

力
又

は
温

度
を

水
の

飽
和

状
態

の
関

係
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

ケ
ー

ス
7

：
 
注

水
量

を
ポ

ン
プ

の
注

水
特

性
の

関
係

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
8

：
 
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
位

を
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

の
差

圧
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

ケ
ー

ス
9

：
 
未

臨
界

状
態

の
維

持
を

制
御

棒
の

挿
入

状
態

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
1
0

：
 
酸

素
濃

度
を

あ
ら

か
じ

め
評

価
し

た
パ

ラ
メ

ー
タ

の
相

関
関

係
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

ケ
ー

ス
1
1

：
 
水

素
濃

度
を

装
置

の
作

動
状

況
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

ケ
ー

ス
1
2

：
 
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

の
傾

向
監

視
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

事
象

が
発

生
し

た
こ

と
を

推
定

す
る

。
 

ケ
ー

ス
1
3

：
  
原

子
炉

格
納

容
器

へ
の

空
気

（
酸

素
）

の
流

入
の

有
無

を
原

子
炉

格
納

容
器

内
圧

力
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

ケ
ー

ス
1
4

：
  
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

状
態

を
同

一
物

理
量

（
温

度
）
，

あ
ら

か
じ

め
評

価
し

た
水

位
と

放
射

線
量

率
の

相
関

関
係

及
び

カ
メ

ラ
の

監
視

に
よ

り
，

 

 
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

水
位

又
は

必
要

な
水

遮
蔽

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
1
5

：
  
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

圧
力

と
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

（
Ｓ

／
Ｃ

）
の

差
圧

に
よ

り
原

子
炉

圧
力

容
器

の
満

水
状

態
を

推
定

す
る

。
 

な
お

，
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
推

定
に

当
た

っ
て

は
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

誤
差

に
よ

る
影

響
を

考
慮

す
る

。
 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 温 度 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
ケ

ー
ス

1
①

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す

る
。

②
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
す

る
こ

と
で

,
原

子
炉

圧
力

よ
り

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を

利
用

し
て

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
を

推
定

す
る

。

ま
た

,
ス

ク
ラ

ム
後

，
原

子
炉

水
位

が
燃

料
有

効
長

頂
部

に
到

達
す

る
ま

で
の

経
過

時
間

よ
り

原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

を
推

定
す

る
。

③
残

留
熱

除
去

系
が

運
転

状
態

で
あ

れ
ば

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
原

子
炉

圧
力

②
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

ケ
ー

ス
6

③
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
ケ

ー
ス

1

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

2
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 圧 力 

原
子

炉
圧

力
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

ケ
ー

ス
1

①
原

子
炉

圧
力

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

圧
力

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

③
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
す

る
こ

と
で

,
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

よ
り

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

圧
力

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

ケ
ー

ス
6

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

圧
力

ケ
ー

ス
1

①
原

子
炉

圧
力
（

Ｓ
Ａ

）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す

る
。

②
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

圧
力

に
よ

り
推

定
す

る
。

③
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
す

る
こ

と
で

,
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

よ
り

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

圧
力

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

ケ
ー

ス
6

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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第
1
.
1
5
－

3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

3
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）
 

ケ
ー

ス
1
 

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
原

子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）
，

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

③
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）
，

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系

統
流

量
，
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
う

ち
機

器
動

作
状

態

に
あ

る
流

量
よ

り
，

崩
壊

熱
に

よ
る

原
子

炉
水

位
変

化
量

を
考

慮
し

,
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水

位
を

推
定

す
る

。
 

④
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

に
よ

り
主

蒸
気

配
管

よ
り

上
ま

で
注

水
し

，
原

子
炉

圧
力

，
原

子
炉

圧
力
（

Ｓ
Ａ

）
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

の
差

圧
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

の
満

水
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

 

③
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

 

③
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）
 

③
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

 

③
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）
 

③
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

 

③
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
 

③
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

 

③
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

 

③
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
 

③
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

 

ケ
ー

ス
2
 

④
原

子
炉

圧
力

 

④
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

 

④
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
 

 

ケ
ー

ス
1
5
 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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第
1
.
1
5
－

3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

4
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

①
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

ケ
ー

ス
1

①
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）
，

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系

統
流

量
，
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
う

ち
機

器
動

作
状

態

に
あ

る
流

量
よ

り
，

崩
壊

熱
に

よ
る

原
子

炉
水

位
変

化
量

を
考

慮
し

,
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水

位
を

推
定

す
る

。

③
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

に
よ

り
主

蒸
気

配
管

よ
り

上
ま

で
注

水
し

，
原

子
炉

圧
力

，
原

子
炉

圧
力
（

Ｓ
Ａ

）
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

の
差

圧
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

の
満

水
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
を

直
接

計
測

す
る

原
子

炉
水

位
を

優
先

す
る

。
 

②
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

②
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）

②
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

②
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）

②
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

②
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

②
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

②
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

ケ
ー

ス
2

③
原

子
炉

圧
力

③
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

ケ
ー

ス
1
5

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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第
1
.
1
5
－

3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

5
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）
 

ケ
ー

ス
3
 

①
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
を

推
定

す
る

。
 

③
高

圧
代

替
注

水
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
常

設
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
か

ら
常

設
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
の

注
水

特
性

を
用

い
て

，
高

圧
代

替
注

水
系

系

統
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

③
常

設
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

ケ
ー

ス
7
 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）
 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）
 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

 

①
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
 

①
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）
 

ケ
ー

ス
3
 

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）
，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）
，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,

水
源

で
あ

る
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。
な

お
，
代

替
淡

水
貯

槽
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
の

補
給

状
況

も
考

慮
し

た
上

で
注

水

量
を

推
定

す
る

。
 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。
 

推
定

は
，
環

境
悪

化
の

影
響

が
小

さ
い

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

又
は

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

を
優

先

す
る

。
 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流

量
 
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）
 

ケ
ー

ス
3
 

①
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
,
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。
 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。
 

③
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
,
代

替
循

環
冷

却
系

ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

か
ら

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

の
注

水
特

性
を

用
い

て
，
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

③
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

ケ
ー

ス
7
 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

6
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

ケ
ー

ス
3

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
を

推
定

す
る

。

③
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
か

ら
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
の

注
水

特
性

を
用

い
て

，
原

子
炉

隔
離

時

冷
却

系
系

統
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

③
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
ケ

ー
ス

7

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

ケ
ー

ス
3

①
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
を

推
定

す
る

。

③
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
か

ら
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
の

注
水

特
性

を
用

い
て

，
高

圧
炉

心
ス

プ

レ
イ

系
系

統
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

③
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
ケ

ー
ス

7

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

ケ
ー

ス
3

①
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

を
推

定
す

る
。

③
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧

力
か

ら
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

の
注

水
特

性
を

用
い

て
，
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

③
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

ケ
ー

ス
7

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

ケ
ー

ス
3

①
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
を

推
定

す
る

。

③
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
か

ら
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
の

注
水

特
性

を
用

い
て

，
低

圧
炉

心
ス

プ

レ
イ

系
系

統
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

③
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
ケ

ー
ス

7

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

7
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 へ の 注 水 量 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ

レ
イ

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ

レ
イ

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

用
）

①
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

①
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

ケ
ー

ス
3

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）
，

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯

槽
水

位
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
の

変
化

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。
な

お
，
代

替
淡

水
貯

槽
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
の

補
給

状
況

も
考

慮
し

た
上

で
注

水
量

を
推

定
す

る
。

②
注

水
先

の
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
が

小
さ

い
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
を

優
先

す
る

。
 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ

レ
イ

流
量

①
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量

①
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

ケ
ー

ス
7

①
代

替
循

環
冷

却
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
か

ら
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
の

注
水

特
性

を
用

い
て

流
量

を
推

定
し

，

こ
の

流
量

か
ら

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
差

し
引

い
て

，
代

替
循

環
冷

却
系

格
納

容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
を

推
定

す
る

。

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部

注
水

流
量

 

①
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

①
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位

②
格

納
容

器
下

部
水

位

ケ
ー

ス
3

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

又
は

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

の
変

化
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。
な

お
，

代
替

淡
水

貯
槽

又
は

西
側

淡
水

貯
水

設
備

の
補

給
状

況
も

考
慮

し
た

上
で

注
水

量
を

推
定

す
る

。

②
注

水
先

の
格

納
容

器
下

部
水

位
の

変
化

に
よ

り
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

環
境

悪
化

の
影

響
が

小
さ

い
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
を

優
先

す
る

。
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 温 度 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
ケ

ー
ス

1
①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推

定
す

る
。

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

に
よ

り
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

を
推

定
す

る
。

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

，
上

記
②

と
同

様
に

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
を

推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

ケ
ー

ス
6

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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第
1
.
1
5
－

3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

8
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 温 度 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度

ケ
ー

ス
1

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン

ネ
ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
を

推
定

す
る

。

③
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
ケ

ー
ス

6

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

ケ
ー

ス
1

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

格
納

容
器

下
部

水
温

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

ケ
ー

ス
1

①
格

納
容

器
下

部
水

温
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す

る
。

＜
Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

判
断

基
準

＞
 

ペ
デ

ス
タ

ル
底

部
に

温
度

計
を

設
置

し
，
指

示
値

の
上

昇
又

は
喪

失
に

よ
り

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
検

知
に

用
い

る
。

デ
ブ

リ
の

落
下

，
堆

積
挙

動
の

不
確

か
さ

を
考

慮
し

て
等

間
隔

で
計

5
個
（

予
備

1
個

含
む

）
設

置
し

，
Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

の
早

期
判

断
の

観
点

か
ら

，
2
個

以
上

が
上

昇
傾

向
（

デ
ブ

リ
落

下
に

よ
る

水
温

上
昇

）
又

は
ダ

ウ
ン

ス
ケ

ー
ル
（

温
度

計
の

溶
融

に
よ

る
短

絡
又

は
導

通
）
と

な
っ

た
場

合

に
，

Ｒ
Ｐ

Ｖ
破

損
を

判
断

す
る

。
 

＜
ペ

デ
ス

タ
ル

満
水

注
水

判
断

基
準

＞
 

ペ
デ

ス
タ

ル
底

面
か

ら
0

.2
m

の
高

さ
に

温
度

計
を

設
置

し
，

0
.2

m
以

上
の

デ
ブ

リ
堆

積
有

無

を
検

知
し

，
ペ

デ
ス

タ
ル

満
水

ま
で

の
注

水
可

否
を

判
断

す
る

。
ま

た
，
指

示
値

の
上

昇
又

は
喪

失
に

よ
り

，
Ｒ

Ｐ
Ｖ

破
損

検
知

に
用

い
る

。

デ
ブ

リ
の

落
下

，
堆

積
挙

動
の

不
確

か
さ

を
考

慮
し

て
等

間
隔

で
計

5
個
（

予
備

1
個

含
む

）
設

置
し

，
十

分
な

量
の

デ
ブ

リ
堆

積
検

知
の

観
点

か
ら

，
3
個

以
上

が
オ

ー
バ

ー
ス

ケ
ー

ル
（

デ
ブ

リ
の

接
触

に
よ

る
温

度
上

昇
）
又

は
ダ

ウ
ン

ス
ケ

ー
ル
（

温
度

計
の

溶
融

に
よ

る
短

絡
又

は
導

通
）

し
た

場
合

に
，

ペ
デ

ス
タ

ル
満

水
ま

で
の

注
水

を
判

断
す

る
。

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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第
1
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1
5
－

3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

9
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 圧 力 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

ケ
ー

ス
1

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧

力
を

推
定

す
る

。

③
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）
に

よ
り

，
圧

力
を

推

定
す

る
。

推
定

は
，
真

空
破

壊
装

置
，
ベ

ン
ト

管
を

介
し

て
均

圧
さ

れ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
優

先
す

る
。

 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

ケ
ー

ス
6

③
［

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

］
※

２
ケ

ー
ス

1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
ケ

ー
ス

1
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

に
よ

り
サ

プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
推

定
す

る
。

③
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）
に

よ

り
，

圧
力

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

真
空

破
壊

装
置

，
ベ

ン
ト

管
を

介
し

て
均

圧
さ

れ
る

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

を
優

先
す

る
。
 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

ケ
ー

ス
6

③
［

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

］
※

２
ケ

ー
ス

1

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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第
1
.
1
5
－

3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
0
／

2
1
）

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
①

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設

ラ
イ

ン
用

）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

②
代

替
淡

水
貯

槽
水

位

②
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位

ケ
ー

ス
2

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

狭
帯

域

用
）
，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）
，
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水

流
量
（

可
搬

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）
及

び
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量
（

常
設

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）
並

び
に

低
圧

代
替

注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

の
注

水
量

に
よ

り
,
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
推

定
す

る
。

 

②
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

又
は

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

の
変

化
に

よ
り

,
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
推

定
す

る
。
な

お
，
代

替
淡

水
貯

槽
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
の

補
給

状

況
も

考
慮

し
た

上
で

注
水

量
を

推
定

す
る

。

＜
ベ

ン
ト

判
断

基
準

＞
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
不

明
時

は
，
上

記
①

又
は

②
の

推
定

方
法

に
よ

り
，
注

水
量

及

び
水

源
の

水
位

変
化

か
ら

算
出

し
た

水
量

が
全

て
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
チ

ェ
ン

バ
へ

移
行

す
る

場

合
を

想
定

し
て

お
り

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
プ

ー
ル

水
位

の
計

測
目

的
か

ら
考

え
る

と
保

守
的

な

評
価

と
な

り
問

題
な

い
こ

と
か

ら
，
推

定
し

た
値

か
ら

ベ
ン

ト
実

施
判

断
基

準
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
通

常
水

位
＋

6
.
5
m
（

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

下
端

か
ら

－
1
.
6
4
m
）

の
到

達
確

認
を

も

っ
て

，
ベ

ン
ト

を
実

施
す

る
。

 

③
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

の
差

圧
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

注
水

先
に

近
い

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）
，

低
圧

代
替

注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
可

搬

ラ
イ

ン
用

）
，

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

狭
帯

域
用

）
及

び
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）
，

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量

（
可

搬
ラ

イ
ン

用
）

並
び

に
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

を
優

先
す

る
。

 

③
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

③
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

ケ
ー

ス
8

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。



 

追補１－1.15－14 

第
1
.
1
5
－

3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
1
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位 

格
納

容
器

下
部

水
位

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 
ケ

ー
ス

1
 

①
格

納
容

器
下

部
水

位
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す

る
。

 

②
格

納
容

器
下

部
水

位
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注

水
流

量
の

注
水

量
に

よ
り

,
格

納
容

器
下

部
水

位
を

推
定

す
る

。
 

③
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

又
は

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

の
変

化
に

よ
り

，
格

納
容

器
下

部
水

位
を

推
定

す
る

。
な

お
，
代

替
淡

水
貯

槽
又

は
西

側
淡

水
貯

水
設

備
の

補
給

状
況

も
考

慮
し

た
上

で
注

水
量

を
推

定
す

る
。

 

④
デ

ブ
リ

の
少

量
落

下
時
（

デ
ブ

リ
堆

積
高

さ
＜

0
.
2
m
）
に

，
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
格

納
容

器
下

部

雰
囲

気
温

度
（

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）
に

よ
り

，
デ

ブ
リ

が
冠

水
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

 

③
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
 

③
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
 

ケ
ー

ス
2
 

④
［

格
納

容
器

下
部

雰
囲

気
温

度
］

※
２
 

ケ
ー

ス
5
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 

の 水 素 濃 度 

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

ケ
ー

ス
1
 

①
格

納
容

器
内

水
素

濃
度
（

Ｓ
Ａ

）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ

り
推

定
す

る
。

 

②
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
格

納
容

器
内

水
素

濃
度
（

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）
に

よ
り

，
水

素
濃

度
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
［

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
］

※
２
 

ケ
ー

ス
1
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 

の 放 射 線 量 率 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
 

（
Ｄ

／
Ｗ

）
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
（

Ｓ
／

Ｃ
）
 

ケ
ー

ス
1
 

①
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
（

Ｄ
／

Ｗ
）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
（

Ｄ
／

Ｗ
）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，
格

納
容

器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

Ｓ
／

Ｃ
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
 

（
Ｓ

／
Ｃ

）
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
（

Ｄ
／

Ｗ
）
 

ケ
ー

ス
1
 

①
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
（

Ｓ
／

Ｃ
）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ
（

Ｓ
／

Ｃ
）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，
格

納
容

器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

Ｄ
／

Ｗ
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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第
1
.
1
5
－

3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
2
／

2
1
）

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

未 臨 界 の 維 持 又 は 監 視 

起
動

領
域

計
装

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
平

均
出

力
領

域
計

装

ケ
ー

ス
1

①
起

動
領

域
計

装
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
起

動
領

域
計

装
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
,
平

均
出

力
領

域
計

装
に

よ
り

推
定

す
る

。

③
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）
に

よ
り

全
制

御
棒

が
挿

入
状

態
に

あ
る

こ
と

が

確
認

で
き

る
場

合
は

，
未

臨
界

状
態

の
維

持
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
［

制
御

棒
操

作
監

視
系

］
※

２
ケ

ー
ス

9

平
均

出
力

領
域

計
装

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
起

動
領

域
計

装

ケ
ー

ス
1

①
平

均
出

力
領

域
計

装
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す

る
。

②
平

均
出

力
領

域
計

装
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

起
動

領
域

計
装

に
よ

り
推

定
す

る
。

③
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）
に

よ
り

全
制

御
棒

が
挿

入
状

態
に

あ
る

こ
と

が

確
認

で
き

る
場

合
は

，
未

臨
界

状
態

の
維

持
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
［

制
御

棒
操

作
監

視
系

］
※

２
ケ

ー
ス

9

［
制

御
棒

操
作

監
視

系
］

※
２
 

①
起

動
領

域
計

装

②
平

均
出

力
領

域
計

装

ケ
ー

ス
9

①
制

御
棒

操
作

監
視

系
（

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，
起

動
領

域
計

装
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
平

均
出

力
領

域
計

装
に

よ
り

推
定

す
る

。

推
定

は
，

低
出

力
領

域
を

監
視

す
る

起
動

領
域

計
装

を
優

先
す

る
。

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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第
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.
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
3
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

代 替 循 環 冷 却 系 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

 

ケ
ー

ス
1
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

を
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

入
口

温

度
 

①
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
出

口
温

度
 

ケ
ー

ス
1
 

①
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
入

口
温

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

に
よ

り
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
入

口
温

度
を

推
定

す
る

。
 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流

量
 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

 

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）
 

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）
 

ケ
ー

ス
3
 

①
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
,
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
変

化
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。
 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。

 

③
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
か

ら
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
の

注
水

特
性

を
用

い
て

流
量

を
推

定
し

，
こ

の
流

量
か

ら
代

替
循

環
冷

却
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

を
差

し
引

い
て

，
代

替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
推

定
す

る
。

 

④
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

に
よ

り
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

を
優

先
す

る
。

 

③
代

替
循

環
冷

却
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
 

 
量

 

③
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

ケ
ー

ス
7
 

④
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

 
ケ

ー
ス

4
 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ

レ
イ

流
量

 

①
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
 

①
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

ケ
ー

ス
7
 

①
代

替
循

環
冷

却
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
か

ら
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
の

注
水

特
性

を
用

い
て

流
量

を
推

定
し

，

こ
の

流
量

か
ら

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

を
差

し
引

い
て

，
代

替
循

環
冷

却
系

格
納

容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
を

推
定

す
る

。
 

②
代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
，

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温

度
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

が
確

保
さ

れ
て

い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

ポ
ン

プ
の

注
水

特
性

の
関

係
よ

り
推

定
す

る
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量
，

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

を
優

先
す

る
。

 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

 

ケ
ー

ス
4
 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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第
1
.
1
5
－

3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
4
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

格 納 容 器 圧 力 逃 が し 装 置 

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
ケ

ー
ス

1
①

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

ケ
ー

ス
1

①
フ

ィ
ル

タ
装

置
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

又
は

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

の
傾

向
監

視
に

よ
り

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
の

健
全

性
を

推
定

す

る
。

 

②
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水
温

度
に

よ
り

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

同
じ

物
理

量
で

あ
る

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
を

優
先

す
る

。
 

②
フ

ィ
ル

タ
装

置
ス

ク
ラ

ビ
ン

グ
水

温
度

ケ
ー

ス
6

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水

温
度

 

①
フ

ィ
ル

タ
装

置
圧

力
ケ

ー
ス

6
①

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
フ

ィ
ル

タ
装

置
圧

力
に

よ
り

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン

グ
水

温
度

を
推

定
す

る
。

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ
（

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
）
）

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

ケ
ー

ス
1

①
フ

ィ
ル

タ
装

置
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

ケ
ー

ス
1

①
フ

ィ
ル

タ
装

置
入

口
水

素
濃

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
フ

ィ
ル

タ
装

置
入

口
水

素
濃

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
が

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
の

配
管

内
を

通
過

す
る

こ
と

か
ら

，
格

納
容

器
内

水
素

濃
度
（

Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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第
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.
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
5
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

耐 圧 強 化 ベ ン ト 系 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射

線
モ

ニ

タ
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
 

ケ
ー

ス
1
 

①
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
放

射
線

モ
ニ

タ
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

     

残 留 熱 除 去 系 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温

度
 

①
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

 

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
 

ケ
ー

ス
1
 

①
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，
原

子
炉

圧
力

容
器

温

度
，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
に

よ
り

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

 

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温

度
 

①
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
 

ケ
ー

ス
1
 

①
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
出

口
温

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，
残

留
熱

除
去

系
熱

交

換
器

の
熱

交
換

量
評

価
か

ら
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

系
統

流
量

又
は

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
）
，

緊

急
用

海
水

系
流

量
（

残
留

熱
除

去
系

補
機

）
に

よ
り

，
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
が

確
保

さ
れ

て
い

る

こ
と

を
推

定
す

る
。

 

推
定

は
，

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

を
優

先
す

る
。

 

 

②
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

系
統

流
量

 

②
緊

急
用

海
水

系
流

量
（

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

）
 

②
緊

急
用

海
水

系
流

量
（

残
留

熱
除

去
系

補
機

）
 

ケ
ー

ス
4
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
①

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

ケ
ー

ス
4
 

①
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧

力
か

ら
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

の
注

水
特

性
を

用
い

て
，
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。
 

 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。
 

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
6
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 状 態 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

ケ
ー

ス
1

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
原

子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）
，

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

 

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

①
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

ケ
ー

ス
1

①
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

燃
料

域
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

原
子

炉
圧

力
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

ケ
ー

ス
1

①
原

子
炉

圧
力

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

圧
力

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

③
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
す

る
こ

と
で

,
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

よ
り

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

圧
力

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

ケ
ー

ス
6

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

②
原

子
炉

圧
力

ケ
ー

ス
1

①
原

子
炉

圧
力
（

Ｓ
Ａ

）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す

る
。

②
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

圧
力

に
よ

り
推

定
す

る
。

③
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
す

る
こ

と
で

,
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

よ
り

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

を
利

用
し

て
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

圧
力

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

③
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

ケ
ー

ス
6

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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第
1
.
1
5
－

3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
7
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 状 態 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
ケ

ー
ス

1
①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

,
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し

て
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
に

よ
り

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
ケ

ー
ス

6

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

ケ
ー

ス
1

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

に
よ

り

推
定

す
る

。

②
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
を

利
用

し
て

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
に

よ
り

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

を
推

定

す
る

。

③
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）
に

よ
り

，
圧

力
を

推
定

す
る

。
 

推
定

は
，

真
空

破
壊

装
置

，
ベ

ン
ト

管
を

介
し

て
均

圧
さ

れ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
優

先

す
る

。
 

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

ケ
ー

ス
6

③
［

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

］
※

２
ケ

ー
ス

1

原 子 炉 建 屋 内 の 状 態 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐

出
圧

力
 

①
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

ケ
ー

ス
1

①
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
低

下
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

推
定

す
る

。

②
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ

（
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

）
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
を

優
先

す
る

。
 

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

※
２

ケ
ー

ス
1
2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

吐

出
圧

力
 

①
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

ケ
ー

ス
1

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
低

下
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ

（
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

）
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
を

優
先

す
る

。
 

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

※
２

ケ
ー

ス
1
2

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
 

①
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

ケ
ー

ス
1

①
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
原

子
炉

圧
力

，
原

子
炉

圧
力
（

Ｓ

Ａ
）

の
低

下
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

推
定

す
る

。

②
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
有

効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）

に
よ

り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
を

優
先

す
る

。
 

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

※
２

ケ
ー

ス
1
2

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

吐

出
圧

力
 

①
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

ケ
ー

ス
1

①
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
低

下
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

推
定

す
る

。

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ

（
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

）
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
を

優
先

す
る

。
 

②
［

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
］

※
２

ケ
ー

ス
1
2

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
8
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

水 源 の 確 保 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
①

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量

①
代

替
循

環
冷

却
系

原
子

炉
注

水
流

量

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

系
統

流
量

①
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

①
残

留
熱

除
去

系
系

統
流

量

①
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

系
統

流
量

②
常

設
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

②
代

替
循

環
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

②
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

②
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

ケ
ー

ス
2

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
の

水
位

容
量

曲
線

を
用

い
て

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

へ

注
水

す
る

高
圧

代
替

注
水

系
，
代

替
循

環
冷

却
系

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

，
残

留
熱

除
去

系
，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

の
流

量
と

経
過

時
間

よ
り

算
出

し
た

注
水

量
か

ら
推

定
す

る
。

 

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
内

の
プ

ー
ル

水
を

水
源

と
す

る
常

設
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
，

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
，

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

，

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
の

吐
出

圧
力

か
ら

各
ポ

ン
プ

が
正

常
に

動
作

し
て

い
る

こ
と

を
把

握
す

る
こ

と
に

よ
り

，
水

源
で

あ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

＜
ポ

ン
プ

停
止

判
断

基
準

＞
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
不

明
時

は
，
上

記
①

又
は

②
の

推
定

方
法

に
よ

り
，
水

源
が

確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

中
に

，
Ｅ

Ｃ
Ｃ

Ｓ
系

の
配

管
破

断
な

ど
に

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル

水
が

流
出

し
，
ポ

ン
プ

の
必

要
Ｎ

Ｐ
Ｓ

Ｈ
が

得
ら

れ

ず
，

吐
出

圧
力

の
異

常
（

圧
力

低
下

，
ハ

ン
チ

ン
グ

な
ど

）
が

確
認

さ
れ

た
場

合
に

，
ポ

ン
プ

を

停
止

す
る

。
 

推
定

は
，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
内

の
プ

ー
ル

水
を

水
源

と
す

る
ポ

ン
プ

の
注

水
量

を
優

先

す
る

。
 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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第
1
.
1
5
－

3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

1
9
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

水 源 の 確 保 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
①

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設

ラ
イ

ン
用

）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
用

）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

可
搬

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
可

搬
ラ

イ
ン

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

②
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力

ケ
ー

ス
2

①
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，
代

替
淡

水
貯

槽
を

水
源

と
す

る
常

設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

又
は

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

の
注

水
量

か
ら

，
代

替
淡

水
貯

槽

水
位

を
推

定
す

る
。

な
お

，
代

替
淡

水
貯

槽
の

補
給

状
況

も
考

慮
し

た
上

で
水

位
を

推
定

す
る

。
 

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

及
び

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

代
替

淡
水

貯

槽
水

位
を

推
定

す
る

。
な

お
，
代

替
淡

水
貯

槽
の

補
給

状
況

も
考

慮
し

た
上

で
水

位
を

推
定

す
る

。
 

②
代

替
淡

水
貯

槽
を

水
源

と
す

る
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
の

吐
出

圧
力

か
ら

常
設

低
圧

代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
が

正
常

に
動

作
し

て
い

る
こ

と
を

把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
，
水

源
で

あ
る

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

代
替

淡
水

貯
槽

を
水

源
と

す
る

ポ
ン

プ
の

注
水

量
を

優
先

す
る

。

西
側

淡
水

貯
水

設
備

水
位

 
①

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

（
常

設

ラ
イ

ン
用

）

①
低

圧
代

替
注

水
系

原
子

炉
注

水
流

量
（

常
設

ラ
イ

ン
狭

帯
域

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

（
常

設
ラ

イ
ン

用
）

①
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
広

帯
域

）

②
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
燃

料
域

）

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

ケ
ー

ス
2

①
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，
西

側
淡

水
貯

水
設

備
を

水
源

と

す
る

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

の
注

水
量

か
ら

，
西

側
淡

水
貯

水
設

備
水

位
を

推
定

す
る

。

な
お

，
西

側
淡

水
貯

水
設

備
の

補
給

状
況

も
考

慮
し

た
上

で
水

位
を

推
定

す
る

。

②
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

及
び

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

西
側

淡
水

貯

水
設

備
水

位
を

推
定

す
る

。
な

お
，
西

側
淡

水
貯

水
設

備
の

補
給

状
況

も
考

慮
し

た
上

で
水

位
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

西
側

淡
水

貯
水

設
備

を
水

源
と

す
る

ポ
ン

プ
の

注
水

量
を

優
先

す
る

。
 

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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第
1
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1
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

2
0
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

原 子 炉 建 屋 内 

の 水 素 濃 度 

原
子

炉
建

屋
水

素
濃

度
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
ケ

ー
ス

1
①

原
子

炉
建

屋
水

素
濃

度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す

る
。

②
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
器

動
作

監
視

装
置
（

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
入

ロ
／

出
ロ

の
温

度
差

に
よ

り
水

素
濃

度
を

推
定

）
に

よ
り

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
器

動
作

監
視

装
置

ケ
ー

ス
1
1

原 子 炉 格 納 容 器 内 

の 酸 素 濃 度 

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
ケ

ー
ス

1
①

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ

り
推

定
す

る
。

②
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度
（

Ｓ
Ａ

）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）
又

は
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｓ

／
Ｃ

）
に

て
炉

心
損

傷
を

判

断
し

た
後

，
初

期
酸

素
濃

度
と

保
守

的
な

Ｇ
値

を
入

力
と

し
た

評
価

結
果
（

解
析

結
果

）
に

よ
り

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
を

推
定

す
る

。

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
又

は
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
に

よ
り

，
格

納
容

器
内

圧
力

が
正

圧
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
で

，
事

故
後

の
原

子
炉

格
納

容
器

内
へ

の
空

気
（

酸
素

）
の

流

入
有

無
を

把
握

し
，

水
素

燃
焼

の
可

能
性

を
推

定
す

る
。

③
監

視
可

能
で

あ
れ

ば
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度
（

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
）
に

よ
り

，
酸

素
濃

度
を

推
定

す
る

。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

 

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）

②
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｓ

／
Ｃ

）

ケ
ー

ス
1
0

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力

ケ
ー

ス
1
3

③
［

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
］

※
２

ケ
ー

ス
1

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。
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第
1
.
1
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3
表

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

る
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

定
（

2
1
／

2
1
）

 

分
類

 
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

 
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
１
 

推
定

ケ
ー

ス
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法
 

使 用 済 燃 料 プ ー ル の 監 視 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

 

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
 

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

ケ
ー

ス
1
4

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
に

よ
り

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
温

度
を

推
定

す
る

。
ま

た
，

使
用

済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
に

て
，

水
位

と
放

射
線

量
率

の

関
係

か
ら

水
位

を
推

定
す

る
。

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

に
よ

り
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
状

態
を

監
視

す
る

。

推
定

は
，

温
度

の
場

合
は

同
じ

物
理

量
で

あ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

を
，

水
位

の
場

合
は

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

を
直

接
監

視
す

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ
（

高
レ

ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
を

優
先

す
る

。
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）
 

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・
温

度
（

Ｓ
Ａ

広
域

）
 

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
 

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

ケ
ー

ス
1
4

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル

水
位

・
温

度
（

Ｓ
Ａ

広
域

）
に

よ
り

温
度

を
推

定
す

る
。

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）
及

び
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

に
よ

り
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
状

態
を

監
視

す
る

。

推
定

は
，

同
じ

物
理

量
で

あ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

Ｓ
Ａ

広
域

）
を

優
先

す
る

。
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射

線
モ

ニ
タ
（

高
レ

ン
ジ
・
低

レ
ン

ジ
）
 

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・
温

度
（

Ｓ
Ａ

広
域

）
 

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

ケ
ー

ス
1
4

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

に
て

水
位

を
計

測
し

た
後

，
水

位
と

放
射

線
量

率
の

関
係

か

ら
放

射
線

量
を

推
定

す
る

。

②
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
及

び
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

に
よ

り
，
使

用
済

燃

料
プ

ー
ル

の
状

態
を

監
視

す
る

。

推
定

は
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

を
直

接
監

視
す

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
広

域
）

を
優

先
す

る
。

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
 

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・
温

度
（

Ｓ
Ａ

広
域

）
 

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
 

ケ
ー

ス
1
4

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
広

域
）
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

に
て

，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

状
態

を
推

定
す

る
。

※
1
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番
号

は
優

先
順

位
を

示
す

。

※
2
 

［
 

］
は

有
効

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
又

は
常

用
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
耐

震
性

又
は

耐
環

境
性

等
は

な
い

が
，

監
視

可
能

で
あ

れ
ば

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
な

計
器

）
を

示
す

。



追補２．Ⅰの一部補正 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

追補２．Ⅰ－1 

追補２.Ⅰを以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

* 別紙 2－5 下 5～ 

下 4 

…ダイアフラム フロア

… 

…ダイヤフラム・フロア

… 

* 別紙 2－7 上 1 …ダイアフラム フロア

… 

…ダイヤフラム・フロア

… 

* 別紙 2－21 第１図 格納容器（格納

容器スタビライザ，格納

容器下部シアラグ）の概

要図 

別紙－追補２．Ⅰ－1 に

変更する。 

* 別紙 9－7 図 3  東海第二発電所

（ＭＡＲＫ－Ⅱ型）の格

納容器概略図 

別紙－追補２．Ⅰ－2 に

変更する。 

* 3.1.1－4 上 12～ 

上 13 

…ダイヤフラム フロア

… 

…ダイヤフラム・フロア

… 

* 3.1.1－102 第3.1.1.1－8図 格納容

器の概要図 

別紙－追補２．Ⅰ－3 に

変更する。 

* 3.2.1－107 第3.2.1.4－7表 起因事

象別炉心損傷頻度に対す

る主要な事故シーケンス

及びカットセット 

別紙－追補２．Ⅰ－4 に

変更する。 

**追補 2．Ⅰ 第1.2.1.4－12表 ＦＶ 別紙－追補２．Ⅰ－5 に



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

追補２．Ⅰ－2 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

－482 重要度評価結果 変更する。 

* 3.2.2－6 脚注 ※4…補機冷却系海水

ポンプ 

※4…補機冷却系海水系

ポンプ 

* 3.2.2－7 上 6 ・補機冷却系海水 ポン

プの機能喪失… 

・補機冷却系海水系ポン

プの機能喪失… 

* 3.2.2－20 第 3.2.2.1－2 表 プラ 

ントウォークダウン結果

別紙－追補２．Ⅰ－6 に

変更する。 

* 3.2.2－21 第3.2.2.1－3表 津波に

よる事故シナリオの抽出

結果（1／5） 

別紙－追補２．Ⅰ－7 に

変更する。 

* 3.2.2－23 第 3.2.2.1－3 表 津波 

による事故シナリオの抽 

出結果（3／5） 

別紙－追補２．Ⅰ－8 に

変更する。 

* 3.2.2－26 第 3.2.2.1－4 表 津波

による影響を受ける建 

屋・機器及び発生する起 

因事象 

別紙－追補２．Ⅰ－9 に

変更する。 

** 追補 2．Ⅰ 

－543 

第 1.2.2.1－5 表 建 

屋・機器リスト（1／2） 

別紙－追補２．Ⅰ－10 に

変更する。 



なお，* を付した頁は，平成 29 年 11 月 8 日付け，総室発第 60 号で一部補正した

頁を，** を付した頁は，平成 30 年 5 月 31 日付け，総室発第 18 号で一部補正し

た頁を，*** を付した頁は，平成 30 年 6 月 21 日付け，総室発第 24 号で一部補正

した頁を，**** を付した頁は，平成 30 年 6 月 27 日付け，総室発第 26 号で一部

補正した頁を示す。 

追補２．Ⅰ－3 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 追補 2．Ⅰ 

－548 

第 1.2.2.3－1 表 建

屋・機器フラジリティ評 

価結果（4／11） 

別紙－追補２．Ⅰ－11 に

変更する。 

* 4.1.1－1 下 11 …ダイヤフラム フロア

… 

…ダイヤフラム・フロア

… 

下 9 …ダイヤフラム フロア

… 

…ダイヤフラム・フロア

… 



追補２．Ⅰ－4 

第１図 格納容器の構造物（格納容器スタビライザ，格納容器下部シ

アラグ）の位置関係

ダイヤフラム・フロア

原子炉圧力容器

原子炉遮蔽壁

原子炉圧力容器ペデスタル

格納容器スタビライザ

格納容器下部シアラグ

格納容器上部シアラグ

格納容器

ドライウェル

サプレッション・チェンバ

原子炉圧力容器スタビライザ

別紙－追補２．Ⅰ－1 



 

追補２．Ⅰ－5 

図 3 東海第二発電所（Ｍａｒｋ－Ⅱ型）の格納容器概略図

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。

別紙－追補２．Ⅰ－2 



追補２．Ⅰ－6 

第
1
.
1
.
1
.
1
－
8
図
 
格
納
容
器
の
概
要
図
 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。

別紙－追補２．Ⅰ－3 



追補２．Ⅰ－7 

第
1
.
2
.
1
.
4
－
7
表
 
起
因
事
象
別
炉
心
損
傷
頻
度
に
対
す
る
主
要
な
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
及
び
カ
ッ
ト
セ
ッ
ト
 

起
因
事
象
 

主
要
な
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
 

炉
心
損
傷
頻
度
（
／
炉
年
）
 

（
起
因
事
象
別
炉
心
損
傷
頻
度
（
／
炉
年
）
）
 

主
要
な
カ
ッ
ト
セ
ッ
ト
 

外
部
電
源
喪
失
 

外
部
電
源
喪
失
＋
崩
壊
熱
除
去
失
敗
 

1
.
6
E
-
0
6
 

・
開
閉
所
設
備
の
損
傷
＋
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
ゲ
ー
ト
弁
の
損
傷

(
3
.
1
E
-
0
6
)
 

直
流
電
源
喪
失
 

直
流
電
源
喪
失
＋
高
圧
炉
心
冷
却
失
敗
 

2
.
1
E
-
0
6
 

・
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
の
損
傷

（
2
.
2
E
-
0
6
）
 

過
渡
事
象
 

過
渡
事
象
＋
崩
壊
熱
除
去
失
敗
 

3
.
9
E
-
0
6
 

・
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
操
作
失
敗

（
4
.
3
E
-
0
6
）
 

交
流
動
力
電
源
喪
失
 

交
流
電
源
喪
失
＋
高

圧
炉
心
冷
却
失
敗
 

4
.
3
E
-
0
7
 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
用
海
水
ポ
ン
プ
の
損
傷

＋
水
源
切
替
操
作
失
敗

・
非
常
用
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
の
損
傷
＋
水
源
切
替
操
作
失
敗

（
4
.
4
E
-
0
7
）
 

原
子
炉
圧
力
容
器
損
傷
 

原
子
炉
圧
力
容
器
損

傷
 

2
.
2
E
-
0
7
 

・
原
子
炉
圧
力
容
器
の
損
傷

(
2
.
2
E
-
0
7
)
 

原
子
炉
建
屋
損
傷
 

原
子
炉
建
屋
損
傷
 

1
.
5
E
-
0
7
 

・
原
子
炉
建
屋
の
損
傷

(
1
.
5
E
-
0
7
)
 

別紙－追補２．Ⅰ－4 



追補２．Ⅰ－8 

第 1.2.1.4－12 表 ＦＶ重要度評価結果 

建屋・機器・操作 
中央値 

(G) 

ＨＣＬＰＦ 

（G） 
ＦＶ重要度 

建屋・機器の損傷及び人的

過誤が影響を与える主な事

故シーケンス 

ＨＰＣＳ水源切替操作失敗（Ｃ

ＳＴ→サプレッション・チェン

バ） 

- - 5.7E-01 
ＴＱＵＶ，ＴＱＵＸ，ＴＷ，

ＴＢＵ， 

ＴＢＰ，ＴＢＤ 

ＲＣＩＣ水源切替操作失敗 

（ＣＳＴ→サプレッション・チ

ェンバ） 

- - 3.6E-01 
ＴＱＵＶ，ＴＱＵＸ，ＴＷ，

ＴＢＵ 

ＲＨＲ系操作失敗 - - 3.3E-01 ＴＷ 

ケーブルトレイ 2.01 0.91 1.7E-01 ＴＢＤ 

原子炉手動減圧失敗 - - 8.9E-02 ＴＱＵＸ 

注水不能認知失敗 - - 3.5E-02 ＴＱＵＶ，ＴＱＵＸ 

残留熱除去系ゲート弁 

（サプレッション・チェンバＲ

ＨＲポンプ入口弁）

2.58 1.15 3.0E-02 ＴＷ 

残留熱除去系ゲート弁 

（ミニフロー弁）
2.58 1.15 3.0E-02 ＴＷ 

残留熱除去系ゲート弁 

（インジェクション弁）
2.58 1.15 3.0E-02 ＴＷ 

残留熱除去系ゲート弁 

（熱交換器入口弁） 
2.58 1.15 3.0E-02 ＴＷ 

残留熱除去系ゲート弁 

（熱交換器出口弁） 
2.58 1.15 3.0E-02 ＴＷ 

ストレーナ閉塞等(海水)

ＣＣＦ 
- - 2.0E-02 ＴＱＵＶ，ＴＷ 

非常用パワーセンタ 2.66 1.22 1.7E-02 ＴＢＵ，ＴＢＰ 

残留熱除去系海水系配管 3.01 1.26 1.6E-02 ＴＱＵＶ, ＴＷ 

残留熱除去系海水系ポンプ 1.25 0.83 1.2E-02 ＴＱＵＶ, ＴＷ 

非常用ディーゼル発電機 

用海水ポンプ 
1.25 0.83 1.1E-02 ＴＢＵ, ＴＢＰ 

原子炉圧力容器 2.72 1.29 1.0E-02 原子炉圧力容器損傷 

開閉所設備 0.65 0.24 9.5E-03 外部電源喪失 

別紙－追補２．Ⅰ－5 



追補２．Ⅰ－9 

第
1
.
2
.
2
.
1
－

2
表

 
プ

ラ
ン

ト
ウ

ォ
ー

ク
ダ

ウ
ン

結
果

N
o
.
 

機
器

名
称

等
※

１
 

津
波

影
響

の
確

認
間

接
的

な
被

害
の

可
能

性
の

確
認

 

総
合

評
価

 

対
象

機
器

の
図

面
（

配
置

図
・

 

構
造

図
等

）
と

の
相

違
※

２
 

屋
外

の
構

築
物

，
機

器
の

波
力

に
対

す
る

耐
力

 

の
低

減
要

因
の

確
認

（
周

辺
環

境
含

む
）

※
２
 

津
波

襲
来

時
に

建
物

外
部

に
あ

る
設

備
の

津
波

に
よ

る
離

脱
，

移
動

等
に

起
因

し
て

生
じ

る
干

渉
及

び
衝

突
の

間
接

的
な

被
害

の
可

能
性

は
な

い
か

 

図
面

か
ら

想
定

し

た
設

置
高

さ
（

フ
ロ

ア
）
と

相
違

無
い

か

損
傷

部
位

の
高

さ

よ
り

低
い

位
置

に

損
傷

要
因

と
な

る

部
位

は
無

い
か

対
象

建
屋

貫
通

部

が
，

図
面

等
か

ら
想

定
し

た
状

況
（

貫
通

孔
の

有
無

，
水

密
化

処
理

の
有

無
，

設
置

高
さ

）
と

相
違

無
い

か
 

基
礎

ボ
ル

ト
（

又
は

設

置
面

溶
接

部
）
及

び
支

持
構

造
物

に
外

観
上

の
異

常
（

腐
食

・
亀

裂

等
）

は
な

い
か

（
ボ

ル

ト
の

場
合

は
締

め
付

け
に

つ
い

て
も

確
認

）

対
象

機
器

周
辺

の
配

管
に

外
観

上
の

異
常

（
腐

食
・

亀
裂

等
）

は

無
い

か
 

海
水

ポ
ン

プ
室

開
口

部
・

貫
通

部
及

び
原

子
炉

建
屋

貫
通

部
の

開
口

部
・

貫
通

部
の

止
水

状
態

に
外

観
上

の
異

常
は

な
い

か
 

１
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

※
３
 

Ｙ
Ｎ

／
Ａ

Ｙ
Ｙ

Ｎ
／

Ａ
Ｎ

／
Ａ

※
６
 

問
題

な
し

 

２
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

用

海
水

系
※

２
 

Ｙ
Ｎ

／
Ａ

Ｙ
Ｙ

Ｎ
／

Ａ
Ｎ

／
Ａ

※
６
 

問
題

な
し

 

３
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー

ゼ
ル

発
電

機
用

海
水

系
※

３
 

Ｙ
Ｎ

／
Ａ

Ｙ
Ｙ

Ｎ
／

Ａ
Ｎ

／
Ａ

※
６
 

問
題

な
し

 

４
循

環
水

ポ
ン

プ
 

Ｙ
Ｎ

／
Ａ

Ｙ
Ｙ

Ｎ
／

Ａ
Ｎ

／
Ａ

※
６
 

問
題

な
し

 

５
補

機
冷

却
系

海
水

系
ポ

ン
プ

 
Ｙ

Ｎ
／

Ａ
Ｙ

Ｙ
Ｎ

／
Ａ

Ｎ
／

Ａ
※

６
 

問
題

な
し

 

６
海

水
ポ

ン
プ

室
開

口
部

・
貫

通
部

Ｎ
／

Ａ
Ｙ

Ｎ
／

Ａ
Ｎ

／
Ａ

Ｙ
Ｎ

／
Ａ

※
７
 

問
題

な
し

 

７
原

子
炉

建
屋

外
壁

貫
通

部
（

原
子

炉
建

屋
，

タ
ー

ビ
ン

建
屋

）
※

４
 

Ｎ
／

Ａ
Ｙ

Ｎ
／

Ａ
Ｎ

／
Ａ

Ｙ
Ｎ

／
Ａ

※
７
 

問
題

な
し

 

８
起

動
変

圧
器

，
予

備
変

圧
器

 
Ｙ

Ｎ
／

Ａ
Ｎ

／
Ａ

※
５

Ｎ
／

Ａ
※

５
 

Ｎ
／

Ａ
Ｎ

／
Ａ

※
８
 

問
題

な
し

 

９
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

Ｙ
Ｎ

／
Ａ

Ｎ
／

Ａ
※

５
 

Ｎ
／

Ａ
※

５
 

Ｎ
／

Ａ
Ｎ

／
Ａ

※
８
 

問
題

な
し

 

1
0
 

燃
料

移
送

系
 

Ｙ
Ｎ

／
Ａ

Ｎ
／

Ａ
※

５
 

Ｎ
／

Ａ
※

５
 

Ｎ
／

Ａ
Ｎ

／
Ａ

※
８
 

問
題

な
し

 

1
1
 

排
気

筒
Ｙ

Ｎ
／

Ａ
Ｎ

／
Ａ

※
５
 

Ｎ
／

Ａ
※

５
 

Ｎ
／

Ａ
Ｎ

／
Ａ

※
８
 

問
題

な
し

 

【
凡

例
】

Ｙ
：

Ｙ
Ｅ

Ｓ
Ｎ

：
Ｎ

Ｏ
Ｕ

：
調

査
不

可
Ｎ

／
Ａ

：
対

象
外

 

※
1

第
1
.
2
.
2
.
1
－

2
図

の
プ

ラ
ン

ト
ウ

ォ
ー

ク
ダ

ウ
ン

対
象

機
器

の
選

定
フ

ロ
ー

に
よ

り
抽

出
さ

れ
る

新
規

設
置

設
備

（
防

潮
堤

，
防

潮
扉

及
び

放
水

路
止

水
対

策
）

は
，

プ
ラ

ン
ト

ウ
ォ

ー
ク

ダ

ウ
ン

の
対

象
外

と
す

る
。

※
2

津
波

が
，

原
子

炉
建

屋
１

階
床

面
高

さ
で

あ
る

E
L
.
＋

8
.
2
m
に

到
達

し
た

時
点

で
，

原
子

炉
建

屋
内

浸
水

が
生

じ
，

建
屋

内
の

機
器

が
没

水
，

被
水

に
よ

り
機

能
喪

失
す

る
と

仮
定

し
て

い
る

た
め

，
高

さ
E
L
.
＋

8
.
2
m
ま

で
の

範
囲

に
つ

い
て

確
認

し
た

。

※
3

海
水

ポ
ン

プ
及

び
海

水
ポ

ン
プ

室
内

の
関

連
機

器
を

含
む

。

※
4

地
下

ト
レ

ン
チ

取
り

合
い

部
及

び
隣

接
す

る
建

屋
境

界
含

む
。

※
5

津
波

が
，

E
L
.
＋

8
.
2
m
に

到
達

し
た

時
点

で
，

原
子

炉
建

屋
内

浸
水

が
生

じ
，

建
屋

内
の

機
器

が
没

水
，

被
水

に
よ

り
機

能
喪

失
す

る
た

め
調

査
対

象
外

と
し

た
。

※
6

漂
流

物
の

衝
突

等
に

よ
る

間
接

的
な

被
害

が
生

じ
る

前
に

，
没

水
，

被
水

に
よ

り
当

該
機

器
は

機
能

喪
失

す
る

た
め

調
査

対
象

外
と

し
た

。

※
7

漂
流

物
の

衝
突

等
に

よ
る

間
接

的
な

被
害

が
生

じ
る

可
能

性
が

な
い

た
め

，
調

査
対

象
外

と
し

た
。

※
8

漂
流

物
の

衝
突

等
に

よ
る

間
接

的
な

被
害

が
生

じ
る

前
に

，
原

子
炉

建
屋

内
浸

水
が

生
じ

，
建

屋
内

機
器

の
没

水
，

被
水

に
よ

り
機

能
喪

失
す

る
た

め
，

調
査

対
象

外
と

し
た

。
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第
1
.
2
.
2
.
1
－

3
表

 
津

波
に

よ
る

事
故

シ
ナ

リ
オ

の
抽

出
結

果
（

1
／

5
）

 

津
波

の
 

影
響

 

影
響

の
 

種
類

 

建
屋

・
構

築
物

，
機

器
 

・
配

管
系

へ
の

影
響

 

影
響

を
受

け
る

可

能
性

の
あ

る
設

備
 

考
え

ら
れ

る
シ

ナ
リ

オ
 

直
接

的
 

1
.
浸

水
に

よ
る

設

備
の

没

水
，

被

水
 

設
備

の
動

的
機

能
喪

失
 

電
気

設
備

の
発

電
／

送

電
機

能
喪

失
 

(
1
)
循

環
水

ポ
ン

プ
 

①
津

波
の

防
潮

堤
越

流
に

よ
り

海
水

ポ
ン

プ
室

浸
水

が
生

じ
，
循

環
水

ポ
ン

プ
の

機
能

喪
失

に
よ

る
復

水
器

真
空

度
喪

失
が

発
生

す
る

。
 

(
2
)
補

機
冷

却
系

海

水
系

ポ
ン

プ
 

①
津

波
の

防
潮

堤
越

流
に

よ
り

海
水

ポ
ン

プ
室

浸
水

が
生

じ
，
補

機
冷

却
系

海
水

系
ポ

ン
プ

の
機

能
喪

失
に

よ
る

タ
ー

ビ
ン
・
サ

ポ
ー

ト
系

故
障

が
発

生
す

る
。

 

(
3
)
非

常
用

海
水

系
※

１
 

①
津

波
の

防
潮

堤
越

流
に

よ
り

海
水

ポ
ン

プ
室

浸
水

が
生

じ
，
非

常
用

海
水

ポ
ン

プ
の

機
能

喪
失

に
よ

る
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
喪

失
が

発
生

す
る

。
 

(
4
)
起

動
変

圧
器

，

予
備

変
圧

器
 

①
津

波
の

防
潮

堤
越

流
に

よ
り

敷
地

内
浸

水
が

生
じ

，
起

動
変

圧
器

及
び

予

備
変

圧
器

の
機

能
喪

失
に

よ
る

外
部

電
源

喪
失

が
発

生
す

る
。

 

(
5
)
燃

料
移

送
ポ

ン

プ
 

①
津

波
の

防
潮

堤
越

流
に

よ
り

敷
地

内
浸

水
が

生
じ

，
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

の

機
能

喪
失

に
よ

る
燃

料
移

送
系

機
能

喪
失

が
発

生
す

る
。

 

(
6
)
タ

ー
ビ

ン
建

屋

内
機

器
 

①
津

波
の

防
潮

堤
越

流
に

よ
り

タ
ー

ビ
ン

建
屋

内
浸

水
が

生
じ

，
タ

ー
ビ

ン

建
屋

内
機

器
の

機
能

喪
失

に
よ

る
タ

ー
ビ

ン
・
サ

ポ
ー

ト
系

故
障

が
発

生

す
る

。
 

(
7
)
原

子
炉

建
屋

内

機
器

 

①
津

波
の

防
潮

堤
越

流
に

よ
り

原
子

炉
建

屋
内

浸
水

が
生

じ
，
複

数
の

緩
和

系
機

器
の

機
能

喪
失

が
発

生
す

る
。

 

2
.
津

波
波

 

力
，

流

体
力

，

浮
力

 

建
屋

・
構

築
物

，
機

器
・

配
管

系
の

構
造

的
損

傷
 

(
8
)
防

潮
堤

及
び

防

潮
扉

 

①
津

波
波

力
に

よ
り

防
潮

堤
及

び
防

潮
扉

が
損

傷
す

る
。

 

②
①

に
よ

り
海

水
ポ

ン
プ

室
浸

水
，
タ

ー
ビ

ン
建

屋
内

浸
水

及
び

原
子

炉
建

屋
内

浸
水

が
生

じ
る

。
そ

の
後

の
シ

ナ
リ

オ
は

，
１

．
浸

水
に

よ
る

設
備

の
没

水
，

被
水

と
同

じ
。

 

③
津

波
波

力
に

よ
り

防
潮

堤
が

損
傷

し
，
敷

地
内

に
多

量
の

津
波

が
流

入
す

る
こ

と
で

，
屋

外
内

の
施

設
が

広
範

囲
に

わ
た

り
浸

水
し

機
能

喪
失

す
る

防
潮

堤
損

傷
が

発
生

す
る

。
 

(
9
)
放

水
路

止
水

対

策
（

構
内

排
水

路
止

水
対

策
含

む
）

 

①
津

波
波

力
に

よ
り

放
水

路
止

水
機

能
が

喪
失

す
る

。
 

②
①

に
よ

り
海

水
ポ

ン
プ

室
浸

水
，
敷

地
浸

水
，
タ

ー
ビ

ン
建

屋
内

浸
水

及

び
原

子
炉

建
屋

内
浸

水
が

生
じ

る
。

そ
の

後
の

シ
ナ

リ
オ

は
，

１
．

浸
水

に
よ

る
設

備
の

没
水

，
被

水
と

同
じ

。
 

※
1
 

非
常

用
海

水
系

と
は

，
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

ポ
ン

プ
（

Ｒ
Ｈ

Ｒ
Ｓ

ポ
ン

プ
）
，

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
用

海
水

ポ
ン

プ
（

Ｄ
Ｇ

Ｓ
Ｗ

ポ
ン

プ
）
，

高
圧

炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

用
海

水
ポ

ン
プ

（
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
－

Ｄ
Ｇ

Ｓ
Ｗ

ポ
ン

プ
）

及
び

海
水

ポ
ン

プ
室

内
の

関
連

機
器

を
含

む
。

以
下

，
同

じ
。
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第
1
.
2
.
2
.
1
－
3
表
 
津
波
に
よ
る
事
故
シ
ナ
リ
オ
の
抽
出
結
果
（
3
／
5
）
 

津
波

の
 

影
響
 

影
響

の
 

種
類
 

建
屋

・
構
築
物
，
機
器
 

・
配

管
系
へ
の
影
響

影
響
を
受
け
る
可
能
性

の
あ
る
設
備
 

考
え

ら
れ
る

シ
ナ

リ
オ
 

直
接

的
 

2
.
津

波
波

力
，

流
体

力
，

浮
力

（
つ
づ
き

）
 

建
屋
・
構

築
物
，
機
器
・
配
管

系
の

構
造
的

損
傷
 

（
つ
づ
き

）
 

(
1
7
)
排
気
筒

①
津
波
波
力
に
よ
り
排
気
筒
が
損
傷
す
る
。

②
①

に
よ

り
タ

ー
ビ

ン
建

屋
が

損
傷

し
，

タ
ー

ビ
ン

建
屋

内
浸

水
が

生
じ

る
。

そ
の

後
の

シ
ナ
リ
オ
は
，
１
．
浸
水
に
よ
る
設
備
の
没
水
，
被
水
の
(
6
)
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
機
器
と

同
じ
。

③
①

に
よ

り
原

子
炉

建
屋

が
損

傷
し

，
原

子
炉

建
屋

内
浸

水
が

生
じ

る
。

そ
の

後
の

シ
ナ

リ
オ
は
，
１
．
浸
水
に
よ
る
設
備
の
没
水
，
被
水
の
(
7
)
原
子
炉
建
屋
内
機
器
と
同
じ
。

3
.
海

底
砂

移

動
※
３

海
水
取
水
設
備
の
機
能
喪
失
 

(1
8)
循
環
水
ポ
ン
プ

①
海

底
砂

移
動

に
よ

り
海

水
取

水
機

能
障

害
が

生
じ

，
循

環
水

ポ
ン

プ
の

機
能

喪
失

に
よ

る
復
水
器
真
空
度

喪
失

が
発

生
す

る
。

(
19
)
補

機
冷

却
系

海
水

系
ポ
ン
プ

①
海

底
砂

移
動

に
よ

り
海

水
取

水
機

能
障

害
が

生
じ

，
補

機
冷

却
系

海
水

系
ポ

ン
プ

の
機

能
喪
失
に
よ
る
タ
ー

ビ
ン
・

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
が

発
生

す
る

。

(
20
)
非

常
用

海
水

ポ
ン

プ

①
海

底
砂

移
動

に
よ

る
海

水
取

水
機

能
障

害
が

生
じ

，
非

常
用

海
水

ポ
ン

プ
の

機
能

喪
失

に
よ
る
最
終
ヒ
ー
ト

シ
ン
ク

喪
失

が
発

生
す

る
。

4
.
引

き
波

に

よ
る

水
位

低
下

※
４

海
水
取
水
設
備
の
機
能
喪
失
 

(2
1)
循
環
水
ポ
ン
プ

①
引

き
波

に
よ

る
水

位
低

下
に

よ
り

海
水

取
水

機
能

障
害

が
生

じ
，

循
環

水
ポ

ン
プ

の
機

能
喪
失
に
よ
る
復

水
器

真
空

度
喪

失
が

発
生

す
る

。

(
22
)
補

機
冷

却
系

海
水

系
ポ
ン
プ

①
引

き
波

に
よ

る
水

位
低

下
に

よ
り

海
水

取
水

機
能

障
害

が
生

じ
，

補
機

冷
却

系
海

水
系

ポ
ン
プ
の
機
能
喪
失

に
よ
る

タ
ー

ビ
ン

・
サ

ポ
ー

ト
系

故
障

が
発

生
す

る
。

(
23
)
非

常
用

海
水

ポ
ン

プ

①
引

き
波

に
よ

る
水

位
低

下
に

よ
り

海
水

取
水

機
能

障
害

が
生

じ
，

非
常

用
海

水
ポ

ン
プ

の
機
能
喪
失
に
よ
る

最
終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
喪

失
が

発
生

す
る

。

※
3
 
海
底
砂
移
動
は
，
現
時
点
で
は
評
価
技
術
が

十
分
で
な
い
た
め
，
津
波
Ｐ
Ｒ
Ａ
学
会
標
準
に
従
い
，
今
回
の
津
波
Ｐ
Ｒ
Ａ
に
お
い
て
は
評
価
の
対
象
外
と
し
た
。

※
4
 

引
き

波
に

よ
る

水
位

低
下

は
，

押
し

波
に

よ
り

非
常

用
海

水
ポ

ン
プ

又
は

常
用

海
水

ポ
ン

プ
が

損
傷

し
て

発
生

す
る

シ
ナ

リ
オ

と
同

じ
で

あ
り

，
新

た
な

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

発
生

さ
せ
る

も
の
で
は
な
い
た
め
，
対
象
外
と
し
た
。
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第
1
.
2
.
2
.
1
－

4
表

 
津

波
に

よ
る

影
響

を
受

け
る

建
屋

・
機

器
及

び
発

生
す

る
起

因
事

象

津
波

の
遡

上
高

さ
津

波
に

よ
る

影
響

を
受

け
る

建
屋

・
機

器
起

因
事

象
※

～
E
L
.
＋

8
.
2
m
 


循

環
水

ポ
ン

プ


非

常
用

海
水

ポ
ン

プ

（
Ｒ

Ｈ
Ｒ

Ｓ
，
Ｄ

Ｇ
Ｓ

Ｗ
，
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
－

Ｄ
Ｇ

Ｓ
Ｗ

）
 


補

機
冷

却
系

海
水

系
ポ

ン
プ


（

①
 
復

水
器

真
空

度
喪

失
）


②

 
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
喪

失


（

⑤
 
タ

ー
ビ

ン
・

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
）

E
L
.
＋

8
.
2
m
～


起

動
変

圧
器

，
予

備
変

圧
器


燃

料
移

送
系


復

水
貯

蔵
タ

ン
ク


タ

ー
ビ

ン
建

屋


原

子
炉

建
屋


（

①
 
復

水
器

真
空

度
喪

失
）


（

②
 
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
喪

失
）


（

⑤
 
タ

ー
ビ

ン
・

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
）


（

③
 
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

）

（
外

部
電

源
喪

失
＋

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

喪
失

）


（

④
 
－

）

（
燃

料
移

送
系

，
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

損
傷

に
伴

う

緩
和

設
備

の
機

能
喪

失
）


⑥

 
原

子
炉

建
屋

内
浸

水
に

よ
る

複
数

の
緩

和
機

能
喪

失
（

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

喪
失

）


⑦

 
防

潮
堤

損
傷

※
下

線
の

起
因

事
象

は
，

津
波

の
遡

上
高

さ
が

高
く

な
る

こ
と

に
よ

り
新

た
に

発
生

す
る

起
因

事
象

と
な

る
。

ま
た

，
（

 
）

内
の

起
因

事
象

は
，

同
時

に
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

る
が

，
他

の
起

因
事

象
で

発
生

す
る

影
響

に
包

含
さ

れ

る
起

因
事

象
と

な
る

。
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第 1.2.2.1－5 表 建屋・機器リスト（1／2）

区 分 No. 建屋・機器（系統）名称 設置場所 ※ １

設置場所 
の高さ ※ １

（ EL.）

津波防護施 

設及び浸水 

防止設備 

1 防潮堤及び防潮扉 － 屋外 －

2 
放水路止水対策（構内排水路止
水対策含む） 

－ 屋外 －

3 
取水路止水対策（海水引込み管，
緊 急 用 海 水 取 水 管 止 水 対 策 含
む） 

－
海水ポンプ室

及び屋外 
－

4 
原子炉建屋外壁部（地下部分）
止水対策（隣接する建屋境界部
含む） 

－
原子炉建屋 
及び屋外 

－

起因事象を 

引き起こす 

設備

5 
残留熱除去系海水系（海水ポン
プ及び関連機器含む） 

ポンプ 海水ポンプ室 ＋0.8m 

6 
非常用ディーゼル発電機用海水
系（海水ポンプ及び関連機器含
む） 

ポンプ 海水ポンプ室 ＋0.8m 

7 
高圧炉心スプレイ系ディーゼル
発電機用海水系（海水ポンプ及
び関連機器含む） 

ポンプ 海水ポンプ室 ＋0.8m 

8 循環水ポンプ ポンプ 海水ポンプ室 ＋0.8m 

9 補機冷却系海水系ポンプ ポンプ 海水ポンプ室 ＋0.8m 

10 起動変圧器，予備変圧器 変圧器 屋外 ＋8.2m 

11 原子炉建屋 １階床面 － ＋8.2m 

12 タービン建屋 １階床面 － ＋8.2m 

13 排気筒 排気筒 屋外 ＋8.5m 

起因事象

を緩和す

る設備

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

14 高圧炉心スプレイ系 
ポンプ，電
動弁，空調

機

原子炉建屋 
（地下２階）

－4.0m 

15 原子炉隔離時冷却系 

ポンプ， 
タービン，
電動弁，器
具，分電盤

原子炉建屋 
（地下２階）

－4.0m 

16 低圧炉心スプレイ系 
ポンプ，電
動弁，空調

機

原子炉建屋 
（地下２階）

－4.0m 

17 低圧注水系（残留熱除去系）
ポンプ，電
動弁，空調

機

原子炉建屋 
（地下２階）

－4.0m 

18 自動減圧系 制御盤
原子炉建屋 
（２階） 

＋18.0m 

サ
ポ
ー
ト
系 

19 復水貯蔵タンク タンク 屋外 ＋3.0m 

20 燃料移送系 
タンク，ポ

ンプ
屋外 ＋8.3m 

21 直流電源系 分電盤
原子炉建屋 

（地下２階）
－4.0m 

22 非常用交流電源系
ディーゼ
ル発電設

備

原子炉建屋
（地下２階）

－4.0m 
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第
1
.
2
.
2
.
3
－

1
表

建
屋

・
機

器
フ

ラ
ジ

リ
テ

ィ
評

価
結

果
（

4
／

1
1
）

区
分

N
o
.
 

設
備

名
称

 
津

波
損

傷
モ

ー
ド

建
屋

・
機

器
フ

ラ
ジ

リ
テ

ィ
備

考

起
因

事
象

を

引
き

起
こ

す
 

設
備

（
つ

づ
き

）
 

9
 

補
機

冷
却

系

海
水

系
ポ

ン

プ
 

没
水

，
被

水
 

○
防

潮
堤

高
さ

T
.
P
.
＋

2
0
m
を

超
え

る
津

波
の

越
流

に
よ

り
，
海

水
ポ

ン
プ

室

浸
水

が
生

じ
，

機
能

喪
失

す
る

。
 

波
力

，
流

体

力
，

浮
力

 
－

本
損

傷
モ

ー
ド

の
発

生
前

に
没

水
，
被

水
に

よ
り

補
機

冷
却

系
海

水
系

ポ
ン

プ
は

機
能

喪
失

す
る

た
め

，
評

価
対

象
外

と
し

た
。

 

洗
掘

－
海

水
ポ

ン
プ

室
内

で
あ

り
，
洗

掘
は

生
じ

な
い

た
め

，
評

価
対

象
外

と
し

た
。
 

漂
流

物
－

海
水

ポ
ン

プ
室

内
で

あ
り

，
漂

流
物

は
衝

突
し

な
い

た
め

，
評

価
対

象
外

と

し
た

。
 

1
0
 

起
動

変
圧

器
，

予
備

変

圧
器

 

没
水

，
被

水
 

（
○

）

機
能

喪
失

要
因

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
が

，
本

損
傷

モ
ー

ド
が

発
生

す
る

津

波
高

さ
で

没
水

，
被

水
に

よ
り

原
子

炉
建

屋
内

浸
水

が
生

じ
，

原
子

炉
建

屋

内
機

器
が

機
能

喪
失

す
る

。
 

波
力

，
流

体

力
，

浮
力

 
（

○
）

機
能

喪
失

要
因

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
が

，
本

損
傷

モ
ー

ド
の

発
生

前
に

没

水
，

被
水

に
よ

り
原

子
炉

建
屋

内
浸

水
が

生
じ

，
原

子
炉

建
屋

内
機

器
が

機

能
喪

失
す

る
。

 

洗
掘

（
○

）
同

上

漂
流

物
（

○
）

同
上
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